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社団法人 日本建築協会

昭和52年 9 月25日発行

毎月 1 回25日発行

昭和24年 3 月19日

第 3種郵便物認可

日本住宅公団と建築作品
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Y K K の ア ル ミ サ ッシ は 、 ビ ル 用 、 住 宅 用 の 各 製 品

分 野 で j I S ( 日 本 工 業 規 格 ) K j B  ( 公 共 住 宅 規 格 部

品 ) B  L  ( 優 良 住 宅 部 品 ) な ど の 認 可 を 受 け 、 各 規

格 のハ イ レ ベ ル の 製 品 と し て 信 頼 を 集 め て い ま す。

さ らに ク レ セ ン ト ・ビス ・戸 車 ・カ、ラス fl jl え ・網 戸

用 ネ ッ トなど 、 あらゆる 附 属 部 品 に 至 る ま で 自 社 内

で 生 産 す る 責 任 あ る - 12生 産 を 行 って い ま す。

企 業 モ ッ ト ー の 創 意 工 夫 が ア イ デ ア を 育 て 、 技 術 開

発 を し 、 確 か な 品質を通じて、 Y K K は ユ ー ザ ー の

皆 様 の 信 頼 を 得 て 躍 進 を 続 け て い ま す 。

. J IS 表 示 許 可工 場ωA4706 ・ KJ 製 作 認 定工 場 ・ Bし認 定 製品 : 防 音 サ ッシ 、 手 摺ユ ニ ッ ト

苛盟主，

吉 田 商 事株 式 会 社

吉 田 工業 株式 会 社

本社/ 東京都千代田区神 田和泉町1 f r ( 03) 866- 7241  

支庖/ 大阪市東区間替町1- 2 f r (06) 941- 1951  

生地工 場/ 富 山県黒部市吉田 200 合 ( 0765)57- 1111



4 北浜中央ピルの新築工事の見学会

大阪，北浜 ・証券取引所のZ立向かいにグレーの小ロタイノレ打込みのス

マー トな ビルが10月の初めに完成いたします。

「本計画は ，堺筋の北詰め ，北浜の角地で三社の敷地を統合し ，共同

ピノレを建設し，新しい街角を構成しようとしてスタ ー トしました。

従来，との付近の歩道は非常に狭く，並んで歩くのさえ困難でした 。

乙のような状況を認識し ，歩道の延長としての場と，オフィス街の息抜

きの場としての広場を設けました。

手法としては総合設計に基づき ，乙の広場を設ける乙とにより，高さ

に対する緩和と床面積の割増( 容積率に換算して約7596) を受けていま

す。

地上階はオフィスピル空間として機能性を追求し ，全体として 3 . 0 m

モデュ - } レによりまとめております。

地下 1. 2 階は京阪およひ地下鉄堺筋線 コンコ ースと連絡しています。

ととは 1 階広場の延長としての明るい雰囲気作りを心掛け，飲食府街お

よびシ ョッピング街を予定しております。」

今回は下記建築主の北浜不動産附 ，朝日麦酒附 ，(1附竹中工務応 3 社殿

のど厚Zまにより ，峻工直後に見学する乙とになりました 。多数ど参加願

います。

日 時 10月 6 日 ( 木 ) 集 合 14 : 00→解散 16 : 00 

集合場所 向上北浜中央ビノレ北側IJ正面玄関前付近 ・目標会旗

定

A  

コヨE

申

ただし ，地下鉄，堺筋線または京阪電鉄 i ;l t浜」駅下車 ，地

上へ出て ，大阪証券取引所の真向かい ・北浜 2 丁目交文点の

南西角地

員 30名

費 300円

込 往復ハガキに 1 ;名1 枚限りとし ，氏名 ・勤務先名 ・所属部課

名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し ， i ;l t浜

中央ピノレの見学J と明記の上 9 月30 日( 金) までに建築協会

事業課へお申込の ζ と。

建築概要

所 在 地 大阪市東区北浜 2 丁目 15- 1  

建 築 主 北 浜 不 動 産 妹 式 会 社

羽 田 安 酒 抹 式 会 社

妹 式 会 社 竹 中 工 務 底

設J 十，施工 株 式 会 社 竹 中 工 務f8

情造 ・線級 鉄骨，鉄筋コンクリート造

地下 Ｔ 階 ・ 地上 Ｑ Ｒ 階 ・ ｪｾ 屋 Ｓ 階

敷 地 面 積 1. 788.  22m'  

建 築 面 積 1. 052. 73m'  

延 床 面 積 18. 784.59m' 

主 要 用 途 貸事務所 ，庖舗

工 期 昭和50年9 月 I 日一昭和52年10月4 日

国立民族学博

物館の模型

日本建築協会会告一一一

‘ 国立民族学博物館新営工事の見学会

大阪，吹副市千里の万国博記念公図内11: 国立民族学博物館の建設が進

んでいます。乙の博物館は ，世界の諸民族の社会 と文化の比較研究を行

い， その理解のために基礎的な役割を果たす科学である 民族学の研究

と，その最新の成果に裏づけられた資料などの体系的な展示公闘を一体

的K 行う乙とを目的とした最も新しい構想、のもとに設置せられた博物館

であります。

かつてない国際化の時代を迎え ，諸民族聞の接触と交流は ，ますます

活発 IC ，しかも幅広いものになろうとしている今日 ，我が国で初めて世

界 iζ 比肩しえる民族学博物館が誕生する乙とは ，学界関係者のみなら

ず，一般国民にとっても，また共通の喜びではないか と思います。

との博物館は ，地上 4 階( 塔屋 3 階) 延面積約34，300nf という ，乙の

種の建物 としては世界にも類をみない大規模なもので ，すでに ，国内外

から 約 5 万点、に近い民族資料などが収集されており，我が国民族学の一

大研究 ・情報センターとなっています。

地球上にはさまざまな民族が住み，それぞれ固有の歴史 ・風土のもと

に創造 した言語 ・音楽 ・生活用具類など，民族文化 IC関する多種多様の

資料を保管するとともに ，世界で初めて国立民族学博物館が開発した コ

ンピュ ータを利用したビデオテーク( 映像音響自動送出装置) による展示

をはじめ ，標本資料の一つ一つの展示であってもその「物」のみの説明で

終わるのではなく ，常にその「物」とその「背後にある 文化」との関わり合

いを重視するなど，従来の "陳列方式" から脱した展示方法がとられて

おり ，楽しみながら学べる知的 レジ ャー施設として注 目を集めています。

今回は博物館のど厚窓と黒川紀主主建築 ・都市設計事務所ならびに竹中

工務j苫のと協力により ，開館前の展示工事など諸準備で大へんど多忙の

時期に特別κ 見学させていただく乙とになりました。多数ど参加をお待

ちいたします。

日 時 10月22日( 土〉集会 14: 0い 解散 17: 00 

集合場所 万国博記念公園内 ・日本庭国正面入口前付近 ・目標会旗

〔怠考) ! l ! 合所までの交通貨は各自負担額います。

- 大阪，地下鉄御堂筋 ・千盟中央駅( 終点〉下車→阪急パスターミナル 5 番のりばよりエ

キスポランド行 IC乗車の上 ，終点「エキスポランドJ で下車→徒歩 ICて千里栂を渡って

太陽の浴の右横を北へ向かつて約10分のと乙ろ。

・地下鉄は梅岡より 170円，阪急パス 0 0分- 15分間隔で発車) は80円 所要 ，椛閉よ

り約 1 時間です。

・太陽の塔の前より「日本庭回行」のメリーデ γ カー ( 電気自動車) もあります- 100円

定 員 50名

会 費 300円

申 込 往復はがきに限ります。 ( 1名1 C 1枚限り〉はがきには氏名

- 勤務先名及所属部課名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を明記し， i 国立民族学博物館の見学」と記入の上10月

13日( 木) まで lζ 建築協会事業課へ。ただし定員を超過した

ときは抽せん lζ て決定の上お知らせいたします。

工事概要

所 在 地 大阪府吹田市山田小川41- 1 ( 日本万国熔記念公関内)

施 主 国立民族学博物館

2量 計 側I ) ! . 川紀章建築 ・都市設計事務所

監 理 国立民族学博物館管理郎施段際

側黒川紀意建築 ・都市段目十事務所

施 工 閥 竹 中 エ : Q 底 ( 建 築)

近級電気工事附( 電 気〉

高砂熱学工業側( 空調そ の 他〕

三ｾ電織附Ｈエレベーター〉

熔 造 鉄骨鉄筋コンクリート造( 高服部〉 及び鉄筋 コンクリート逃( 低層部)

階 数 4 階建 . ! 蓄量 3 階

敷 地 面 積 41.∞0111' 

建 築 面 積 12.430m' 

延 面 積 34. 290m' 

段 高 高 さ 30 m 

工 期 昭和50年3 月 1 日ー昭和52年 9月30日

建祭と社会/ 1977年 9 月号 1  
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4 大阪府営村野階層浄水場築造工事の見学

と実験住宅ソーラーハウスを見る

大阪府では現在第 6 次水道拡張事業を推進中ですが，その中核施設と

して，既設の村野浄水場 IC隣設して建設中の大規模な世界でも珍しい階

層式浄水場が，ほぼ完成し ，先ほど無事通水式も終了， いよいよ始動す

るとと κ なりました。

「乙の村野階層浄水場は従来の平面的な浄水施設を建設するのに必要

な用地取得が困難であったため ，限られた土地を有効に利用する目的か

ら浄水施設を立体的に積み重ねて階層化したもので，特に工事について

の特徴は次の 2 点です。

浄水施設が ピJ レ化されるため ，漏水防止が絶対条件であり ，その対策

としての防水工事が第 l 点。

第 2 点は ，工期の短縮，施工精度の向上安全確保などの目的のために

採用された躯体工事に関する一連の合理化。

現在建設工事は完成間近ですので ，見学は主 lζ 階層浄水場の機構及び、

施設になるかと恩われます。( 共同企業体作業所出井全記) J  

なお，乙の村野階層浄水場を見学後，同じ枚方市内にある太陽熱利用

の冷暖房給湯システムとして注目されるソ ーラハウスを引き続き見学い

たします。

ソーラーハウスについてはすでにご存知のとおり，省エネルギ一時代

を迎えたわが国の国家的プロジュク 卜として発足した「サンシ ャイン計

画」の一環として研究開発がおし進められているもので，大林組と三洋

電機のグループによって関発された鉄筋の新築個人住宅を見る乙とにし

ました。

今回は村野階層浄水場築造工事共同企業体の特別のど配慮により ，<

イクロパスをと提供いただき双方の現地へ参ります。多数ど参加願いま

す。

日 時 1' 0月28 日( 金) 集合 14 : 00→解散 17: 00どろ

集会場所 京阪電鉄 ・交野線「村野」駅 ・改札出口付近 ・目標会旗

〔参考〕集合所まで、の交通貨は各自負担願います。

・京阪電車 ，淀屋橋より京都行急行乗車 ( 13 :  04発) →枚方市駅に

て交野線f L 乗換え→ 「村野」駅( 枚方より 3 ツ自の駅) で下車。

( 迩賃 160円 ・所要約 50分)

・村野よりは共同企業体ど提供の 7 イク ロパスで現地へ参ります。

定 員 40名

A  

2 玄 費 300円

スケジュール

集合 14 ・00

村野階層浄水場の見学と説明 14 :  15→15 :  5J  

ソーラーハウス見学 ・第 1 班 16 :  00→17:  00 

11  11 第 2 班 16: 30→ 17 :  30  

申 込 往復はがきに限ります( 1名に l 枚限り) 。はがきには氏名

2  

・勤務先名 ・役職( 所属部課名) ・述絡電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を明記し ， 1村野浄水場とソ ーラーハウス」と

記入の上10月20日( 木) までに建築協会事業課へ。 見学先の

都合上定員を超過した場合は拍せんにて決定いたします。

ａ 村 野階層浄水場〈びわ湖の模機をか たち どっ た打込ヲイＩｾ の 外 装〉

〔村野階層浄水場工事概要〕

工事名称大阪府村野階庖浄水場築造工事

所 在 地 大 阪 府 枚 方 市 村 野 高 見 台 7 の 2

発 注 者 大 阪 府 水 道 部

設 計 監 理 大 阪 府 水 道 部

施 工 者 側 竹 中 工 務 庖 ・佐藤工業側 ・l附銭高組共同企業体

他 ，直営業者17社

用 途 浄 水 場

敷 地 面 積 48，059nf

建 築 面 積 6，790nf 

延 床 面 積 48，055nf

主 要 構 造 R C造( 壁式構造を主体とする〉

階 数 地 下 2 階 ・地上 7 階 ・塔屋 l 階

各部の高さ 基礎深さ G  L  - 14，800 

軒 高 G L  -l 31. 100 

外 装プレキャスト板 ( ボーダークイノレ打込)

外部建具 コー J レテン鋼

1 練当り給水能力 1 日27. 5万立方メ ー トノレ

工 期 昭 和49年10月 8 日→昭和52年12月12 l:l

〔ソ ーラーハウス建築概要〕

竣 工 昭 和52年 3 月末日

建築 ・システム設計施工 株 式 会 社 大 林 組

太 陽 集 熱 器 三 洋 包 機 株 式 会 社

小 型 吸 収 冷 凍 機 東京三洋電機: 株式会社

構造 ・規模 壁式鉄筋コンクリー 卜造，地上 2 階建

建 築 面 積 65. 20nf 

延 床 面 積 118. 52nf

所 在 地 大 阪 府 枚 方 市 阿 南 町295 ( 三洋枚方テニス コー ト内)

4 日本学術会議第11期会員候補者の推せん

来る 11月25日を期限として行われる日本学術会議の第11初会員選挙に

ついて，建築学部門の全国区候補者として下記の方を推せんいたしまし

たのでお知らせいたします。有権者の方は棄権せぬようと注意下さい。

記

( 全国区) (  ( 京都大学工学部教授)

横尾義宣氏 ｾ ( 豊橋技術科学大学副学長〉

l  ( 日本建築協会副会長〉
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ｾ＠ I大阪・建築士事務所名簿」刊行案内

監修大阪府建築部

編集社団法人大阪建築士事務所協会

。

大阪府知事受録の全建築士事務所Ｈ一級 Ｓ ， Ｑ ＰＰ ｾ 土 ，二 級 Ｑ ， ＱＰＰ 社， 建設

業等併設建築士事務所を含むにをー ，二級別 ，地域別( 大阪市は区別) ，

50音順配列により ，次の事項を掲載，集録した建設関連業界必携の名簿

記載内容 事務所名 ，所在地 ，郵便番号 ，電話番号，登録番号，登録年

月日，開設者 ・管理建築士氏名 ，法令建築事務所の記号

体 裁 B 5 判 総248頁

一級建築士事務所名簿 135頁

二級建築士事務所名簿 32頁

建築士事務所名50音11頁索引 33頁

その他

刊 行 日 昭和52年 8 月31日

定 価 3，000円( 送料とも)

刊 行 〒550 大阪市西区西本町 1- 5 - 3 ( 扶桑ビル)

社団法人大阪建築士事務所協会 包541- 3716

申 込 み 現金書留にて上記にお申込み下さい 。

すぐに役立つ建築技術 者へのガイド川1川

日本建築協会会告一一

• I竹庭っくり 講習会J のお知らせ

日頃日本建築協会の若い会員の集いでお世路になっ ている伊佐重量朗

(京都市嘱庇〕さんから ，下位の催しものの案内が届きました。

興味をお持ちの方は怠加してみませんか。

軍E

「竹庭っくり際習会」

主催 ・日本の竹を守る会 協賛・京都府造園協同組合

日 時 . 第1 日 E尊重量と質疑応答

昭和52年 10月 6 日(木) 午前 9 時~午後 5 時

・第2 日 実習と見学および修了l i E書授与式

昭和52年10月 7 日(金) 午前 9 時~午後 5 時

会 場 ・講縫と修了鉦書鑓与

京都伝統産業会館 〔京都市左京区岡崎成勝寺町 9 - 2 )

. 見学と実習

京都府縞物園ほか

講 師 f木と竹の遣いと竹の特性J / 上回弘一郎

「造園と竹J / 岡崎文彬

「竹と笹の種類 J /伊佐穏朗

「さしきJ / 内村悦三

「竹箇っくりと植えつけ方J / 渡辺政俊

会 費 7，000円 ( 1人 2 自分) パス代 ・昼食代含む

慰親会費 3，∞0門

申込方法 住所 ・氏名 ・職業を明犯の上，会費 ・想毅会貨をともに，日

本の竹を守る会事務局 (電話075- 751- 9310) へ送付のこと。

申込締切日は 9 月25日

4 昭和52年度・建築工事実務講習会 (第33回〉開催お知らせ

日

会

趣

主

時 昭和52年10月12日( 水〕午前 9 時→午後 5 時

場 大阪科学技術センター ・4 階 ・401号室

( 大阪市西区靭本町 1- 8 - 4 ・靭公園北東角〕

T  E  L  ( 06)  443- 5321  

旨 官公庁 ・設計事務所 ・建設業等の新鋭技術者を対象とし ，

斯界のエキス パート の講師によって ，すぐに役立つ実務知

識と貴重な経験談など，生きた技術を重点的に講習を行

い，優秀な技術者を養成しよ うとする ものであり ます。

催 社団法人日本建築協会

〒541 大阪市東区北浜 3 - 3 7

T  E  L  (06)  231- 9648 ( 代)

科目 ・講師 1.施工計画 大成建股附大阪支庖工事長 遠 藤 満氏

2.見 積 側竹中工務底見積部見積課長 渡 辺 隆氏

3.施 工 図 側大林 組工務部工 務課 長 金 田 宏氏

定 員 150名

会 費 7，000円( テキスト代含む)

「テキスト体裁 : B  5)波 際l表人り

230瓦( 予定) 3，000円」

申 込 方 法 受講申込沓を乙不IJ 用の上 ，会主tを添えて本会総務課ま でお

申込み下さい。( 現金送金も可) 引替えに受講券を発行い

たします。 ( 詳細 :立'j: i 務局事業課へお問合せ下 さい。)

T E  L  (06)  231- 9640 

申 込 締 切 52年10月 3 日( 月) (但し ，定員IC達し次第申込を締切 ます。)

受 付 時 間 毎日 ・午前101時→午後 511寺ま で，但し，土・日・祭日を除く 0

・き .... り・・・・と……り・・・…線・…

第33回 建 築工事 実 務講 習会 受 講 申 込 書 No.  

社団法人 日 本 建 築 協 会 御 中 昭 和 5 2 年 月 日

郵 便 番 号 受 講 者 氏 名 年 令

住 所

事( また業は所氏名名〕

担 当 責 任 者

電 話 番 号

会費支払方法 ・持参 ・送金 ・銀行振込 ・その他 ( ) いずれかに 印をし て下 さい。

3  



も う す っ か り

お な じ み で す 。

や っ ぱ り

い い も の を

お 選 び 下 さ い 。

防 火 ・ 防 煙 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 各 種 シ ャ ッ タ -

....-.... 金 属 製 雨 戸 ， 避 難 装 置

征11 東 洋 シ ャ ツ タ ー 株 式 会 社

可 Tom 大阪市東区両替町・1- 12 f i 06 (943)  6571代表

東京都中央区銀座7- 15 f i 03  (543)  3145代表

一公団一明三区

民

U
V

園 特 長

・ どなたでも簡単に開閉錠( 開栓閉栓) できます。

・ ワ ン タ ッ チ で す 一 一片 手 で 簡 単 に 操 作 で き る 被 式チェ

ーンロックです。

- 鎖のヲ |張 強 度 は 500kg /  cm

2

ですから、安心 してご使 用

で き ま す 。 ボ タ ン の 内 告Eは ス テ ン レ ス パ ネ を イ史用 して

い ま す か ら 、 錆 付 い て illJJ かないことはありません。

・ 高 級 品 と し て 、 オ ー Jレステンレス製もあります。

三 柴 建材 エ 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区 巽 北4- 5- 11 f i (06) 751 ー 3653- 5 / 東 京出張所 東 京 都 墨 田 区 立 花町 lー 11 ー 1 f i (03) 618- 4071 



2主言233竺京う竺; ハンドブ、ック発刊

.  建築データシート

日本建築協会創立50周年記念事業として発行された「建

築データシート」は、類審をみない画期的な技術資料と

して多大の評価を得ております。増補改訂を重ねて、現

在では800シート (1 ，600頁) にも達し、その多種多綴な資

料は建築の設計・施工などの実務面で大いに活用されて

います 。

-・

.  建築データシートが

ハンドブック版に生れ変ります

このたび協会創立60周年記念事業の一環として、既刊シ

ートの全面的改訂および新規シートの増補を行い、併わ

せて利用しやすいハンドブック版として発干IJ 致します。

.  建築データシートの内容

監

編

発

体

•••• 
修 工 学 博 士 坂 静 雄

集 磁築データシート J 、ンドプ: ; ? 出版委員会

行 社 団 法 人 臼 本 盤 築 協 会

裁 A 4判( 電話帖サイズ) 2分 冊 1 ，600頁( 予定)

本 文 ・特質事E 褒 紙 ・ マ イ カ レ イ ド

上 製 本 、 堅 牢 ケ ー ス f寸

. 発 行 予 定 昭 和53年 4 月

. 定価 2 分 冊 一 式 送 料 は 実 費 負 担 願 い ま す。

データシートは建築材料・工法を工事別に分類・整理し、

記載内容は独自の書式で統ーしております。材料・工法・

設備などの比較・検討とその効果的な選択に資するよう

編集されています 。

圃 発刊後のアフターケア協 会 会 員 ￥6 ，OOO( 予 約 特 価 ￥ 5 ，000)

荷量 ￥8 ，OOO(  φ  >1 7 ，000)  

予 約 申 込 は 昭 和52年 7 月 よ り 受 付

予 約 申 込 〆 切 : 昭 和53年 3 月31 日

- データシート 最新情報誌「建築データシートニュース」

の発行

・ハンドブ ック改訂版の定期的発干I j

などを予定しております。
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本 書 に 収 録 さ れ る 工 事 別 目 次 に の工 事 相 次 は 現 行 の デ 一 世 シ ー ト に よ る 分 類で す 。 ハ ン ド ブ y ク で は 若 干 の 闘が あ り ま す。)

U  給 排 水 ・ 衛 生 工事

1 . 水 槽

2 . 洗 潟 装 置

3 . ポ ン プ

4  温 水 ポ イ ラ

5 . 湯 沸 器

6  太 陽 熱 温 水 器

7 浴 槽

ユニン トパス

J I l 畠釜

ユ ニ y ト 便 槽

浄 化 槽 ・ 汚 水 処 理 装 置

水 処 理

消 火 装 置

化学，肖化装置

木 崎 鰭消 火 装 置

炭 酪 ガス消火 装 置

消 火 栓 位 備

マ ン ホ ー ル ・ 排 水 金 具 類

彊 芥 処 理 設 備

厨 房 器 量 具

衛 生 器 具

そ の 他

換 気 扇

鉱 芦 装 置

電 話 言宣 備

表 示 器

イン哲一本ン

電 気 時 計

火 災 警 報

自 動 車 管 制

テ レ ビ

避 雷 針

ネ オ ン

そ の 他

7  

8 .  

9 .  

10.  

11 

12 

13 

14  

15  

16 

17 

18 

3 . ア ル ミ 建 具

既f i I 品

そσコf也

4 . ス テ ン レ ス 建 具 ・ 他

5 . シ ャ ツ ヲ -

6 . 可 動 間 仕 切

7 . オ ベ レ ー タ

B 自 動 厩

9 特 殊 属

10 建 具 金 物

錠 前

7 口? ーヒ ンジ・ドアーチエ y ク

屍 用 付 属 金 物

引 戸 周 付 属 金 物

H  防 水 ・ 防 湿 工 事

ア ス フ ア ル ト 防 水

塗 膜 防 水

シ ー ト 防 水

防 水 剤

愈 結 淘l

揚 水 荷l

止 水 額

ジョ イ ン ト 園 地 材

コ ー キ ン グ 材

.

，

内

，

ι

内

S

a且

Y

E

3

p

o

?

'

n

o

n

w

d

事コニ

1 . 工 事 織 械

シ ョ ベ ル 系 掘 削機

織 盤 機

くい打機 くい抜 機

ポ ン プ

コンクリー ト4趣4嵯

コ ンプレ y サ ー そσコ他

2 . 仮 股 材 料

金属創型わく

型 わ く 周 合 板

型 わ く 用 金 物

足 場 ・支 保 エ

i &I i * J l 立ハウス

そのイ也

言ｾt反A  

事コニ子O.  石肖

硝 子

板 状 硝 子

成 型 品 嫡 子

有 機 硝 子

ｩ Ｆ ｾ 犬 Ｔ 酎月 旨

成 型 品 樹 脂

事コニ1 屋

金 属 屋 被

瓦

2.  J軍型 ス レ ー ト

3  石 綿 ス レ ー ト

波 型 石 綿 ス レ ー ト

特 殊 ス レ ー ト

4.  j . 虚型合成樹脂板

5.  ) レーフドレン

6 . 合 成 樹 脂 爾 と い

7  ベ ン チ レ 一 世

8  そ の 他

栂

B . 土

工 事 機 械

プル ド ー ザ お よ び 口 一 ず

ポ ー タ フ ル ベ ル ト コ ン ベ ヤ ー

締 固 め 機 械

そのイ也

山 留 材

鋼 製 山 留 材

矢 板

そσコイ也

事工

o

o

n

M

d

n

υ

・
，

事コニ装E
P
-
-

汁

話

，

u
守

会

M
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e

e
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a

ぁ
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s
b
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a

J

i

，

塗

塗

鍛

殊

P

一

特

塗
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4

9

A

V

V .  a . 妥 冷 房 工 事

1 冷 凍 織

電量由ターボ

吸 収 式

小 型 チ リ ン デ ユ ニ y ト

ス ク リ ュ 一 式

2 . 冷 却 塔

3 . ボ イ ラ ー

S舟鉄割分割式
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お申込みは右記のハガキ又は

官製ハガキに必要事項をご記

入の上お送り下さい。

お問い合せ

〒541 大阪市東区北浜3- 37

日本建築協会建築データシ

ート編集部

電 話 (06) 23ト5936番

建築データシートハンド、ブ.ック版 予約注文書

2 分冊 I 式 予約特価( 協会会員5，000円、 一般7，000円)

申 込 部 数 金 額 (送料別途負担)

送 附 先 (郵便番号 ・所在地 ー会社名)

支払い方法

請求後に現金送金

請求後に銀行振込

図書を受取にいった際支払

支払方法はO 印で指示下さ い。

電 話 ( 番

注 文 者 名 ( 会社の場合，担当者部諜名併記) 日本建築協会 : 個人会員 ・団体会員 ・准会員 ※ 非会員

電 話 ( 番

ご 請 求 先 (会社と個人の区別)

務日本雄拒凶告人企業内 をご希望的方にはお送りします.
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日 本 住 宅 公 団 で の

住 宅 公 団 が 従 来 か ら 続 け て き た 団 地 の 設 計 方 向 、すなわち 、 フィジカルな面だ

けでとらえるなら、「高水準の環境計簡と、標準化・工業化 を志向した機能優先

の 住 棟 住戸 計画による団地設計」が、近年のより本格的な住宅を求めながらも

経済不況の中で鈍化している住宅市場を前に、急激な方向転換をせまられてい

る。

民間デイベロッパーによるふたつの顕著な流れ、すなわち限られたコストでの

戸建で志向に合わせた 、 いわゆるミニ開発による極限型の戸建て住宅と、もう

一 方での既成都市環境依存型の、高密度で環境性能は低いが立地が良く、住戸

規模も比較的大きい、いわゆるマン シ ョンに追われながら 、再度、公共住宅と

〈高野第 2 団 地) (仮称)

敷地 は京都の高野川沿 い の 旧鐙 紡 の 宿 舎 跡 で 、 周 辺 は 低 層 に よ る 住 商

工 混 合地域で、染色業を 中心 とする小工場の郊外転 出 が徐々に進み、

住 宅地 としての環境 整 備 が進 められつ つ ある 地 域である 。

都 市 計 画 上 は 第二 種 住 専地域内ではあるが、 川沿 い の一部 は 第三種 風

致地 区 で あ り 、 周 辺 の 土地 利用状況のほか、景観、敷地 規 模 等 を 考慮

して、当初から都市型 低 層 住 宅 団地 として計画されたものである 。

美しい屋並みと緑による長ー観織成と、 地 域になじみやすいコミ ュニテ

ィー計画をねら って、 地蔵盆のスケールに合わせた 20 戸程度のクラス

ターがコモングリーンを持ち、コミュニティーの媒f本としての露土也 を

介してつながる団地 権成とした 。

また、環境保 全 の た め 、 敷地 はすべて共有( 専用庭のみ専 用 ) となる

予定である 。

なお当団地 は京都市 の 方 針 に よ り 、 来 客用の ほ か は 、 駐 車場 は 計画 し

ていない 。

配置図

C タイ プ室内

6  建築 と社会/ 1977年 9 円号

設 計 日本住宅公団関西支社

環境 ・建築研究所

施 工 寓 土 工

要建設

山下組

所 在 地 京都市左京区高野東開

田I

ｾｪＨ＠ j 也 2. 24ha

( 公共用地市道拡幅分

を含む)

建 物 R. C  2 階建

3  L D K  120戸

( 平均戸当たり 79.86ni )  

23棟延床面積9，583ni

〈鈴 ケ 峯 第 2 団 地) (仮称)

当団地 は広島市西 部 の 鈴 ケ 峯 新 住 宅 市 街地 開発 事 業施 行 区 域内にあり、

敷 地 は瀬戸内海を 一望 に す る 南 下 り 斜面である 。

このロケーションを活かしながら、 出来るだけ 接 地性 の 高 い 住 宅 計 画

とするため、テラスハウス形式の 2 階 建 て 住棟 と、 メゾネッ トの 4 階

建 て 住棟 を交互に配置し、メゾネッ トの上 層住戸には 、海の見えるセ

ットパックによる広いテラスを、下層住戸とテラス形式住戸には専 用

庭を 確 保した 準 接 地形 式 の構 成とし、全住戸に接 地 か眺望 か の い ず れ

かの魅力を持たせた計画 とした 。

また、 2 階建てと 4 階 建 て 住械 による 団地構成 は、屋外 計画 にも効果

的 な疎 密の リズムを与えることができた 。

設 計日本住宅公団関西支社

現代計画研究所

施 工大本組、松本組、松本建設、創建工業、池田建設、栗本建設工業

所 在 地 広 島 市 草 津 南 町

建 物 R . C 2 および 4 階建 37線 合計24，803ni

3  L D K  294戸( うち接地型184戸)

平均戸当たり専用床面積 81.63ni 

敷地面積 3. 1ha.  



最 近 の 設 計 方 向

しての性能、立地、コストの 三要素のバランス見直しを実施中である 。

性 能 、 立 地、 コストとも 、設 計 上一 挙に改善することは囚総だが、公同は今、

それぞれの計画条件の中で、何らかの強い魅力を侍った公共住宅と呼ぶにふさ

わしい住宅を作ろうとしており、タウンハウス形式のもの、単接地形式のもの

など、接地位をその魅力の骨にするものや、大規模住宅では、メゾネットやス

キップ形式で、居住性のほか住戸内空間のolifr 新性に中高層住宅の魅カをさぐろ

うとするもの、またよりシンプルな架構による大規模だが価格面に魅力を待た

せようとするもの、などの方向で、新方向の開拓が続けられている 。

これらのサンプルも含めて、 idi 庄の設 JI 例 を 数 例 拾ってご紹 介 し ま す。

〈泉 南ニ孟団地( 第 4 期H. I 棟) ) I  { 南港第 1，第2，第3市街地住宅〉

団地 は約 2，600戸 の 賃 貸 住 宅 団 地 と し て 計 画 さ れ た 団地 で、すでに |  大 阪 南 港 は 、 大 阪 市港湾局の公有水面埋立事業に よる造成地 であり、

1，500戸が入居済みである。 I 面 積 は915. 5ha に及び、ここに流通センタ一、工業、業務商業施設、住

この住宅は、賃貸用 2 DK 1 6 0戸 ( 2 棟 ) と し て 施 工 中 で あ ったが、工 | 宅、さらには、レクリェーション施設を有する港湾機能と都市機能を

事 途 中 で 2 D K 2 戸をメゾネット型の大型住戸 1 戸に変更し、長期待別 | 融合した港湾初市をつくるものである 。

分 譲 住 宅80戸としたものである。 I ポートタウンは、この計画の一環として 、埋 立地 のほぼ中央官11に 、 各

公団初の試みとして 、 択一組 み 合 わ せ に よ る イ ー ジ ー オ ー ダ 一 方 式 が | 種 社 会 階 層 の 混 在 し た 、 活 気 あ る コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 形 成 を は か り 、 土

実施された。 I 地の高度利用の観点から、高層高密度住宅を中心とした、商制約100ha 、

間 取 りについては、 3 L D Kサンルーム付きから 5 D K まで最大 6 型 式 |  計画 人 口 40 ，000人、人口密度400人 / ha ( グロス) - 800 人/ ha ( ネット)

のほか、 個室 の 一 部 に つ い て の和・洋式の択一 、洗溜場の位程、色彩計 |  の 住 宅 団地 をIl日発 しようというものであり、 新交 通 シ ス テ ム 、 ゴ ミ の

悶 ( 3 怒) のバリエーションが用意され、入居予定者の自由選択組み |  兵空輸送、 C A T V符の 新 技 術 を導入し、各極 の施 設 を 備 えた新しい 街

合わせに応じて 施 工 中 である。 I づくりを目 的 としている。

〔上階の間取り 〕

- ・( 1) 0噌 ムタイプ

回 二 (3 LDK: t - ザンルーム 専 用 酬111m' )

・.. ( 2)  .. ・h タイプ

二三 (4 LOK 奪 周 圏棚 111m' )

・・( 3ト.. A. タイプ

二 日 L OK+サ J ル ー ム 事 用 薗欄 111m' )

・4ト. . A.タイプ

ー.@-.. ｾｾ ｾｾ臥 醐 酬111m' )

A. タイプ

バ宏、 ( 4 OK +ザ ン ル ー ム .111高 欄111m' )

・ー(6)・・A." イプ

Ｈｾ＠ OK 湾局面柵111m)

A 型の上階 ・下階の組み合わせ

配置 図

設 計 日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社

市 j甫都市開発建築

コンサルタンツ

施 工 岩 出 建 設

梅林建設

所在地大阪府泉南市信遠大1 i i

代信逮市場新家

建 物 SRCl l 階建 2 棟

3L DK+ S - 5DK  80戸

延 床 面 積9，948. 78m'

戸当たり専用床面積

109.6m' 

他にトラ ンクルーム付

住宅公団では、上記 Ｑｭ 発械恕に基づき、各住区の公団Ｑｊｾｾ敷地内に、

下記の住宅を現在建設中であり、このうち第 1 住区内の公団住宅は、

11 月の入居が予定されている。また、周辺閲 述 施設も徐々に撃備 さ れ

はじめ、港湾を核にした海洋と陵との生活文化の接触を求めた新しい

街は、まもなく j始動し始めるのである 。

_; . . . . . 守、

計画概要

. 南港第|市街地住宅(耳目住区)

所 在 地 . 住之江区南港中 4 丁

目

敷地面積 : 51. 776. 58M'  

容 積 率 : 167. 9% 

戸 歓 : 1508戸( 闘世1170f玉、

分担3泊 戸)

建 物 14需産T C型f:J;棟 ‘ 棟

住 宅 ・

同

14荷控B OX 型住楠2機

工司，JUW:I: 昭和50年611- 52年

10月

路 工清水建設、西松雄投、

(建築工事) 松村組、 1111組、浅沼

組、大成建設

- 南港第2市街地住宅(第2住区)

所在地・住之江区南港中 2 丁

目

数地面積 28.058. 82M'  

容 積 率 1卯 3%

戸 歓・ 758戸

建 物 14階 燈T C型住棟 1 棟

14階建B O X盟f主棟2棟

工事期間 昭和50年9 月- 52年

11 月

施 工鴻池組、住友建設、

( 建築工耶) 日産建設、奥村組

- 南港第3市街地住宅(第3住区)

所 在 地 : 住之江区南港中 3 丁

日

敷地面積・ 50. 004. 16M'

容 積 率 154. 94 %  

戸 蝕 : 871戸

建 物 14階建T C型住棟 1樟

14階 建B O X型 住 棟2樺

7階建片ローカ想伎槽3樟

住 宅 .

型 式 | 戸 駐

3 D K  I  811戸

工l11Jtj1l 1rJ :  ￘ｓｾ 司 Ｑ ＵＲ 年 Ｑ rJ - 53年

12r1 

8恒 工 . 西松建J虫、東洋上迎、

( 建需工事) 太平工業、鴻池組、

鹿 島 建 設 大 日 本 土

木 J V  

7  



日本住宅公団関西支社

昭和51年竣工工事優秀施工表彰作品

昭 和 51 年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 (P R)  

( 長別) 鳥 飼 野 々 団 地 A 地 区 高 層 建 築 工事 大 阪 市 北 区 芝 田 町 72

株 式 会 社 新 井 組 大 阪 支 庖 T E  L ω - 3 7 2- 5 0 1  1  

( 順不同)

Ｈ 長 ｾｉ ｊＩ釈尊寺団地 ｄ 地区建築その他工事

株 式 会 社 小 坂 井 組

大 阪 市 北 区 大 融 寺 町 5 6

T  E  L  06- 311 - 9 3 3  1  

Ｈ 長 ｾｉ ｊＩ釈縁寺団地 ａ 地区建築その他工事

大 鉄 工 業 株 式 会 社

(普 分) 江 坂 団 地 B 地 区 高 層 建 築 工 事

小 原 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市j定川区宮原 4 - 4  - 44 

T  E  L  0 6 - 3 9 4 - 1  2 8  1  

大阪市淀川区西三国 1- 8 - 44 

T  E  L  06 - 391  - 5 3 3 1  

ひ よ ど り 台 市 街 地 住 宅 A 地 区 建 築 工 事

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖

大阪市淀川区+ 三本町2- 4- 28

T  E  L  0 6 - 3 0 8 - 1  5  5  1  ↓

ム・干会式株

事九

業

四
一
軒
工

む一

品又

建

高

z

=

ロ

区

区

b

-

二

地

地

同

団

地

地

-
q

団

団

司

内

寺

寺

・

ー

ー

噂

尊

同

「

駅

釈

E

大阪市東区両替町 1 - 1  3  

T  E  L  06- 942 ー 1 4 6 1

8  建策 と社会/ 1977年 9 月号



昭 和 51年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 ( P R)  

( 長! i J IJ )鶴 山 台 団 地 B 地 区 建 築 そ の 他 工事大阪市都島区東野田町1ー 1- 4

株 式 会 社 水 間 組 T E  L  06- 352- 3  1  2  1  

(長 別) 島 本 団 地 G 地 区 建 築 そ の 他 工 事大阪市天王寺区夕陽E 町3 - 18 

株 式 会 社 森 本 組 T E  L  06ー 779ー 1 4 5 1

( 長 別 ) j菊花台団地 G 地 区 建 築 そ の 他 工 事 大 阪 府 貝 塚 市鳥羽 1 8 3 ー 1

株 式 会 社 薮 内 工 務 庖 T E  L  0724- 31 ー 4 0 2 5

(順 不 同 )

新 多 聞 団 地 舞 子 駅 前 歩 道 橋 工 事 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 - 3 6

大 林 道 路 株 式 会 社 大 阪 支 庖 T E  L  06- 943- 5  2  0  1  

(長 別) 釈 尊 寺 団 地 E 地 区 屋 内 電 気 工 事 大 阪 市 大 淀 区 中津 1 - 4ー 1

松 元 電 気 産 業 株 式 会 社 T E  L  06- 371- 2 8 4 5  

森 之 宮 (2) 市 街 地 住 宅 屋 内 電 気 工 事大阪市東区森之宮東之町392

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 T E  L  06- 941- 6 5 3  1  

9  



日本住宅公団関西支社

昭和51年竣工工事優秀施工表彰作品

昭 和51 年 竣 工 工 事 優 秀 施 工 表 彰 業 者 ( P R)  

(長耳IJ) 南花台団地 G H地区屋内外衛生工事 大 阪 市 北 区信 保 町 1 - 6

浦 安 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 T E  L  06- 351ー 7 5 0 2

虫 取 市 街 地 住 宅 衛 生 設 備 工 事 大 阪 市 住 吉 区万代東 6 - 3

株 式 会 社 カ ン タ ン T E  L  06- 672ー 1 2 8 1

10 

(順 不 同)

玉 串 市 街 地 住 宅 衛 生 設 備 工 事 大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 1 0 8

近 畿 工 業 株 式 会 社 T E  L  06- 363- 3  3  7  1  

Ｈ 長 ｾｉ ｊＩ 南花台団地 ｅｆ 地区屋内外 衛 生工 事大阪市都島区片町 ＲＭＷＭＷ

株 式 会 社 前 田 商 会 T E  L  06ー 352ー 0 2 8 8



昭 和 51年竣工工事優秀施工表彰業者 ( P R)  

真美ケ丘地区斉音寺雨水幹線築造その 1工事大阪市阿倍野区松崎町 1- 2- 3

株 式 会 社 奥 村 組 T E  L  06- 621  - 1  1  0  1  

真美ケ丘地区斉音寺雨水幹線築造その2工事 大 阪 市 天王寺区上本町9 - 49

村 本 建 設 株 式 会 社 T E  L  06ー 779ー 1 5 7 1

(順不同)

花 山 東 団 地 第 2 期 E F 地 区 進 国 工 事 大 阪 市 西 区 千 代 崎 2- 22- 21

関 西 植 木 株 式 会 社 T E  L  06- 581- 3 4 0  1  

中 山 台 団 地 造 成 そ の 他 工 事 大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 3 7

株 式 会 社 大 林 組 T E  L  06- 943ー ' 1 3 1

11 



イザグと言うときのお隣りさん

ドア ホ ン + 警 報 音 で 、 一 歩 す す ん だ 安 心 保 証

【 警 報 ワ げ ツ チ ド7 ホ V】

I AS- 1K( セット)

1 8，7 0 0門

I A- DK 

( 玄関子機 )

( 1局用車見機)

警 報・表示灯付

共 同 住 宅 用 に 開発

し た 玄 関 子 機。 警

報 音 と 同 時 に 赤 い

表 示 灯 が 点 滅 し、

「どの家が非常事態

にあるか」ーー目で

わ か り ま す 。
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所

ン

一

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

喝

聾

揖

瞳

揖

+

小

伊

県

揖

蝿

聾

聾

世

間

聾

聾

由

需

型

車

購

聾

工

営

営

営

倉

九

問

問

曾

営

営

問

営

営

営

省

営

営

営

幌

古

宮

東

京

シ

京

車

庫

揖

岡

町

沢

副

阻

戸

松

島

同

社

札

仙

大

東

東

セ

東

東

多

情

静

名

金

京

大

神

高

広

帽

本

建築・土木工事の完全防水に ・一一各種材料それぞれの特長を生かした併用工法に

水防
山

出

水

刊

現

根

に

ブ

屋

m
u

、

ぴ

山内

イ

及

判

L

壁

伊

フ

外

E P Tブチルラパ ー

ベルシート防水

我国最初の完全防水

アスフ アル ト系高分子シ ート

アスシート防水

冷熱工法面周防水

E記

ウレ タン系

ベルウレックス防水

理想、の弾性塗膜防水
鐘 紡 合 成 化 学 株 式 会 社

本 社 干543 大 阪 市 都 島 区 友 湖 町 1 丁 目 3 番 80 号

T E L  大 阪 06 (921)  1  2  3  1  ( 代表)

防 水 事 業 部 干 543 大 阪 市 都 島 区 友 洲 町 1 丁 目 3 番 80 号

T E L 大 阪 06 ( 928)  3  2  7  1  ( 代表)

東 京 支 庖 〒 141 東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 7 丁 目 22 番 17 号

( 東 京 卸 売 セ ン タ ー )

T E L  東 京 03 ( 494)  2  7  4  1  (代 表)

名 古 屋 支 庖 干 450 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 3 丁 目 5 番 地

( 鐘 紡 ピ ル 3 F )  

T E L  名 古 屋 052 (581)  1  2  7  1  ( 代表)

アクリ ル系

樹指防水

常 i1 i i 架僑型の 塗膜積層防水

ウレタン系

ベルフロアー

シームレスの弾性塗床

12 



日本住宅公団御指定材料

防火材認定番号

基材同等0003号

J I S 番 号

A- 6907 
ソリジットスタイン

エバーウ

ト 砂 壁 状 吹 付 材セ メ ン

基材同等0003号A - 6907 J レオ

メ ン ト

付 材

合 成 樹 脂 入 セ

砂 壁 状 吹

基材同等0003号ール Dウォ

セ

エハー
セ メ ン ト ス タ ッ コ 状 厚 吹 材

基材同等0003号
J レ1¥ エ

軽 量 鉄 骨 材 入 吹 付 材

基材同等0004号

スクツアエハ
ヒ ル 石 入 天 井 用 吹 付 材

基材同等0004号A - 6909 
ドノサ1¥ 工

合成樹脂エマルション/ 外部用 ¥

砂 壁 状 吹 付 材L内 部 用 /

反 応 硬 化 型 合 成 樹 脂

工マルション系複層模様吹付材

A - 6910- E型

(申 請 中)

A  - 6910- R  S 型

(申 請 中)

#300 

#  100 

ノ

ノ

卜

ト

ポ

ポ

エ

工

反 応 硬 化 型 合 成 樹 脂

溶 液 系 複 層 模 様 吹 付 材

合同特許建材工業株式会社

神 東 塗 料 株 式 会 社 特 約 庖

大阪06- 702-7814代大阪市東住吉区駒川町3丁目 54 電話ヰ士本

鐘紡合成化学株式会社近畿地区特約庖

本 建 築 吹 付 材 工 業 会 会 員

京 03- 208- 1  7  1  1  東中晃011- 582- 6976キし事業所

日

岡092- 521- 2  7  3  1  福名古屋052- 503- 4  3  4  4  

、，

ゴムアスフアルト防水工事業協同組合

事 務局 東 京 都 品 川 区 南 大 井 1- 7- 4昭和石油アスファ J レト (側内 ft 03(761)4378

昭和石油アスフアルト株式曾社

n

v

A

U

A

U

A

U

A

u

n

L

A

u

 

a

-

a

u宮

司

a

e
o

r

a
唱

A

0

8

'

A

'

A

E

3

8値

Z

A

U

J

n

O

《

U

3

〒

一

T

〒

一

一

干

〒

〒

一

一

γ

03 (761) 4271(( .勺

03  (761)  4271町。

06 (341)  6395(1旬

。52 (231) 6  5  6  8  

0252 (74) 7561((勺

092 (291)  0  0  0  8  

0222 (95) 084附句

東 京 都 品 川 区 南 大 弁 1 丁 目 7 需 4 号

東 京 都 品 川 区 南 大 井 1 丁 目 7 番 4 号

大 阪 市 北 区 梅 田 町 27 ( 度経ピル)

名 古 屋 市 中 区 丸 の 内 1 ー 17- 15 ( 長 銀 ピ ル )

新 潟 市 平 和 町 4 の 1

福 岡 市 開 多 区 綱 場 町 2 - 2 ( 福 岡 第一 ピ ル)

仙 台 市 宮 千 代 2 - 15 - 11 

本 社

東 京 営 業 所

大 阪 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

新 潟 営 業 所

福 岡 出 張 所

仙 台 出 張 所

13  



14  

アスフアルトフェルト

アスフアルトルーフイング

T Nスポット

S F シート

東 軍 印

東 亜 印

穴あきルーフィング

特殊ルーフィング

特殊砂付ルーフィング

屋根用断熱材

特殊砂付 S Fルーフィング

フローボード( 硬質ウレタン )

⑫ 

東E 印ルーフイング

東 亜 工 業 株 式

.A. .  

社ヨミ

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂 6丁目 4 - 27 TEL.  0729- 94- 5682 

営 業 所 東京 ・名古屋 ・和歌山

エ 土面 大阪・ 東京 ・和歌山

新しいC A T V時代を拓く、

ｄｾ の ｬｩ ィ Ａ ＿ ｼ共聴システム

園 腕 い 一 行 を つ く る H

D Xア ン テ ナ 格 式 会 社

本 社/ 神 戸 市 兵 庫 区 入 江 通 り 5了目 6 番 地〒652 T E L 078- 68ト 136l i (t J

東 京 支社J 東 京 郎新宿区新宿2- 11-4( 長崎第一 ピJレ) 〒 160 T E L  03- 34ト04411(t J



構 造 が 変 っ て も 一

世=ロf ド 防 車

の 信 頼 は 変 ら な い

=- -Z」 ; - 置J i

合 ビ ニ ロ イ ド 防 水 が 採 用 さ れ た 新 宿 西 ロ の 5 超 高 層 ( 国 際 通 信 セ ン タ ー ・ 京 王 プ ラ ザ ホ テ ル ・ 新 宿 住 友 ビ ル ・ 新 宿 三 井 ビ ル ・ 朝 日 生 命 ビ ル )

肯 ビ ニ ロ イ ド 防 水 が 採 用 さ れ た 超 高 層 ビ ル ( 主要部軒高4 5 m以上のもの)

アスフアルト防水に取り組んで58年

三 星 産 業 株 式 会 社

サ ノ ワ 東 京 ビ ル

東 京 海 上 火 災 本 社 ピ ル

名 古 屋 観 光 ホ テ ル

北 九 州 市 庁 舎

富 士 銀 行 事 宿 ピ ル

仙 台 第 二 地 方 合 同 庁 舎

近 畿 中 央 病 院

f也 来勺 50 (.牛

世 界 貿 易 セ ン タ ー ピ ル

慣 が 閥 ピ ル

大 阪 国 際 ビ ル デ イ ン グ

朝 日 東 海 ピ ル

神 戸 商 工 貿 易 セ ン タ ー ビ ル

ホ テ ル パ y フ ィ γ ク 東 京

日 本 ア イ ・ ピ ー ・ エ ム 本 社 ピ ル

住 友 生 命 札 税 ピ ル

I 型

E 型

J 7 

ト ド J 7

( C D- 50)  

扉

ナ

摺

戸

手

j レ

ド J 7

ンス サ ッ

ド

フー

営業品目

銅 製 ク ラ シ ッ ク

二L

、

ノ

ス

網

ネ

ス チ ー ル ド ア

ス チ ー ル ド ア

1¥イ フ。シ ャ フ

:ノ

レ

コ

レ

カ ラ ー ド ア

フ

S  

1¥ 

ツ

ト

ス テ ン

フ

ス

S  

タ

Y  

鉄

フ

Y  

。口K J 認 定 工 場 ネ

士A . 、主. L ｾＭ￸￭｣・噌Ｍｾ品品Ｎｌｍｌ - - l : .  1¥，. _ . 4 

目d: l 2 S 管支斗圃ヲ長守本エ: ¥， :z云f

本 社 愛 知 県 半 田 市 上 浜 町 1 0  2 番 地

〒475 T  E  L  ( 0  5  6  9 )  2  1  - 3  3  1  1  ff町

東京営業所 東 京 都 中 央 区 八 軍 洲 1 丁目 5 番 17号( 香川ピ ル内)

〒 103 T  E  L  ( 0  3 )  2  7  1  - 4  8  8  6 的

大阪出張所 大阪市東淀川区山口町 325番 の1皐和地所新大阪駅前

ピJ レ907号 〒533 T  E  L  (06)  3  2  3  - 8  5  5  1  ff切

広島出張所 広 島 市 上 八 丁 械 5 帯 1 5 号 新 沢 ピ ル 4 階

〒730 T  E  L  ( 0  8  2  2 )  2  7  - 6  3  6  1  <<切

福岡出張所 嬬間市怖多駅前 1 丁目 9 番 3 号 ナ ショ ナ Jレピル内

〒812 T  E  L  ( 0  9  2 )  4  3  1 ー 5 4  6  3 <<勺

仙 台 事 務 所 仙 台 市 扇 町 4 丁 目 2 番 5 号

〒983 T  E  L  ( 0  2  2  2 )  9  6  - 1  3  2  6  (的
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日本住宅公団特別賞受賞

甲南建設工業株式会社建築作品

代 表 取 締 役 原 精 一

本 社 大 阪市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁目 4 番 28号 T E L (06 )308  - 1551 ( 大 代)

① 神 戸 市 桜 ケ丘 団 地 住 宅 B 棟

② 枚方市釈線寺団地 F 地区高層建築その他

③ 兵 庫 県営 大 西 桂 木 団 地 高 層 建 築

④ 箕 面 市 粟 生 団 地 B 地 区建 築 そ の 他

16 建築と社会/ 1977年9月号



甲南建設工業株式鈴士

本 底 尼 崎 市 南 武 庫 之 荘 2 丁 目 7 番 23 号 T E  L  (06)  4  3  7  - 9  6  3  1 開

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 須 田 町 1 丁 目 1 8 T  E  L  (03)  2 5 3  - 4  4  5  5 聞

神 戸 支 社 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 4 丁 目 2 番 8 号 T F  L  (078)  2  2  1  - 6  2  9  3 刊

排 営 業 所 幌 市 街 屋 町 東 3 丁 1 番 19 号 T E  L  (0722)  2  9  - 0  0  8  8  

九 州 営 業 所 福 岡 市 憾 多 区 博 多 駅 前 3 丁 目 2 番 8 号 T E  L  (092)  4  7  1 ー 7 2  7  1  

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 熱 田 区 富 江 町 1 1  1  T  E  L  (052)  6  8  1  - 6  7  4  5  

⑤ 大 阪 心 身 障 害 者 戦 業 セ ンター

③ 大 阪 府 立 吹 国 東 高 等 学 校

① 尼 崎 市 立 武 庫 庄 小 学 校

③ 橋本書官ー総 合 ビ ル

③ 淀 川 区 民 セ ン タ ー

⑬ 金 光 教 伊 丹 教 会 ( 造 営)

17 



〔さしかえ式〕

集 録 建 築 法 規 大 阪 府 版

定 価 9 ，000円

版

叩

版

叩

府

れ

県

れ

都

定

庫

定

一

尽

兵

滋 賀 県 版

定 価 9 ，000円

奈 良 県 版

定 価 9 ，000円

和 歌 山 県 版

定 価 9 ，000円

上 記のほか

全 国 どこの府県版 も 揃 い ま す

現 行 建 築 関 係 手 続 便 覧

全 2 巻 A 4判 定 価 25 ，000円

敷 地 の 造 成 か ら 、 建 物 の 使 用 に 至 る 建 築 行 為 の 過

程 に は 、 許 可 ・認 可 そ の他 の 届 出 又 は 私 人 間 の 契

約 等 、 多 種 多 様 な 手 続 が 必 要 で あ る が 、 本 警 は 、

こ れ ら の 手 続 に 必 要 な 事 項 及 び 書 式 を す べ て 収 録

し た 建 築 関 係 便 覧 で あ る 。

-

信

頼

さ

れ

る

実

務

家

の

法

律

書

籍

建 築 関 係 消 防 設 備 便 覧

全 2 巻 A 5 判 定 価 7 ，800円

本 書 は 、 消 火 設 備 、 瞥 報 設 備 な ど 個 々 の 消 防 設 備

ご と に 分 類 さ れ 、 該 当 す る 項 だ け を 見 れ ば. そ れ に

関 連 す る 法 令 と 通 達 の す べ て が わ か る よ う 編 集 さ

れ て い る 。

〈呈カタログ〉

耐 火 防 火 構 造 ・ 材 料 等 便 覧

全 6 巻 8 5 判 定 価 21 ，000円

要 覧

13 ，500円

計 画 法 規 集

全 3 巻 A 5 判 定 価 16 ，500円

S  

定 価

建築関係ｾ I  

全 2 巻 A 5 判

市者B

3去 夫見

定 価 1，350円

築建解図本〕行〔単

建設省工事契約実務要覧52年版

定 価 1，900円

よ る 損 害 の 算 定

定 価 3 ，900円

広三呈量

凶 ιｾ f;:::::l 

〒540 大阪市東区石町 2 - 12 T E L  06 (942) 5221 

18 
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日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

t' tMなどの投制をお待ちしております。

総合的設計による一団地の建築物の取り扱いについて( その 2)

3.総 合 的 設 計 に よ る 一 団 地 の 建 築 物 承 認 基 準

( 一般)

1  ) 適用の範囲

a) 共同住宅、寄宿舎等の居住用建築物若しくは、

集団的建設に伴ない、これに付随する必需施設( 以

下「共同住宅等」という 。) 、文は、建築物相E 間に

おいて、用途上一体制があると認められる建築物

を 2 練以上総合的に計画したもので、将来とも当

初の総合計画を維持し 、維持管理の担保が完全に

保障できる団地計画について適用する 。

b) 将来無秩序な噌築を防止する為、承認申請時

に全体計画が明確であること 。

2  ) 承認基準

a) 共同住宅等で法第86条の規定を適用する場合

においては、原則として、次に掲げる事項に適合

しなければ' ならない。

(  1) 一団地の敷地について

① 一団地の敷地面積 (公園、道路等で地方公共

同体に移管される部分の面積は除く 。) が 3，0 0 0 m'

以 1-. とする 。

@  一団地の敷地 は、道路又は道路と隣地境界線

により区画された街区とする 。

の都市計画一団地の住宅経営計画標準( 昭和32

年 8 月6 日付、建設省発計第41号) による計画及

び団地 の構成の規模に該当するような大規模一団

地計画については、積極的 に同標準を適用するも

のとする 。

なお、同標準と同等以上の規撲を有する 一団地計

画については、同設計基準を準用して計画するこ

と。

(2) 敷地等の所有形態について

@  一団地の敷地 の所有形態は 、入居者の共有( 用

名儀であること。

ただし 、次の( iH v)に該当する一団地計画( 賃貸)

に関する敷地 の所有形態は、一団地の全敷地が公

的機関又は一民間企業( 一個人所有の場合を含む。)

の所有であっても支障ないものとする 。

( i )  公営住宅等の一団地計画

(ii )  日本住宅公団 による一団地計画

。ii) 大阪府住 宅供給公社による一団地 計画

川 ( i ) - 側i)に準ずる公的機関による一団地計画

(v )  全敷地 が一民間企業の所有による 一団地計画

ただし、この場合においては、承認時の計画を将

来とも維持する旨の嘗約書を添付する 。

@ 建築物 の各住戸については、各個人の所有に

係 るものであっても支障ないものとする 。

の I 階の専用庭については、各個人が使用しで

もよい。

なお、当該専用庭は将来とも空室として確保しな

ければならない。

(3 ) 敷地 の管理 について

一団地 の敷地は、将来とも当初の計画を適正 に維

持管理する旨、管理者( 入居者組合による自主管

理方式を含む。) が設置されていること 。

(4 ) 一団地の建築物の構造

一団地内の建築物は、耐火建築物又は簡易耐火建

築物であること。

ただし、 一団地計画に必要な付随建築物のうち用

途、規模等によりやむを得ないと認められるもの

についてはこの限りではない。

(5) 道路と団地内通路

@ 一団地の敷地は、 6. 0 メートル( 道路幅員) 以

上の道路に外周の% 以上有効に接しなければなら

ない。

@ 敷 地 が 団地内通路により、 6 目 0メートル以上の

道路に銭続され、かつ、当該団地内通路が将来公

共団体に、移管されると予想される場合( 以下「移

管道路」という。) については、移管する旨を証す

る図書を添付しなければならない。

なお、この場合において、 一団地の敷地は、当該

移管道路を含めたものとして取扱うが、@ の道路

幅員及び接道率を、算定する場合は 、当該移管道

路を道路とみなすことができる。

の@ において道路とみなした移管道路について

は、法第56条第 1項第 1 号、同条第 2 項及び高度

地区の規定を準用する 。又、建ぺ い率、容積率の

算定については、移管道路に係る部分を除いた敷

地 面積で算定した数値( 移管道路又は移管道路と

隣地境界線により区画された街区が生じた場合は、

当該街区毎に算定した数値) が法定以下でなけれ

ばならない。

@  団地内通路の幅員は、概ね下表に掲げる幅員

以上としなければならない。

よぷ竺?

3.000m 
5.000m 

をこえるもの
5，OOOm以下

主要区画団地内通路 6. 5m 
9. 0歩m道(6. 5m)  

内 1 . 5 mX 2  

一般団地内通路 6. 0m ( 有効幅貝4.5m) 6. 0m 

書重鎮物から主要通お
消防車等緊急用自動車の通行上

よぴ一般通殴路置に じ

るために 路される
支障のない程度の幅員

アプローチ通

※主要区画団地内通路は、おおむね 80- 120 m ごとに設置する

ものとする 。

※(  )内の数値は、小区間で通行上支障のない場合または周辺

の状況により支障ない場合、または周辺の状況により支隊

ない場合に適用する。

ただし、一団地計画上、 団地 内通路が歩行者専用

通路であり、かつ、当該通路の有効幅員が4.0メー

トル以下である場合は、通路の両側 又は片側 に有

効幅員の合計が4. 5メート ル ( 緊急用 自動車通行可

能幅員) となるような空地 ( 芝椅等) を確 保 しな

ければならない。

@ 袋 路地状の一般団地内通路については、 概 ね、

大阪府道路位置指定基準( 第 4 袋地状 道路) を準

用する。

(6)  日影による 建築物等の制限について

@ 下表に掲げる地域に存する建築物で敷地の外

周部に対する日影については、冬至日の其太陽時

による午前 8 時から午後 4 時までの聞に同表に掲

げる時間以上の日影となる部分を生じさせること

のないものとしなければならない。

@  一団地内の居住用建築物の各住戸は、敷地の

周囲の状況によりやむを得ない場合を除くほか、

その I 以上の居室の開口部が冬至日の其太陽時の

午前 8 時から午前 4 時までの聞に 4 時間以上( 大

阪府環境管理計画) の日照を確保しなければなら

ない。

θ 終日日影が一団地 内の公図、緑地及び広場の

面積の 10分の 3 以上にかからないようにしなけれ

ばならない。

敷地境界線 敷地岐界線

から水平 ｉｾ から水平1ft

能 5 mを超 離 10m をこ

平均地盤面
え10m以内 える範囲に

からの高さ

の範囲内に 生じさせて

生じさせて はならない

(日影検討薗)
I Hi らない 日影時間

用途地域 日影時間

Ml 福住居専用地域 1. 5m 4 時間 2. 5時間

第 2 種住居専用地域 4. 0m 4 時間 2. 5時間

住居、近陽商業、

4. 0m 5 時間 3. 0時間

準工業、工業地雄

(i主〉 用途地域とは、当該建築物の日影が生ずる部分の用

途地域をいう 。

(7) 法第86条第 3項の取扱いについて

法第86条第 3 項の規定は、一団地内の建築物相互

間においてのみ適用する。

ただし、付属建築物からの延焼の恐れのある部分

の緩和を受けようとする場合には、当該付属建築

物の主要構造部は、不燃材 料でつくり又はふいた

ものでなければならない。

(8)  その他

共同住宅等の一団地 の取扱 いについては、 (1) から

(7)に掲げる諸事項に適合 している事を原則とする

が、本基準と 同等以上の環境を形成できる計画に

ついては積極的に承認するものとする。

b) 連続棟及び戸建の居住用建築物等の取扱いに

ついては、別途定めるタウンハウス ・ランドプラ

ンニング手法における、総合的設計による一団地

の建築物承認基準をもって運用 する。

(c )  市街地再開発事業等による 地区計画、工業団

地計画及び集合底舗等の計画については、承認基

準a) ー@、@、 b) 一 @前段、@、 c)  d)  e)  

を準用するほか、別途検言寸するものとする 。

c) 標示板の設置について

法第86条の規定による承認を受けた建築物 につい

ては、当該敷地内 に 2 ヶ所 以上に下記標示板を 、

設置しなければならない。

総合的設計標示板

この敷地及び敷地内

の建築物の位置は、建築

基準法第86条の規定 に

よる 一団地 として承認

した計画である為無断

増築及び土地利用の転

用等は一切できません。

配置図

申E両者

管理者

φ 大 阪 府

( 大阪府建築部建築指導課 山国 為行 )

建築と社会/ 1977年 9 月号 19 
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三 協 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 株 式 会 社

本社 : 〒 933 富山県高岡市早川 70 T E L  076守一22- 5030

東京. 〒107 東京都港区赤板 3 - 3 - 3  ( 住友生命ピ Jレ5 F )  T E L  03- 586- 8421  

大阪: 〒550 大阪市西区靭本町1- 9- 15 ( 近畿富山会館ピル 7 F )  T E L  06- 443- 9601  

内外装システム建材 「フレクサラム」

建 築 物 の 仕 上 げ の 簡 素化 に よ る 内 外 猿 の化 粧 材 と 認 定 番 号 : 建 設 大 臣 認 定 、 不 燃 ( 個 ) 第 1338号

して、また建築基準法に基づく不燃材料のｾ求が (4 ) 施 工 が 容 易 ・ ーノマヰルの郊性を 利 用 し た 、 は

自治 し に 高 ま り つ つ あ る 現 状 に あ っ て 、 使 用 範 閉 め 込 み 形 式 な の で 、 ス トリ ン ガ ー を 工 夫 す る こ と

も広〈 、 カ ラ フ ル で 装 飾 効 果 だ け で な く 、 機 能 的 に よ っ て 、 自 由 な デ ザ イ ン と ス ピ ー デ ィ ー な 施工

に も す ぐ れ 、 か つ デ ザ イ ン が 自 由 に 楽 し め る 建 築 ができる。

材 料 と し て の 必 要 十 分 条 件 を 具 備 し て い る 三 協 ア ・ 用 途

(3 )  ノマオ、J レ の は め 込 み 方 法・・・・・ ノ吋、 J レ は め 込みは、

た た い た り し な い で 、 手 で そ っと 押 しな が ら 確 実

に は め 込み をする。

(4 ) 標 準 施 工 図

( 1)  建 築関 係 の 内 外 装 材・・・・一天井、箆、 日除け、ル ミ ニ ウ ム 工 業 ( 株 ) の ア ル ミ ニ ウ ム を 基 調 と し た

内 外 装 シ ス テ ム 建材 「フレクサラム J を こ こ に 紹

ずトする。

・ 構 成 郎 材

「 フ レ ク サ ラ ム 」 は シ ン プ Jレな 形 状 の パ ネ ル と 各 櫛

形 状 の 追 う ス ト リ ン ガ ー か ら 構 成 さ れ る も の で 、

材 料 は オ ラ ン ダ ・ハ ン タ ー グ ラ ス 社 製 の 特 殊 な 蝉

性 を 有 す る 耐 食 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 に ロ ー J レ塗猿

殺 色 仕 上 げ 材 を 使 用 、 ロ ー ル フ ォ ー ミ ン グ加 工 し

た も の で あ る 。

〈パネ ルの断面形状 (単位 : mm) ) ( 織成詳細断面図{単位 : mm) )

ｾＮ｀しなど。

( 2 )  庖 舗 の 統 一 外 装看板・・ ・・・・家 電 販 売 底 、 チ ェ ー

ン 庖 の外 袋 、 オ ー ニ ン グ 。

(3 )  そ の他 特殊 用 途・・・ ・・・パス停、 自転車鐙場、 カ

ー ポ ー ト 、 タ ク シ ー 乗 降 場 な ど の 上 屋 。

・ 纏 エ 要 領

( 1  )  パ ネ ル を 連 絡 保 持 す る 補 助昔日材 ス ト リ ン ガ ー

( ア ル ミ ニ ウ ム 板 厚 さ 1. Omm) の 使 用 間 隔 は 、 耐 風

圧 f直 な ど を 考 慮 に 入 れ て 次 の よ う に な る 。

使 用部位

ストリンガー

そ の 他

間 珊 (剛)

外 袋 500- 600 
ストI} /' ガーと胴線、野緑、母屋 {木

材、 C 型銅まとは L 型鋼) の聞にナ

内
壁 600- 750 イロ ノワy ンヤー (専用品) を介在し

て、ステン レスピ ス4.5 X 20t (mm)  

強
天 井 1.500- 1.700  

Ｈ ｾ軍用品 Ｉ で間隔 ＴＰ 白 ｭ 以下て個定する 。

r 一 ーーー=・3コ15.9 0 .02 斤 荷司 副 "

4.81 I  74.4  1  14..  ，..症豆= 出品的目的v ..... ///. //.刀 巧

l  制 O 円。 OJJ2:!2Y.!!:. 盟 呈li Ｂ丑主 Ｒ 丘 ＪＪｾ

〈機 械 的 性 質〉

(2 )  接 続 部・・・・長さ方向の土砂合はかさね合わ せ ( 約

150mm) か 、 または突き付け( ノマネ J レ ピ ー ス 約200

mm)  を使 用。

① か さ ね ② 実害付け 三竺空豆三主

「ア 寸寸{ 亡主立コ [

い 旦ｾ ｾ＠

- 特 長

( 1  ) 耐 久 性 が あ る ・ .  Ｎ ｾ単力性を有する耐食性アル

ミ ニ ウ ム 合 金 板 で あ る の で、腐 食 の 心 配 は な し 、。

( 2 )  美 し く 笠 宮 な カ ラ ー …ー・ パオ、 J レのカラーは、

焼 付 け ア ク リ ル 塗 装f士 よ げ ( 4 工 程 ) を 行 っ て い

る の で 、 色 刷 が 揃 い 、 か つ 変 退 色 が 少 な い 。

(3)  不 燃 材 料 と し て の 認 定 製 品 で あ る 。

〈新 建 材 紹 介 N O. 3 3 )  

- お わ り に

以 上 は 「 フ レ ク サ ラ ム 」 の概 要 を 紹 介 し た も の で、

詳 細 に つ い て は 上 記 、 三 協 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 ( 株 )

にあ、問い合 わせ下さい。

建 材 委 員 / 藤 川 懇 ( 日本 建 築 総合紋験所研究員)

千代田建材エヨ陰線式会社

本社 . 〒512 三重県四日 市市住吉町15- 2  T E L  0593 - 64- 5211 

東京 〒103 東京都中央区 日本橋本石町 3-6-8 ( 田所ピル 5 F )  T E L  03- 279- 1701 

大阪 〒550 大阪市西区南堀江通 2 - 48 ( ケンザ イピル) T E L  06- 541ー7734

(2)  r耐 火 チ ヨ ダ ウ オ ー ル 1 0  1  J は 、 建 築 基準

法 1 0 7 条 第 1 号 の 規 定 に 基づく 1 時 間 耐 火 の 間

仕 切 鐙 で あ る 。

指 定 番 号 : i耐 火 W 1035  

品 目 名 : 両 面 石 管 ボ ー ド ( 12mm) 2 層 張 り 中 空間

耐火間仕切壁 「耐火チヨダウオール101 .n

石 膏 は 結 品 水 を 約20% 含 ん で い る の で 、 J/見 水 浴 熱

が火災初J t I ' /の 温 度 上 舛 を 遅 延 さ せ る 効 果 を 発 仰 す

る。 し か し 、 こ の 結 品 水 の 脱 水 現 怠 が榊 造 的 な 弱

点 と も な り 、 長 時 間 加 熱 す る と 収 納 に ひ び 曹1/れ を

生 じ て く る 。 従 つ で 、 防 火 材 料 と し て は 有 効 な 石

官ーボードも、耐火m造 に 関 し て は 、 主 役 を け い 酸

塩 系 に 奪 わ れ て い た 。 そ こ で加 熱 に よ る ひ び 曹1/れ

を 防 止 し た 特 殊 仕 械 の 石 'f ' t ボードが、千代田建材

工 業 ( 株 円、開 発 さ れ 、 新 し い Imf士 切 箆 「 耐 火 チ ヨ

ダ ウ オ ー ル 1 0  1  J が 建 設 大 臣 よ り 指 定 さ れ た の

で 、 ここに車召ブトする。

・ 組 立透 領 図 ( 単 位 : mm)

- 構 成 材 料
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曲 11強 さ ( J I S- A - 1408 3 号 試験 体 に よ る ) (3 )  r耐 火 チ ヨ ダ ウ オ ー ル 1 0  1  J は 、 上 紀 の 会

悩 方 向一 ・・・ー 40kg 以 上 、 長 さ 方 向 ・・・・・・90kg 以 上 社 の 責 任 施 工 及 び 管理 と な っている。

下 張 り : 平 ボ ー ド ( チ ヨ ダ 石 膏 ポ ー ード 1 0  1 )  ・ 特 長

上 張 り : テ ー パ ー ボー ド ( 1 ) 間 仕 切壁 と して、 表 面 の 仕 上 げ が 容 易 で、 ぺ

( チ ヨ ダ 石 膏 テ ー パ ー ボ ー ド 1 0  1  )  イ ント皇室り 、 壁 紙 、 ク ロ ス 貼 り、 各 種 吹 付 け な ど

表 ・ 裏 面 材 ・・・・ボード用 原紙 ・・.... 0 . 6mm以 下 自 由。

石 こ う ・・・・・・ ・・・・ ・・・一. . .・・・ ・・・・ ・・・ ・84 . 5 (2)  乾 式工 法 で あ る の で 、 施 工 が 簡 単 で 早 い。 表

無 機 質 添加 剤 ( ケイ 酸 塩 系 ) ・・・ 14 . 6 面 の 白 地 処 理 は テ ー ピ ン ケ シ ス テ ム で 行 う。

芯 材 成分( % ) ｾ＠
無 機 繊維・…・ ・・・・・・・・ ・… … … … . 0. 6 (3 )  両 面 石 膏 ボ ー ド12mm2 層 強 り の 中 空 間 仕 切 帥

t君主力日斉小 ・・・・ ・・ ・.. . . . .. ... .. . .. 一. . . 0 . 3  

Ft &寸 岨: o : 透視図 f単位圃}

のため、 他 の 耐 火 間 仕 切 墜 と 比 較 して 軽 盆 で あ る 。

〈例 〉

耐 火 チヨダウ オー ル 1 0  1  . .. 53kg 1m ( t = l 15mm)  

コ ン ク リ ー ト… 300kg 1m ( t = 1 6Omm)  

コ ン ク リ ー トプ ロ γ ク … 160kg / m ( t = 1 0伽un)

A L C 両 面 モ ル タ ル 塗 り ・一 1l 0kg 1m ( t =  1 3Omm)  

8  (2 ) メ タ ル ラ ス : 平 ラ ス 3 号

・ . O.  7kg 1 m ( J I S - A - 5505適 合 品 )

(3 ) 上 下 ラ ン ナ ー : 軽 量 鉄 骨 ( - 40X 65 X O. 8 )  

(4 ) ス タ y ド : 軽 盆 鉄 骨 (  - 40 X 65 X O. 8 J  

.  補 助 材 料

(1)  タ ヌ ピ ン グ ピ ス { 下 張 り 用 3 . 5 ; mmX 22mm 

( 平頭 ) 1上 張 り 用 4. 0世mmX 40mm

(2 )  ス テ ー プ ル … ・・・メ タ ル ラ仮 止 め 用 、 長 さ I Omm

(3 ) 接 着 剤・・・・ー耐火 媛着 剤 ( M K- I 000)

・ 概 要

(1)  r 耐 火 チ ヨ ダウ オ ー ル 1 0  l J は 軽量 鉄 骨下 地

に、 耐 火性 能 の 高 い 特 殊 配合 の チ ヨ ダ石 膏 ボ ー ド

( 12mm) を 2 藍 強 り し た も の で ある 。 建材豊島員 / 藤 川 懇 ( 日本建築総合試験所研究員)

(4 ) 設 計 コ ス トが安 い。

固 お わ り に

以 上 は f 耐 火 チ ヨ ダウオ ー ル 1 0  1  J の概 要 を 紹

介 したもので、 施 工 仕 様 な ど の 詳細 は 、 上記 、 千

8  

代 田 建 材工 業 (株 ) に あ・問 い 合 わ せ 下 さ い。

20 建策と社会/ 1977年 9月号



読者の頁

立 に シ著 「まもりやすい住空間」を読 んで

最近 の 新刊舎 の ，ｾＧ， ｊ 坂は、 さながら洪ぷのごとくで

あ る 。 建 築 や 都 市の プ ラ ン ニ ン グ の 分 野 に 限 定 し

で も 、 つ ぎ つ ぎ 新刊 さ れ る 本 の 多 さ に は 、 ただた

だｾｾくばかりだ 。 商売柄、白分の専門分ｉｪＡｻＭの新刊

舎 は 、 い き お い 北 り 読 み 、 ツ ン ibt に な る こ と も 多

いが、 できるだけ広く 11 を 通 す こ と に し て い る 。

そ の た び に 、 プ ラ ン ニ ン グ 研 究 の 視 点 と テ ー マ が

拡 が り 、 か つ 多 械 化 し た こ と を Mi1' ささせられる 。

しかし 、主主抜な知% にあふれた書籍にさ っぱ り 行

き当らなくな った の も 事 実 で あ る 。 そ う い う 文化

不 毛 の出 版 活 況の な か で 、た い へ ん 手 応 え の あ る

本 に ，'H交わした。 オスカー ・ニューマンの「デイ

フェノンブル ・ス ペ ー ス 」 で あ る 。 Il [J くところに

よると 、古事 かなる 7 ' ームをあi けているという 。 せf

ひ、できるだけ多くの人に読んでいただきたく、

い さ さ か 旧 刊 に な る が 、 新 刊 紹 介 のti' t をと った 次

第である 。

読後感をｩＺ￝Ｎｾ直にいうと、「ノ、 ン 」とさせられ、やが

てす っ か り 考 え 込 ま さ れ る 本 で あ る 。 なぜノ、 y と

させられるかというと、建築や自 ｾｉｲｬｩ の設計は、「総

合 化J にl刻す る 知 的 作 業 で あ り 、 こ れ ま で 1'1 分 は

で き る だ け コ ン プ レ ヘ ン シ ブ な 比 方 を し て き た 紛

り で い た も の が 、 こ の 視 点 を 欠 訴 し て い て は 総 合

化 の作 業 が無主主11. * と化す ような 、f 1 つ の 視 点 」 を

見 務 し て い た こ と に 気 が つ く か ら で あ る 。 また 、

な ぜ 考 え 込 ま さ れ て し ま う か と い え ば 、 非 常 に ン

ャ ー プ な 科 学 的 論 証 に1・I か れ て い て 、 問 題解 決 の

方 法 の あ ざ や か さ に す っ か り 引 き 込 ま れ て し ま う

からである 。

iIIj ti' t きが長くな っ た が、こ の 本 は 、 副 題 にあるよ

うに 、「仰， Ii 設 計 を 通 しでの犯¥J I l 防止」の可能性を

論 じ て い る 。 軒 省 は 、 過 去 数 千 年 間 に わ た る 居 住

地 の 進 化 に むいて 、 人 び と は 住 居 の な わ ば り エ リ

ア を 画 定 す る 工 夫 を 発 展 さ せ て き た の に 、 今 日 の

アメリカ大自 ｾｉ rI，" は 、人 Ji lise の な か で 最 大 の 集 団 的

住 居 潔 境 を 創 出 し な が ら 、 そ の 伝 統 を 失 っ てしま

大 阪 市 立 大 学 生 活 科学部 助 教 綬 住 田 昌 二

る。 そしで、 ア メリカの公共住宅川地にお、ける犯

コ11発生司I 例 を 縦 備 に 解 析 し 、 ア ー バ ン ・ デ ザ イ ン

論の到達点ともいうべき ｲｬ ＺＧ ， Ｇｪｬｾ 千 住宅 ｊｦ スー パ ーブ

ロ y クJ f ラド川一ン ・システム」カヘも っ とも「ま

も り に く い 住 宅l/ il J であることを，論証してみせる

の で あ る か ら 、 ま こ と に シ ョ y キングである 。 も

っ とも 、 この点、は 、 シ' ェ ーン ・ジエ イコフ'スヵヘ「ア

メ リ カ の 大 出il ，li の生と死」にお、いですでに指摘し

て い た こ と で は あ る が、ミキ-11 は 、f反説と険証をf ' j -

念に繰り返してお、り 、政 え " に導き ，'I'r された科学

的f. i E lリ1は、かえ っ て、 ゆ る ぎ な い も の に な っ てい

る。

: r ，: 二- r . の研究は、そこで終わるのでなく、「まもりに

くい空間」をとうすれば「まもりやすい空間」にか

えられるか、 問 題f. li 域 を ス ト イ y クにフィジカ j レ

な 商 に 限 定 し つ つ 、れ体的に1 l111lf. 1す る の で あ る 。

改 造 実 例 の F つーつが、たいへん興味深し 、。 存- r .

の i:.
'
)長をあえて裂がJ ずるなら 、「まもりやすし、住空

ｮｮｊ とは、 ｊ ｲＡｩ ｦ 主 ＮＨｊ の ｈｾ 在自ｾ ななわばり 1J J 哉と共同

体， ｾＮｪｪ 般のｬｉ ￭ｩ ＺｴＺｅ化を似しやすいフィジカルな空間の

ことである 。 それは 、1; J i 住環境が、住居から街路

まで、私的空間 ｬ 、 よ Ｑ Ｇ ，私的空間 ｩ 、半 公共的 ｾｦｭ 、公

共 的 空n:] という If : ' i の空I l il 的 ヒ エ ラ ル キ ー を も っ て

つながること/ ごという 。 つまり 、 I;rH主-11 の 個 々 の

な わ ば り 必J 般が、 キ111 i におI i 食し介うことなく 、 jj'!i i

ド 単 位 、 断 段 単 位 、 保 単 位 と い う 段 断 で 徐 々 に 結

合1 ' 1 : を刈めていくように l，rHi : 環境を椛成すれば、

「まもりやすい空 liilJ が実引でき 、犯コドは激減す

る と い う わ け で あ る 。 こ の よ う に 安 約 す る と 、 至

傾 あ た り ま え の こ と を 言っ て い る に 過 ぎ な い よ う

に 思 え る が 、 将 遍 妥 当 的 な 知 見 と は 、 市 に そ う い

うものだ。 この長日比 をふまえるなら 、エ レ ベ ー タ

ーや逃鋭階段をもっ ｉｉ ， ｪ Ｑｩ ｬ ｩ ド 型の ￯Ｚ Ｇ Ｚｪ￞ ｾ Ｑ 住 宅が 、 ｬ 胡地

をふんだんにもつス ー パーブロ y クに建 っ ている

ぬ 合 な と 、 空 l::J t持! 戊があまりにもオーブンすぎ、

なわばり ＮｾＺｾ￟ 占の形成が困 ＧｩＡ ｦ ｾ となるため 、犯 ［Ｎｊ ｬｬ を ｴ

つ い で な が ら 、 本 舎の柿 l戊は、 f l. ま も り や す い住

空 間 J f 2 問題 の 所 在I 3.f.1i 域 性 J f 4  .1' 1然的監視」

f 5. イメ ー ジ と 環 境J f 6 ま も り や す い 住 空間一 最

近 の 実 例I 7. 既 存 環 境 の 改 造I 8.1要約と勧行」か

らな っ ている 。 1 はテーマのオー ハ ビュー ， 2 は

問 題提起であり、 3 から 5 までが、「まもりやすい

住 空nnJ のキー ・コ ン セ プ トに 1>¥1す る論 述 と な っ

でいる 。 6 、 7 は、 「なわ Ii " り理論」の応用 に よ る

れ 体 的 な 考 察 で あ る が 、 い わ ゆ る モ ダ ン 建 築 の 設

汀 の ま ず さ が ク ー ル に {1;'9をされている 。

ミ存-r. の "出足u設 定 は き わ め て i明礁 で あ り 、 そ の 解 明

も 卜分成 功 し て い る と み ら れ る が、 本 舎 は 、 そ れ

だけでなく 、 環 境 心E史学のアーバン ・デザ イ ン へ

の 応mという点で 、新た な研 究 分 野 が 拡 が っ て い

る こ と を 示 唆 し で い る 。 本 舎 の 終 わ り に も 指 摘 さ

れ て い る が、「建築と空間 の 形態 を操 れ す る こ と に

よ っ て、人 び と が心 に か け る よ う な エ リアを 白11 る

こ と が で き る 」 と い う 命題 を明ら か に す る こ と が

手干名 の 研 究 の ス コ ー プ に な っている 。 そ ういう 視

点、からみれば、本舎は、 f f.(U或fill 論 」 椛 築 の一 過 程

かもしれなし 、。非行は、 「なわばり 意 識 」 の 研 究 に

もとづいて 、 こ れ ま でf.ill 必 主義 的 に 従 喝 さ れ て き

た 泌 合 住 宅開 発 方式 に は 疑 IUJ をも っているようだ。

居 住I也iili 曲論 の 新 た な 以 1lf.1の可能的ーがあるといえ

る。 ま た 、 私 の 研 究 1: の 興 味 か ら い え ば、伺I rli 災

手ｾ Ｚ L論の解明への発以もあるように! と1う。 伺I rli 災 害

の| 防止は 、つ ま る と こ ろ 、( J 符ンステムのお11. '1' ，に

あ る が、 こ の テ ー マ へ の応 1f 1 を試みる必要がある

ようである 。 こ の よ う に 、 本 舎 は 、 新 し い研 究分

貯 の ガ イ ド ・プ y クとしてみても 、 非 常 に 得 る と

こ ろ の 多 い 本 で あ る 。 研 究 占 や 技 術 者 の 卵 が、 プ

ラ ノ ニ ン グ | の 未 解 決 の B課題 をどのように 解 明 し

て い く か の 方 法 諭 を 体 得 し て い く |φ でも 、 た い へ

ん 有採であろう 。

な お、訳 本 に は 、 笠宮 な 訳 注 が つ け ら れ て い る 。

14159 の 叙 述 の 出併 を 助 け るため 、 日本の者1111イの諸

JJL象 に あ て は め て み た 解 説 やIlJ IJ l l i 提起 を 行 っ て お

り、私 に は た い へ ん お も し ろ か っ た が、 E沈者によ

っ ては 、 それをわずらわしく jぷ う人 が あ る か も し

れなし、。 ( 揚 川 平11和. J j まず・共 訳，鹿島，' H版会発行，

っ た と い う 問 題 怠 識 か ら 研 究 を ス タ ー ト さ せ て い づをさせることが符幼に理解される 。 361 頁， 2，900円)
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ン ケ ー ト の 実 仰 や ビ ラ を ま い て 市 民 に11予びかけた そ こ で、利用者一 や周 辺の ピ ル で働 く 人 身 を 対 象 に

『御 堂 筋O L プ ラ ザJ りしました。 そして 、49年 9 FI に 私 達 の 似 い が ち ア ン ケ ー ト を 行 っ た と こ ろ 、こ の:iill!fi}J の 主 旨 に ほ

一一一 オ フ ィ ス 街 に 緑 と 太 陽 を / 一一一 ょっ ぴ り 実 現 し た の で す。 1: ，') 腿 杭 4 1"1 1- 瓦 IlI r4  と ん ど の 符 さ ん が償 問 さ れ て おり 、も っ と 続 け て

1"1 1の 緩 行 車 線 ( 通局、“ 総の遊歩道. . ) が 4 - 6  iix しいと逆に励まされ、 附 が ん ば る 勇 気 が わ い

丹、 9 ・1 0 11 の月~金のおH : 休みにサラリーマン て き ま し た。 これからもも っ とメンハーを地やし、

「 私 達 の 大 阪 」 は そ の れ 、 川 の 多 い 空 気 の 滋 ん だ や O.L に 開 放 さ れ 、f J UE に放 っ て い ま す。 大阪 の 職 場 環 境 の向 上 に少しでも 役 立 ち た い と 思

索 11
1
';' らしい商船であ っ たと 1m，、ています。 ところ メンハーはゼンセン l口H%! の組合の久刊: ばかり 20名 っ て い ま す。 文 責 斉 jj 'lJi: 容 -f-

がfJ I . 在、持 に 御 堂 筋 を 中 心 とするオフィスf } j は、 程 。 1j_U1  1  - 2  1111終 業 後、実行委L 1 会を Il Hき、とう

コノピュータ - 11.¥' 代 にはいると !日111.¥に人 1:: 1"1' 1，を喪 したら遊歩道をも っ と楽しく キ11111 し て も ら え る か 、

失 し た 峨 均 に 変 じ 、 エ ア ー コ ノ デ ィ シ ョニ ノグさ こ れ か らとういうふうに: i i l l ! fi}J を 進 め た ら よ い の か、

れ た 空 気 と 室、 コンクリートと 排 気 ガ ス の 光 満 し み ん な で 一 生 懸 命 与 え て い ま す 。 しかし、この春

た辺路に凶まれ 、 人 ｮ｡ に最も必ｾ｜な ＨＱ 然が全くあ 符 察 は 、平11/11 -11 が少ないのと ! 11のJ ( ' j )JII を 埋 由 に 遊

りません。“ おH 休 み の た っ た イl抑制 でも 1JI; 気 ガ ス 歩 道 の 紡 少 を 実 施 し ま し た 。 実 行 委 n会としては、

のない空気と総の ｬ ム ＮｴｾＯ ｾ が欲しし、 Ｂ そんな昭郎、をこ

めてこのえli !fOj を始めてから 6 if に な り ま す。

た ったー川 1mで も 御 堂 筋 へ の .t! i の 佼 入 を 止 め る こ

と は 大 変 な こ と で す。 1I ・f 知 事、， Ii 1去、I(.f Ｇｾ干なと Ｂ ｦＢｉ

度も fll f J 主もド京Ni を!T( ね 、 ま た おH 休 み の j必し ) j 7

この春利 In -r. (遊歩道を散策したり、 J':': I、ミント

ンな と をしています) はクンと JMえてきたように

みており 、遊 歩 道 を 紡 少 す る こ と は .t!;優先 日、'J'{ t に

逆 ｬ ぷりすることになり 、私迷 のｾＡｦ ，リ ｪ の後 ｬ ぷりだと

身えました。

バ ドミン トンゃなわとびを楽 しむ O したち
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ニュース原稿をお送りください。

コンク リート工法に関する指導要綱 ，没( 本社 ー大 阪 ) で 、 そ の 名 も r ( 1浜 ワ ー ル ド ・ サ

一一ー10月 1 日 よ り 施行 一一一 ファリ J 。 縦 模 で は 、 わ が 国 最 大 級 の も の と な り 、

地 元 で は 観 光 事 業 と し て 大 乗 り 気 で あ る 。

本此、 4 月 分 の 29頁 に 船 il配されている線記情証書 .，&*:制 建 設 場 所 は 、 和 歌 山 県 凶4'- 会 tl lS(1 浜 町才里子地l認の

は 、 昭 和52年 8 月 1 日 に fljl J 定 さ れ 、 H自利52 i lo10 月 894 ，200rrl と、 l三l 浜 町 か ら 借 り 受 け る 99 ，000m' の 倣

1 臼 か ら 施 行 さ れ る こ と に な っ た。 こ の J必 綱 に 定 地 。こ こ に 二 重l t t I いにした自然動物l姐約240 ，000m'

め る 研 修 の 免 除 申 Ml お 、 よ び 免 除 者 に つ い て は 下 記 と サ フ ァ リ 道 路4. 8k mを 設 け 、 ヲ ジ ラ ア シ カ の シ

のとお‘ り。 ヨ一B純胞主包i ｉｾ 没宣“シ ワ一 Jルレド

〈研 f修事の免除 申 言譜膏について〉 一 Jルレ、 ジエ y トコ一ス夕一、レストラン、作f埋盟I恥lμH正務完ゐ，所リ好「、

(ωH財占心) 日本主越E築 総 合2試式験F所斤におむ、いて収扱 つ ているが、 t1j ノk 処 f盟 施J量、駐車均なと' のイ寸，; 告施設が. }l 50，000m'

免 除 申 初 期 間 は 昭 和52年 10月 1 1: : 1より 20 [1 ま で と を つ く る 。

な っ て い る 。 収 容 す る 動 物 は く1Ji i'ik ゾ ー ン ) Iこ270銅、 ( 1ム 食 動 物

〈研 修 の 免 除 者 に つ い て〉 ゾ ー ン ) Iこ560頭、 〈両 依 ・は.!.l.t w' /ーン 〉に51頒 。

( 大 阪 府 下 特 定 行 政 庁 連 絡 協 議 会 ) Ｎｲｾ州、 ペ ｹ ト動物を加えると合，汁 Ｑ ， ＱＹＱ ＱＨ良にのぼる 。

標 記指導嬰綱のかｾ 3 の 4 、 た だ し 合 き に 定 め る 「 本 と く に 、 こ の サ フ ァ リ動物[ 胡の持徴は、 ( 1J ，i' iX ゾー

協 誠会 の 認 め る 者 」 は 下 記 に よ る 。 ン 〉をJ:' l :.ん 中 に配( ( i し、地 '.1.'制! 、屯流を流した -

( 1 )  1 級 建 築 士 の 資 格 を 昭 和42年 以 前 に 取 得 し た 省 工IHIIII などで安全附= を日 Ji め て い る こ と 。 また、 LI 本

( 2 )  2 級 建 築 士 の 資 格 を 昭 和38年 以 前 に 取 併 し た 占 で 初 め で 、 動 物 E早期 の リ バ ー プ ー J レをつくる 。 さ

(3) そ の他 、 前 2 ｲ Ｎｑと同等以 ｬ てと ［ｲｾ ，められる者 らに、 1.l ，i'i kが縦光' 会: の IIJ: をi t ¥っけないように』早 川

で、 O! 1 ' ) 日 本 建 築 総 合 試 験 所 へ 研 修 免 除 の 申 J Ji を 11_i . を採 mす る と い う 。

し て 、 そ の 裕一査を 受 け 、 本tth，!ll 会 の 認 定 を 受 け た

者 と す る 。 I 貨 物 空 間」で 設 計 競 技 公 募

な お 、 詳 細 に つ い て は 、 大 阪 府 建 築 指 滋 泌 榊 造 係

(941- 0351) 、大阪市建築指話事官Il'Il' i ' i 白川時m強 Il ti !f.

(203ー 2151) 、( 財) 日本建築総合試験所 ( 872 - 0391)

へ 聞 い 合 わ せ る こ と 。

南 紀 白 浜 に サ フ ァ リ動物園

一一一来 春 オ ー プ ン一一一

一一一 日 本 建 築 学 会一一一

日 本 建 築 学 会 は 、 「 口 物 空 間 」 を テ ー 7 に 設 計 競 技

を し て い る 。 各 地 域 に お け る 商 l古 街 の も っ て い る

間組点を明らかにし解決をはかるため、' i : J . 物主主rHl

の主主術己主普の提案を求めたもの 。 応 務 省 は テ ー マ

に ふ さ わ し い 商 庄 街 を 設 定 し 、 建 築 物 な ど の 胤 伎

は 自 由 で あ る 。締 め 切 り は 11 月 7 目、入選は 1 令q

点、20万 円。全 国 審 査 t: . l は芦原義信、江里仁1; >; S久世、

南 紀 白 浜 に 来 春 、 動 物 を 放 し 飼 い に し た “ サ フ 大辻兵主主夫、大高正人、見和夫、木村俊彦、菊竹 ii 明 I1、

ア リ 動 物 園 " が オ ー プ ン す る 。建 設 す る の は 大 末 建 救仁郷斉、寺田秀夫、中村隆臣、吉| 坂l後 正 の 各 氏。

六甲山ツーパイフォー住宅

大| 以工業大学 の 建 築 文 化 研 究 会 の 学 生 と 施 工 が 参

加l して、宇'1' ) i の 六 甲 山 の ιI-')J む で 建 築 '1' の ツ ー パ イ

フ ォ ー 工 法 住 宅 l立、 )1[( 制 に 工 市 が 進 み フ レ ー ミ ン

グ が 完 成 し た 。

7 月 9 EI か ら 始 ま っ た工程は、 11111 の 民 ，11'，し、

2 日 11 土台、 31111 似 大 の 取 り つ け 、 4 1111 イン

シ ュ レー ショ ン ・床 合 桜 帰 り 、 5 1111 外 盟主、 6 日

田空ト i立、 l人l己主*fl _，1. で、 7  1=1 11  ' J、u( 創l トラス、 と r'

定 ど おり) J J j 行。 う だ る よ う な 持 さ の ιl 'で 、 令 づ ち

を振り ＱＢ Ｑ し、 ｾ ｉ を流しながらの体験だが、従来工

法にはないツーパイフォー工 ｩｾ のス ピ ー デ ィーな

イ士上がりに、 学 生 も 興l味 を も っ たも.)1. ｲＭ で ＱＧＱ 然とｾＡ｜

が は い っ て い た 。

現 場 で 直 接 指 場 に あ た っ て い る カ ナ ダ ・プ リ テ ィ

ッシュ ・ コロンピ ア 州林 ｐｾｾＧ ＱｩＧｩ議会 Ｈ ｃｏｆ ｉ Ｉ

の友ＱＱＧ政利氏 Ｈ 大 ｬ 似 Ｇ ｊｾ 務所、技術胤 ＱＺ Ｚ ＱＩはｾ r  '1'} 工

IjiI の 3 1"1の セ ミ ナ ー で 、 主Tや 金 共 な ど の 数 、 大 き

さ な ど 、 紫 人 に も わ か り や す い よ う ，洋*"1な 説 明 を

し ま し た の で 、 辺Eニ1 : : の満足するフレーミングがで

き ま し た 」 と い う 。

また、 ，学 生 の } j も 「 今1" 1の 現 場 実 門 に よ っ て Y ー

パ イ フ ォ ー 工 法 に 11 を向け、将来は ( 1分 で J丸 円 建

築 を し て み た C' J と 主 主 欲 的 な と こ ろ を み せ て い た 。

フレーミングに取り組む学生たち

五 ￥ ￥ｾ￥ｾ￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥ｾ￥ ｨ 樹の話シリーズ ＮＳＵ ｌ､ Ｔ ￥込ｦＺ￠ｩ￠

ア メリカでいこ
E ryt hri na C" I s t a- gal1 i  L  

まめ 科

ア メ リ カ で い こ は ・ 般 に カ イ コ ウ ズ ( 海 紅 旦) と

lI 'f' ば れ て い る 。( 正 維 に は カ イ コ ウ ズ は ナ ン パ ンア

カ ア ズ キ の こ と で ア メ リ カ で い こ と は 占 耳 な る 。) ゆi

国 の 観 光 地 を 旅 行 す る と 、 i封 の み ど り と し て 、 u

か ら 秋 に か け て ， よ 工 赤 な 豆 科 特 有 の 花 を つ け 、 巡

く か ら で も 人 トl をひくので、 一 度 比 た ら 忘 れ ら れ

な い ほ ど 印 象 的 な 樹 で あ る 。

こ の 樹 は ブ ラ ジ ル 原 産 で 、 ウ ル グ ア イ の 国 花 と も

な っ て い る 。 わ が 国 に は 江 戸 l時代Z判 明 に も ち こ ま

れ、 IJI. 在 は も っ ぱ ら 版 図mmと し て 利 用 さ れ て い

る。 そ の ほ か 皮 よ り タ ン ニ ン を と った り 、 花 か ら

染 料 を と っ た り し で 利 用 さ れ た 。 で い こ J，.Ji， E r yt -

hr i na は ギ リ シ ャ Z吾の e r y t hr os (坊ミし、) によるも

の で 、 花 の 赤 い こ と を 意 味 し て い る 。 係 業 の 花 木

で、 11.段 地 で は 数 メ ー ト ル に も 及 ぶ 脅 木 と も な り 、

枝 に は献があり、 :主主は 三 出 被誌 で 特 色 が あ る 。 本

州中古日以件i の 11変地 で、生育し、日当りの良い土J，¥P.斤を

好み、生育 ｪ 闘には多此の水分を必 Ｉ ｾとする 。 司王さ

には弱く、 !地 凶 で は 冬 期 に 新 作j の 先 端 は 枯 死 す る

が 、 主 主 春 に は 芽 を ふ き 、 新 付j のf t ( 白1I に 花 が つ き 始

め 、 初 夏 か ら 秋 ま で 汲 紅 色 の 花 を l順 次 つ け て い く 。

花は蝶形花で駅弁、 Ｂ ＱＧ ￭ｊＺＧｦＮＺ ｊＧ 弁、ｊ，Ｇｾ弁からな っ ている 。

秋 の 終 わ り に は 豆 の 実 を つ け る 。 成 熟 し た 豆 の 実

を 秋 に ま い て 防 寒 す れ ば 、 主 主 春 発 芽 す る の で 実 生

で も 殖 せ る が 、 一 般 に は 、 柿 木 に よ っ て 勉 さ れ て

い る 。 jili 芽 力 は 強 〈 、 刈 込 み 則 定 に も た え て 生 長

Ｑ ｪＺ ｾｉＭ ＡＢ 、 。
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ア メ リ カ で い こ の 大 木 は 、 和 歌 山 県 ( 1以 の 昨 所 111

にあるが、近くでは大| 以天王寺公| 必いl の 714室 の 人

UI' 付 近 に 大 木 が あ っ て 似 年 美 し い 花 を 咲 か せ て い

る。 i!l f l H役，;lrli i I のアメリカで叩、こも _，i. inえで あ る 。

最近のものとしては、 ｾ￭ｾ ＮＮｦヒニ ュ ータウ ン の ｪￍｾ ヶ 丘

セ ノ タ 一 地 区 に も 多 く 納 え こ ま れ て い る 。 住 宅1./1

地 な ど で も .以 に 人 11 を ひ く 特 色 あ る 樹 と して 、 大

li1u}'ii 答。irr.I I.l也の f主干点まわりにヂIJ 布目された ア メ リ カ

で い こ は 、 単 調 に な り が ち な 集 合 住 宅 地 の 対 似 を

ひ き し め て い る 。

この樹の花のJ l I JI 日1の 長 い こ と を 治 る に 次 の よ う な

:似 い lド，が あ る 。 母 校 の 市 校 の 校 泌 に 大 き な 附 が あ

っ て 、 変 わ っ た 花 が 咲 き 、 珍 し い 樹 だ が 、 制 名 が

わ か ら ず に い た と こ ろ 、 人 か ら 「 シ ケ ン パ ナ J ( ，IA

験花 Ｉ だと教えられた 。 その由来 ｬ ヰ ， ｍＺ Ｎ ｾ 尭の ｴ ￭Ｈにな

る と 必 ず 花 が 咲 く の で 、 18 伽lの i: '; j:!iz ! J . . ' 学校の 11<'1' 代

か ら 、 そ ん な 名 が つ け ら れ て き た と の こ と だ っ た 。

ち ょ う ど 5 丹、 7 月、 10 月 の 4
'
fmテストやH l J ノドテ

ス ト な ど い や な 試 験 が 近 づ く と 、 咲 き ほ こ っ て い

る干 ｅ がひときわＭｴＨＡｬらしく ｪ ぷえたり、また ｩ ｨ｜ｾ 険が五Ｑｦ

わ っ た H寺、花を' n ' . てしみじみと解放感を 1¥1交わ っ た

り し た 。 試 験 の あ と 校 庭 の 草 と り な ど 大 掃 除 の l I .f 、

あ た り 一 面 に 落 ち た 花 び ら を 掃 き 片 付 け た り し た

も の だ っ た 。 試 験 は 級 い だ が こ の 花 は 好 き だ った 。

後 に な っ て こ の 樹 の 本 当 の 名 前 を 知 っ て か ら 、 ア

メ リ カ で い こ を 見 る た び に 、 シ ケ ン パ ナ の こ と が

十哀しく: t ! _t t.、 n-'，される 。 ( 鈴J止;tL! )



E - 園

- 写工L と 概 裂 を ど しど しあ・送り下さし 」

凡 例 : a  所 在 地 b 敷 地 而積 c 迎賓百面積 d. 延 面積 e 榊 造 続 鋭 f 工Igj

ド パ レ ス 明 石

設 計 ( 株 ) 中 島 建 築 事 務 所

施 工 。東急建設( 株) 、( 株) 山 田 工 務 庖

明 石 土 建 工 業( 株) J V

明 石 市 大 蔵 天 神 町 22 - 21 

3  . 073.  000m'  

1 ，384 .  566m'  

10 ，050. 332m'  

R C、8 F 、P 2  ( 1  F - 3  F  S  R  C )  

昭 和 51 年 5 月 ~ 昭 和 52 年 6 月

イサコノ

a

b

e

d

e

f

 

1290 大 治 高 津 ア ー バ ン ラ イ フ

設 計 : ( 株ロア ー バ ン ラ イ フ 建 築 事 務 所

施 工 (株) 浅 沼 組

｡ 大阪市市区瓦 ｊｾ 阿 Ｕ 俳 Ｖ の Ｒ

b.  1，322. 54m'  

c.  1，055. 44m'  

5 ，258. 40m'  

e .  R  C 、9 F 、P 2

f  昭 和 51 i ド 5 月 ~ 昭 和 52 年 5 月

1289 関 目 グ

設 計 : ( 練) 1  D  E 建 築 事 務 所

施 工 : ( 株) 大 林 組

a. 大 阪 rl1 減 点 l孟 古 市 北 通 り 2 r 日

b. 12 ，926. 00m'・

c.  4，393. 85m'  

d.  51 ，570. 18m'  

e  S R C 、l l F

f  昭 和 50 年 11 月 ~ 昭 和 52 年 3 月

、ソ
イ1¥ ノ') 1288 

邸

記 計 竹 下 建 築 設 計 室

施 工 野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

a. 盤 中 市 東 量 豊 中 3 r  ，-， 1  8  0 昨 地 の 2

1 . 1 14. 78m'  

b.  

397. 34m'  

C .  

618.  22m'  

d  

e.  R C 、6 2 、2 F  

f.  I砲 事J 51  年 2 月 ~ 昭 和 52 年 1 月

ill 田1293 邸

設 計 : 野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

施 工 ー 野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

a  大 阪 市 東 区 議 之 '品 ・ 凶 之 町 6 1  J  

b.  778. 87m'  

c.  79. 24m'  

d.  377. 44m'  

e .  R  C 、6 F  

f  昭 和 5 1 年 4 月 ~ 昭 和 52 年 2 月

野竹1292 邸

設 計 野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

施 工 ' 野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

a. ;;( Ii1S  rli IJli Jjt ｉ ｾ 川島イ ｦ 1両 川 町 8 7 ， 88 

b.  364. 58m'  

C .  208. 44m'  

d.  409. 65m'  

e.  R C 、2 F  

f .  1I{{ -1(1 51 年 5 11 - 昭 和 5 1 年 12 月

杉1291 

社 宅事 (株) 野

設 計 ( 株 ) 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 日 本 建 設 株 式 会 社

a.  伊 丹 市 聖 子 I l l I 字 お J-. 6  0  5 ー 2

b.  330 . 59π f  

c.  19B.  145 m'  

d.  542.  535m'  

e.  R C 、3 F

f  昭 和 52 年 1 月 一 昭 和 52 年 6 月

間商光新1296 ユノ ヨ

設 計 T A U 建 築 設 計 株 式 会 社

施 工 鉄 建 建 設 株 式 会 社

a. 大 阪 市 住 之 江 区 東 加 貸 出 93 ー 1

b .  1，589.  252m'  

c.  446. 05m'  

d.  2 ，639. 44m'  

e.  R  C 、7 F 、P 1  

r .llr!. 荊J 51 年 7 ｊ ｾ ｉ＠ - 11首 相1 52 年 4 f- I  

ノノてr田塩1295 緑地公園第二ダイヤモンドマンション

設 計 : T A U 建 築 設 計 株 式 会 社

施 工 鉄 建 建 設 株 式 会 社

a 大 阪 府 l耽凹，- ! -j 江 坂 町 5 r  11 14 - 2  

b.  690. 50m'  

c .  413. 57m'  

d.  2，064. 74m'  

e  R C 、6 F  

f .  11百平11 51 年 7 11 - 11自平日 52 "1三 3 ｉ ｾ ｉ＠

1294 
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ｾｧＭ［ｊ ｉｾＺＮ ード
マスチッヲヲI : 1- I J : J I:J“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性: 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低く、ホコリなど生じない。

3  すベり抵抗性 : すベり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリー卜、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 51火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

フリントコートについてのお 問合せは下記へ

ｪ 稲武 ＸＵＱ シェル厄 ｾ￦ｸ 版発売所
- ; ' - . 1 ｾｉＭ :Il - - I - 部

大阪本部 <&T530 大阪市北区堂島浜通 1丁目 25の 1 (新大ビル 9 F ) 合 (06) 343- 0441

東 京 <&T104 東京都中央区宝町 2 丁目 2 番地 (第一ぬり彦ビル) 含 (03) 562- 4676 

福 岡 <&T810 福岡 市中央区 舞鶴町 1 - 1 - 5 (舞鶴ビル 3 F )  s  (092)77ト1961

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111' 



小 学 校 で の 住 教 育

20代以上の方にとっては 、小学校時代の授業を思い出すことは難しいことだと思います。でむ、何かの拍子に思

い出すのは、物をつくったり、身体を動かしたりした経験ではないでしょうか。目玉焼きをつくったり 、ボタン

つけをしたりした記憶などは案外長く憶えているものです。

ところで、住まいについて何を学習したかは記憶にあるでしょうか。衣や食での記憶ほどには残っていませんね。

住まいに関する 学習は、小学校の家庭科の中でも最も難しいと言われている部分です。

日本の現状では 、住まいの状態は子どもたちの家庭の生活水準の反映です。 だから「居間」というひとつの言葉

から子どもたちが思い浮かべるイメージは、一人ひとり違います。「蛋白質」というひとつの言葉が、ひとつの科

学的概念を指すのとは大いに遠います。

また、 一 日に必要な栄養所要盆について学べば、それは子どもたちの生活改善の契機にもなるでしょう。でも 、

通風の原理を 学んだからといって 、開口昔11 を合理的につけかえるというわけにはいかないのです。

小学生 に適した住まいの学習のあり方は 、まだまだこれからの検討課題だと考えています。

建

築

の

眼

公 共 住 宅 供 給 の 陸 路

最近、公共住宅は何故建たないのかとよくきかれる。

第 1 の理由としては、建でる必要がなくなったのではないかということである。公団住宅の空屋が大量に発生す

るなど、 40年代のように人口増加や世帯増加による住宅需要の圧力が減じたことである。第 2 の理由としては、

建てたいが建てられないということである 。 自然保護、農地の保全、文化財の保護などの資源や環境問題からの

住宅適地の減少に加え、住宅建設地の周辺住民の日照、 }Il 害、プライパシーの侵害などの相隣関係の反対である。

第 3 としては、住宅建設にともなって必要な学校、保育所、上下水道などの関連施設に要する費用がかさむなど

財政的な問題で建てたいけれとも建てられない。第 4 の理由としては 、地価や建築資の高騰で家賃 (住宅価格)

とw : 帯収入との議離で、建設しでも需要に結びつかないということである。これら 4 つの理由が複雑にからんで

公共住宅供給の隆路になっている 。 しかも、この隆路は経済の高度成長期に、住宅供給者自体て、つくってしまっ

たものであり、今後の住宅投資を考えると、福祉社会の大きな目玉として成長率を上回る増加を維持していける

か、決して楽観をゆるさない問題で、ある 。

入社試験の面接

毎年、設計事務所の入社試験の面接をしながら、年毎に設計 三省に期待される資質が変 ってゆくこ とを感じでし喝 。

数年前までは、設計能力を選別の大 きな規準としていた。ただし 、設計能力を即座に判定することはできないの

で、図面の上手下手によって推定をした。

だが、この頃では入社を希望する人を前にして 、設計という際限のない仕事に耐えられるだろうかと、第一に健

康状態を判断する 。設計の仕事は、すべて一方的な期限を諜されている 。通常のサラリーマンのように、いつも

定時に帰宅できるわけにはゆかない。残業、休日出勤と きには徹夜の作業にも耐えられる健康体をも っているこ

とが第ーの必須条件である 。第二に、建築自体が複雑、複合化してきているので、適市，rt でPすばやい判断を求めら

れる 。広い視野での正しい判断そのものが設計であると極論もできる 。第三には説得力である 。大勢の建築主の

関係者の前で、J]立することなく説明をし、説得する能力が必要である 。説得が失敗すれば¥設計は単なる絵に描

いた餅になる 。社会から自分が則待される同じことを、入社を希望する人達にそのまま期待する自分に気がつい

て、自党を確かめることになる 。

田
. 6.  

-， 横5頁

中西山賀

「一式」 とは何か

見積舎の ｾ ｉ コに「 一 式」と言う文字が数 ｩｩｴ 縦 ｪ にあることご存知の通り。如何にも建築界の前近代性がこの文字の字

面に残 っている機に思えてならない。項目 欄には何々工事が、数i J : 欄には一式が、全額椴l にはいくらいくらと数

字の明* 1 l 1が出ている 。見積書の頁を繰 って行くと又々「一式」が出て来る 。一体、クライ アントから「一式」の

説明を求められて納得の行く答えが出せるものであろうか。 いや見積り作製している側でさえも何んのことか分

っていないのではないか。試みに数社の見積書の比較表を作製してみると、その「一式」の全額が全くマチマチ

であることが分る 。項目と数誌と単価と、その小言 l はそんなに違う筈がないが、違う所はこの「一式」の数字で

ある。建設工事貨の謎めいたものがこの中にアチコチしていると 言われでも仕方がない。なお、一般管理費も直

接経引も間接経質と言う項目も項目欄にはない。それもこれも、打 って一丸とな ってどこかの「一式」に入 って

いるのが建設界のならわしである 。一つ一つあからさまに誰が見ても分り易いことにしたいものである。もう一

つ分り ｾ ｦｴ い のは出精値 引 きと言う言葉。そこ迄は出精しないでおいて 、最後に赤字を入れて出精値引きとは何ご

とか。クラ イアントは首をかしげているに違いなし、。書いている本人も分っているのであろうか。現状打破は、

先ず足許から W! i し、たいものである 。
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I  BTiE I先月号「工程表の中の無理 をなくそう J の文中、 9 行目 印 ラ イ マ ン ト J とあるのを「クライアント」と訂正します。



日本経済新聞大阪本社

設 計 施 工 竹 中 工 務 唐

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 - 2 - 3 0

T E L 侃 -44ト 5171

冷 暖 房 空 調 大 気 社 fFfa52ミ完f-n 新朝日ビル 5 F  冷 暖 房 空 調 高 砂 熱 学 工 業

大 阪 市 北 区 芝 田 町55

T E L 侃 -372- 2511
冷 暖 房 空 調

電 気 近 畿 電 気 工 事

給 排 水 衛 生 須 賀 工 業

防 水 鐘 紡 合 成 化 学

阪 市 都 島 区 友 洲 町 1 - 3 - 8 0

T E L 侃 - 928- 3271
35:諸222ぴ 田 島l碩 三 製 作 所 7FfEEE君主?一 10 平和ピル 内 装 仕 上 三 友 工 業

大 阪 市 西 区 南 極 江 大 通 1 ー 19

T E L  06- 532- 3321 

ー，

新 菱 冷 熱 工 業 手FJ 菅野誠叫 3 - 1
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日制至済新聞大阪本社

位 計 施 工 竹 中 工 務 底

所 在 地 大 阪 市 東 区 京 橋 前 之 町 1 - 1

敷 地 面 積 4，456.  99m 

建 築 面 積 3，690. 47m 

延 床 面 積 28，035.  27m 

構 造 規 模 S R C+ S ， B  2， 8 F， P  2  

工 期 昭 和50年 6 月~昭 和52年 4 月

I  

1  玄関 ホ ー ル

2  束 よ り外観 および巻 取 り

ステーションをみる

3  体育 場

4 .  ｾ ･ 送 包 装 室

5  蛤転 印 刷室



別i主家具 モーリショッフ。 ?FFE思UZ21立花通 1- 48 照 明 器 具 ヤマギワ電気 fFfaミEFA宇筋 3 - 41 



所 在 地 大 阪 府豊 中 市 新 千 里 西 町 1 ー 1

敷 地 面 積 5，9 9 6 m 

建 築面 積 1，942而

延 床 面 積 11 ，9 7 4 m 

構 造 規 機 S R C + S ，6 1  8F .  P l  

工 期 昭 和51年 1 月 一 昭 和52年 3 月

ラ y ク ス 社 は 大 阪 でJ O B K が 大 正 14年 、 初 の ラ ジ オ 放 送

を 開 始 し た H寺 、 す で に ラ ジ オ を 、 し か も ラ γ ク ス と い う

モ ダ ン な 商 標 で 発 売 し て い た 長 い 歴 史 を も っ オ ー デ イ オ

機 搭 メ ー カ ー で あ り 、 現 在 の ス テ レ オ コ ン ポ ー ネ ン ト の

そ れ も ト ッ プ エ ン ド の 高 級 ア ン プ 部門 で は 圏 内 で の 支 持I

は 勿 論 の こ と 、 こ こ 数 年 来 世 界 的 な 高 級 品 と さ れ て い る

マ ッキ ン ト ッ シ ュ 社 と 競 合 し て い る 大 変 し ゃ れ た 、 し か

もし っ か り し た 会 社 で あ り 、 そ れ だ け に 新 本 社 計 画 の 理

念 も フ ァー ム な も の で あ っ た 。 絶 対 に 類 型 の 無 い 造 形 の

中 に シ ャ ー プ さ と 反 面 大 人 の 趣 好 品 に 通 じ る ロ マ ン ティ

ッ ク な ヒ ス ト リ ッ ク な も の の 何 気 な い 表 現 が 要 求 さ れ た。

大 阪 府 企 業 局 に よ っ て 用 意 さ れ た 、 こ の 千 里 ニ ュ ー タ ウ

ン の 業 務 地 区 は 地 下 鉄 、 新 御 堂 筋 、 中 央 環 状 道 路 の ク ロ

ス す る 絶 好 の 位 置 に あ り 、 最 終 的 に は 11社 の 建 物 の 集 合

が 予 定 さ れ る 地 域 エ オ、J レギー プ ラ ン トを待つ重量備された

プロ ッ ク で あ る が 、 当 建 物 の 完 成 時 点 で は 東 菌 、 南 面 は

こ れ ら の 幹 線 道 路 か ら ロ ン グ で 直 視 さ れ る 状 況 に あ り 、

そ れ に ふ さ わ し い 立 面 が 必 要 で あ る 反 面 、 北 面 、 西 面 は

ニ ュ ー タ ウ ンの中層アノ マー ト メ ン ト に 主 サ 面 し ア プ ロ ー チ

も こ の サ イ ド に あ る 。

東 南 側 に L 型 に 高 い 業 務 ブ ロ ッ クを、入隅昔日にオ ー デ イ

ト リ ウ ム を そ れ ら し い 外 型 で 配 し た 構 成 は そ れ か ら の 建

築 的 な 鱗 滋 で も あ る が 、 新 し い も の と 古 い も の 、 理 づ め

の も の 対 マ ニ ア ッ ク な も の 、 精 密 感 V S手 作 り ム ー ド と い

っ た 、 オ ー デ ィ オ 製 品 の も つー 輔 の 矛 盾 の バ ラ ン ス 感 覚

の 潜 在 的 な 表 現 で あ っ た か も 知 れ な い 。

ディティー J レ 面 で も 主 に 金 属 部 品 を 中 心 に 、 極 端 に 単 純 な

納 ま り を 試 み て 見 た が 、 ウ エ ザ リ ン グ の 問 題 が あ る と は

い え 、 オ ー デ ィ オ 機 器 の 美 し い 金 属 加 工 に 比 し て 、 建 築

の そ れ の 加 工 度 、 料i度 の 低 き を 思 い 知 ら さ れ た 一 作 で あ

っ た 。( 神 出 津 嶺 雄 / 設 計 事 務 所 ジェネラルドラフテインクヲ

1  
1  西側lより 外観 をみ る

2  ロビー ( 2 F )  

3  オーディ ト' ) ウム ( 2 F )  

4 . 北京 より 外観 をみ る

5. 役 rt 室 ( 7 F )  

6. 玄 関廻り
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所 在 地 宮 崎 市 新 別 府 町 雀 回 1185

敷 地 面 積 165，097. 000m 

建 築 面 積 26，000.  OOOm 

延 床 面 積 30， 261 .  994m 

構 造 規 模 プ レキャ ス トプレス トレス トコ ンク リート造

階 高 11者 7. 030m 2 階 4. 230m 

スパン 18. 000m 

工 期 昭 和50年 10月~昭 和52年 3 月

宮崎市中央卸売市場は、 i昭和 46年 4 月 に 制 定 さ れ た 「 卸 光 市

場 法 」 に 基 づ く 盤 的 計 画 の一事 業 と し て 計 画 さ れ た も の で あ

る。

全 国 に 建 設 さ れ て き た 中 央 卸売 市 場の 中 で も 、 宮 崎市 中 央 卸

売 市 場 は 、 産 地 型 市 場 と し て の 性 絡 がirt; < 、他の多くの消1 ' 1

地 型 卸 売 市 場 に 無 い 特 性 を 持 っている 。また、海に近い位置に

建設される という立地上の粂件もある 。

こ れ ら の こ と は 、 配 訟 計 画 、 ゾ ー ニ ン グ 交 通 計 画 、 各 建 物

のプランニングおよび工法などに考慮されているが、 ilEt也市

場 としての特性の要点を述べると 、

( l ) 入荷は、出荷団体、産地wn: 人などのほか、直接決家から

:f，:j 受 け す る も の も 多 い 。

( 2 )消1' ( : t 也型市J坊 と 典 な り 、 小 型 車 に よ る 入 荷 が 多 い の で 入 荷

用の駐車場が広〈要求される 。

(3)県 外 か ら の 入 荷 は 、品目、数: f i J : とも少ない 。

(4 )県 外 出 荷 が 多 い の で 、 卸 売 場 が 品 倒 え の 場 と し て の 機 能 も

J且っている 。

(5 )品 捌 え 、 樹 包 さ れ た 商 品 が 少 な い の で 、 卸 売 場 の 面 積 が 消

1'( j 也市場 に比べて、広〈要求される 。

Ｈ Ｖ ｾ 且特絞りが主体で、見本絞りが少ない 。

Ｈ Ｗ 県外出荷のための品摘え、捌包の ｪｾ を必要とする 。

Ｈ Ｘ Ｉ ｾｾ＼ 外出荷 のための大型車の積込みの場を必要とする 。

卸 売 場 の 平 面 計 画 に つ い て

卸 売tJ ; l を計画するに当 って 考l在した点は、

(1)卸売坊はオープンにし、機能変化に対処できるようにする 。

(2)卸売上品に大型車の乗り入れが自由にできる階高 (7 . 0m) と

する 。

(3 )産 地 市 場 と し て 、 卸 売 場 面 絞 を 広 く 取 る 。

(4 )冬の季節風と西日を遊けるため、菌、 北 面 は シャ ッタ一 、

風 除 笠 を 設 け る z

(5)大 空間 ( 100X 260 m) であるので、 トァプライト、換気ガ

ラリを設けて、採光、換気を良くする 。

Ｈ Ｖ ＩＺｦｾ来の取扱抵の ｉ 曽 大に伴い、 ｴ 目 築できるような工法とし、

その余地 を 取 っておく 。

(7 )青果、水産とも、 二 業 者 ず つ が 入 る の で 、 で き る だ け 平 等

になるよう平面計画する 。

(8 )見 学 者 の た め の 専 用 通 路 を 設 け る 。

(9 )海に近く塩害を受けるので、材料、仕上げは十分考J . i ¥! . する 。

仲 卸 売 場 の 計 画 に つ い て 考 慮 し た 点 は

( 1)二方 通 路 で、先手、' j 1 . 手にと っで便利な中通路1 ' J 庖タイ プ

とする 。

(2)口手通路となる横通路は、混雑するので 8 m、先手の作業通

fit となる縦通路は、小型車が入れるよう 6 mとする 。

(3)(中卸の事務所、倉庫は中 2 階とする 。

買 荷 保 管所 の 計 画 に つ い て

(1)W架 の 場 合 、 県 外 出 荷 が 多 い の で 、 梱 包 、 作 業 空間 として

利用するため旦L行 8 mとする 。

(2)雨 の 日 で も 大 型 車 に 直f安打i込みできるように、申干高 5 mと

する 。

1

1

1

1
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日本生命梅田ビル

設 計 日 本 生 命 保 険 不 動 産 部

大 林 組

施 工 大 林 組

こ の 建 物 は 市 バ ス 車 庫 の 跡 地 に 全 館 貸 ピ ル と し て 計 画 し

た。 設 計 に 当 って は 機 回 タ ー ミ ナ J レに近く、扇町線 沿 い

と い う オ フ ィ ス ピ ル と し て 恵 ま れ た 立地 条件 を生かすと

と も に 、 オ ー ナ ー の 企 業 と し て の 公 共 性 か ら 周 辺 の 街 づ

くりに文献し得るものとした 。外 観 デ ザ イ ン は 親 し み や

すく街並みとの調和を考え、白いタイ Jレと黒いサ ッシ i車

窓のシン プル な 構 成 と し 、 平 面 断 面 は 全 体 と し て の 効 率

を 良 く す る と と も に 、 モ デュー ル の 採 用 や 余 裕 あ る 駐 車

設 備 な ど オ フ ィ ス ピ ル の 機 能 の 充 実 を 図 った。 設備はフ

レ キ シ ピ リ テ ィ と 経 済 性 を 考 慮 し て 照 明 弱 電 は 2 m、 空

調 は 4 m の モ デュ ー J レを基本とし、防災よも充分な安全

性 確 保 に 努 め た 。施 工 面 で は 工 期 短 縮 と 剥 務 事 故 防 止 を

考 え 外 装 タ イ ル 先 付 工 法 の 採 用 に 当 初 か ら 踏 み 切 った。

調 査 研 究 と モ γ クア ップ テ ス ト な ど で 、 細 部 の 検 討 を 行

った 上 で 実 施 し 期 待 通 り の 成 果 が 得 ら れ た 。 先 付 工 法 は

未 だ 改 良 さ れ る べ き 点 も 少 な く な い が 、 長 所 も 多 く 今 後

とも普及することになろう 。二年間の工事期間中、簡l関 係

方# の御協力と倒l努 力 に 感 謝 し た い。

(小 佐 田 敏 和/ 大 林 組)



所 在 地 大 阪 市 北 区 太 融 寺91-1

敷 地 面 積 2， 187.  83m 

建 築 面 積 1，795. 91m 

延 床 面 積 19，304. 72m 

構 造 規 模 S R C+ S， B  2 ， 11 F ， P  2  

工 期 昭 和50年 7 月~昭 和52年 7 月

ι

F

 

1 .  ，t i i ! ! i より 外 観 をみる

2  貸事務 室

3  玄関ホール

4  南 fJ!i J デ ィ テ ィ ー J レ

1階平面図

1  玄関ホール

2  エレベーターホール

3 貸 室

4  非常周エレベ- 51ーホール

5 守 衛 室

6  立体駐車場

7 駐 車 場

8  カーリフト

9 便 所

10 湯 沸 室
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大阪市における土地利用現況調査について

1. 土 地 利 用 現 況鯛 査 の 実 施 に つ い て 表 ー 1 の と お り で 、 こ の 1 0年 間 の 土地 利 用 の

土 地 利 用 現 況 調 査 は土 地の 利 用 状 況 を 正確 に 変 化 は 、 大 田缶、 以下 の と お り で あ る 。

細 部 に わたり 把 握 す る と と も に 、 過去 か ら の 建 物 用途 、非 建物 用途 の 面積 の 割 合 は 、昭 和4 0

変 化 を適 礁 に つ か ん で都 市計 画 な ど に 役 立 て 年 に は建 物用 途 は 5 0 . 8 % 、 非 建 物 用 途 は 4 9 . 2

る こ と を 目 的 に 実施 さ れ る も の で あ る 。 % で あ っ た の が 、 昭和 5 0年 に は そ れ ぞ れ5 7 . 5

大 阪 市 で は 、 過去 に昭 和2 5年 、 3 5年 、 4 0年 と %、 4 2 . 5 % と な っ て い る ( 図 ー 1 )。 ま た 面 積

3 度 同 様の 調 査 を 実施 しており 、 今 回 が 4 度 的 には、 昭 和4 0年 に建 物 用 途 は 10 ，4 0 0 h a であ

目であるが、今回 は 国土翻査法に基づくｩｬｦ， ｾ ｬ 笠 っ た の が、昭 和 5 0年 に は l l ，8 0 0 h a に治 加 し、

と して 、 昭 和 50年 と 5 1年 の 2 ヵ 年 で 全 市 の 澗 そ の 分燥 地や 空地 などの手1; 建 物 用途 の 土地 が

査 を 実施 し た 。 土地 利 用 現 況調 査 の 結 果 は 土 減 少 し て 、 土 地 利 用 の 高 度化 が進 ん で い る こ

地 利 用 計 画 の 策 定 、 用 途地 域 や 風 致地 区 な ど と を 示 し て い る 。

の 地 域 地区 の指 定 、 学 校、 公 図 な ど の 郁 市 施 用 途別 で は 、 住 居地 と簡 業 地 は 約 30 0 h a ず つ

設 の 整備 計 画 、 都 市 防 災 計 画、 地区 計 図、 幹 的 加 し 、 工 業地 は ほ と ん ど 変化 がなく 昭 和4 0

線 街路 の 沿道 対策、 市 街 地 再 開 発 計 画 な ど の 年 Ｑｉ Ｎ Ｇｦ ＮｾＮとほぼ 同 じ面 積 を占めている。

都 市計 画 全 般 に わ た っ て 広 く 利 用 さ れ る 基 礎 お の お の の 用 途 別 土地 利 用 の 変化 は 次 の と お

資 料で あ り 、 今 後 こ れ ら の 方面 に利 用 さ れ 、 りである。

大 き な 効 果 を あ げ る こ と が期 待 さ れ て い る 。 ( 1)住 居 地・ ・ーー・住 居 地 面 積 は 約 4 ，2 0 0 ha で 市 減

2 . 調 査方 法 並 び に 成 果 品 の ほ ぽ2 0% を 占 め て お り 、 約 29 0 ha の 附 加 を

本 調査 は 、 全 市 で 約 10 0万 件 に 及 ぶ 建物 並 び に 示している。 地 域 的 にSl る と 、 国 鉄 環 状 線周 辺

非 建 物 用 地 ( 道 路 、 公 図 、空 地 な ど ) を そ れ で 減 少 し 、 そ の 外{!!I Iの 地 域 で附 加 し て い る 。

ぞ れ の敷 地単 位 に 、 現 地 で土 地 利 用 の 状 況 を とくに 、東 淀 川 区 Ｊ Ｚ ｾ ｉ ｓ と飢 比 区 、 平 野 区など

詳 細 tこ調査 して 、小分 類 で50 、中 分 類 で20 ( 表 でm加 が辛子しく 、夜 間 人 口 の ド ー ナ ツ 化 現 象

- 1 ) の 用 途 分 類 に よ る 土地 利 用 現況図( . J { . ooo、 が 更 に 逃 ん で い る の が わ か る 。

.v. . 500) と 建物 用途 別 現況図( Y s 0 0 0、 泊。00) を (2 )商 業 地・・・・ 商 業地 面 積 は 約 1 ，8 0 0 h a で 市 域

作 成 し よ う と す る も の で あ る 。 の 約 9 % を 占 め て お り 、 打1I 心 部 の 一 世1I を 除 い

ま た 、 行 政 区 並 び に 1 00 mと5 0 0 mメ y シ ュ 単 で 、 ほ と ん ど の 区 域 で1('l 1; 1I している。 t皆川面/

位 に 中 分 類 に よ る 用 途 別土 地 利 用 面 積 を 測 定 制 は 約 3 3 0 h a で 、住 居地 の 的加 li 百 制 よ り 大 き

し、 前巨1 ( 昭和 4 0年 ) の 調 査 結 果 と の 比 較 を い。

行 っている。 (3 )工 業 地 ー・・ 工 業地 面 積 は 約 2 ，7 0 0 ha で 市 域

3 . 調 査 結 果 の 概 要 の 約 13% を 占 め 、 ほ と ん ど 変化 を 示 し て い な

昭 和4 0年 と 昭和 5 0年 の 用 途別 土 地 利 用 部秘 は い 。 都心 部 に 比 較 的 近 い 国 鉄 環 状 線周 辺 の 工

表 1  用途 別 土 地 利 用 面積 およ び そ の 構 成 比

何召和40年 )

大 阪 市総 合 ，i-J ' 幽)， ij 企 画 rf lS制 査 "県 伊 藤和 維

岡 田 信 幸

ｊ ｾ ｾ が大 幅 に減少したのに対して 、 ｬ 臨海 Ｚｾ ｉ ｓ や必

地 や 空地 が比 較 的 残 さ れ て い た 総 比 1>( 、 平 野

区 な ど に 中 小工 均 が 逃 1

1

1
1

，し て 工 業I也市 制 がI行

力日している。

(4 )運 輸 ・供 給 ・処 理 施設 用 地 ・ー こ れ ら の " 1地

面 積 は約 1 ，5 0 0 ha で 市域 の 約 7 % を 市 め て い

るが、駐車 場 、合 ｊ￮ｬＨ、 ゴミ［焼圭 ｰｊ ｊ ，， ｾ 、下水処 ｉ Ｇ ｬｬ

I44な ど の 施 設 のI白川|に よ り 大 川 な 1' 1'ぴ を 示 し

ている。

(5 ); 董E畠・・・ - 道 路 面打11主主勺3 ，7 0 0 ha で ，J i t戎l国平n

の約 Ｑ Ｘ Ｅ を占めており、Ｉ Ｉ 国博 ｼ 均辿 Ｊ ｾなど

により道路盟主的 が 進 み 、約 6 0 0 h a と 大 lt{，; なI付

加 を示しでいる。

(6 )公 園 ・緑地ー ーー ー公 園 ・緑 地 面 積 は 約 70 0 ha で

市 I或 面 秘 の 3 . 5% を 占 め 、大 縦 模 な 公 l副の終的

に よ り 公 図 面 積 は 1(') /) 11 し て い る が、 欧米の市1I

市 に比 べればなお低い水準にあると，- ，える。

な お、 本;l).¥]査 に お け る 道 路 面 般 に は 私 道 を 合

み、公幽 ・料 地 面 積 に は 墓 園 や 民 liJ lの グ ラ ン ド

も含んでいる。

( 7) 農地 ・空 地・・・ ・ー・段 地 空 地 面 積 は 、 II (J ;f<1l 40 i j'.

に は 約 3 ，7 0 0 ha 、r I イf或 面 積 の がH 8 % あ っ た の

が 、 H召痢] 5 0年 に は約 1 ，8 0 0 ha 、 約 9 % と‘ |三分

以 下 に 減 少 し 、 こ れ ら が他 の月1途 に '1以J JI され

て き た と 考 え ら れ る 。

土 地 利 用 の 変化 の 傾 向 をみると、 市1I心 ::i ll); 'i]辺

の 住 居地 が 商 業地 化 し、 その外{ ! ! I J に あ る 工 場

が 移4ばして i跡地 は主として住} f ! f地 に 利 J JI され、

工 場 は 更 に そ の外 {!!I J の 必 地や 空 地 を '1ばj 日す る

傾 向 が今I ! ! Iの淵主計古来・から読みとることがで

きる。

l、::
えl ! 物 111 途

ｾｉ 辿物

商 業 施 設

必林 . ｩＮＨｾｴｾ＠ 111 途
全 I( ，i 111 ＧｉＺｦｾ ‘，明 t  え1 ! 輸供給 文教・ほIf. t 工 業 fI 占 1，1; 公 1><1 t品 I也 ｾｉｉｊ＠ Jl l  

合 .lt

nl!i .1止 - 処坦llh臣.1立 .I' /， 生 純J立

興行迎 ｩ 似 Ｇ［Ｎ［ｍｉｾ ｦｾ＠
ｆ 也 ＮＱｾ nl!i .1止

- その{ 也の
ノ"、、

道 路 -悦J且赦

ｾ＠ J也 本 1(li
興日: ｬＧｩｦｦｾＺｩｾｬｩｩ 也 ｊ 立 .H F匝，: 生

車Ｇ，ｾ J也

泊施［ｾ

[価 fl'

1. 042. 342  15. 255 78.886 105. 036 17. 586  76 .672 55. 267 149 .525 267. 206 390. 061  36. 473  1. 008. 022 313.764 27 .560 43. 081  373. 319  250. 298 2. 050. 364 
( X IOOm' )  

術 成 比

50 .8  0.7  3. 9 5.  I  0.9  3. 7 2.7 7. 3 13. 0  19. 0  1. 8  49. 2 15. 3 1. 4  2. I  18. 2 12. 2 100. 0 
( %)  

(昭 和50年 )

同:

l . Il物JIl i圭

J ド 辿 物

同 : l : ! h1!: Ｎｉｾ＠

ti 公器 巡 輸

供 給

文 教

E邑 根

興l T 遊n;興1( ，1' . 出光尚業 Ａｾ＠ I  .1汁L  

工 草 fJ: 1. '1  

農林・

その他

Il J 途
公 l叫

位 地

111 
'r. I( !i "， 

合 叶

結 Jll" F匝 Jll"

処 PR

￱ｾ＠ .1  

厚 生

施 Jll" li l!i .1ll" 

ｩＮＨｾｴ＠ ｾ＠
の施設 合 .ir

道 路 軌道倣 ｾ＠ J血

結 Jll" 結 Jll" ｉ￭ｾ＠ ＮＱ ｬｬＢ ｬｩｩ 匝 ＮＱ ｬｬＢ主 ｆ 匝 ｊ ｬｬＢ ｬ￱ｾ .1ll" 
『也，i:l

U J 也 1m 

而 般

1. 182.568  15. 103  125.279 25.063 105.701  16.278 12. 333 10. 132 87. 297  73. 264 183. 026  269 .808  418.930  1.496 21. 884  874、112 372 ‘ 346 25. 661 71. 216  41.950 223.652 139 .287 2. 056. 680 
( X IOOni )  

情 hX 比

57.5 0. 7 6. 1  1. 2  5. 1  0.8  0. 6  0. 5 4.2  3.6  8. 9 13. 1  20. 4 0. 1  1. 1  42. 5 18. 1  1. 2  3. 5 2. 0 10. 9 6. 8 100.0  
( %)  

Ｈ注Ｉ表ー Ｑ の面秘は ｬ 宇 ｩ 港を除く 、 ｬ ［ｦＮ ｬ ［ｦＮＧ ｉ ， ［ｊ ｾ，Ｉￎの ｉ 而制の ｼ が或である 。

図 - 1 全 面積 中、建物 用途・非 建 物用途 面積の占める

割合

図 - 2 用途別土 地 利 用 面積 の 構 成 比 の変 化

o  10  30 

昭 和 40 年

昭 和 50 年 川

昭 和40'1' 岨 相 国 匁

γf 公 明 そ の f血 公I量1. ftl 也
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老朽ビルの構造補強

中 山 英 治

本建物は大正時代に建設され、設計図書は

保 存 さ れ て お ら ず 、 設 計 者 お よ び 施 工 者 も 不

明である 。 建 設 後60年 以 上 経 過 し て お り 、 戦

災による火客もかなり受けている。建物所有

者 は 、 こ こ 数 年 は 使 用 し た い 意 向 で、老 朽 建

物 の 安 全 性 維 持 と い う 点 か ら 、 今 回 の 調 査 が

行われた。

調査は、まず予備調査を行 って 、 現 状 を 把

握することに重点をおき、つぎに本調査とし

て、予備調査をもとに必要な調査項目を選定

し、項目別の調査を実施した 。 その結果、予

想 さ れ る 外 カ に 対 す る 建 物 全 体 の 耐 久 性 を 検

言寸した 。

建物概婆は、鉄筋コンクリート 2 階 建 ( 一

部 P H 階有) で、 図 1 の よ う な 断 面 を し て お

り、補強柱を持 った壁式構造である 。 l 階 壁

厚 は35cm、 2 階 壁l写は 21cmで、桁行に柱が、

2. 75mごとに入 っている 。

- 調査

今回の調査項目としては、つぎの 3 項 目 の

調査を行った 。

l. コンク リートの中性化

2 シュミットノ 、ンマーによるコンクリートの

圧 縮 強 度

3 非 破 壊 鉄 筋 探 査

以 上 の 結 果 か ら 、 建 物 と外 力 の 簡 単 な モ デ

ル化を行い、最も不利と判断される箇所の構

造 解 析 を 行 った。 解析 に よる壁体における コ

ンクリートの最大勢断応力度は、地震時で、

7 .  5kg /  cnf で、あり、この数値は圧縮強度から推

定して許容内にあるといえる 。

調査の結果、危険箇所は 三角部の屋根トラ

スおよびスラプて¥鉄筋の大半が露 出 してお

り、被災の程度が著しく、コンクリートの中

性化は言うに及ばず、鉄筋もほとんど腐蝕し

ていることが判明した 。 そのため軽微なショ

ックにも落下する恐れがあり、至急補強する

必要があると判断された 。 下 部 構 造 に 関 しで

は、コンクリートの中性化に伴う鉄筋の発錆、

強 度 低 下 の 恐 れ は 多 分 に あ る が 、 調 査 お よび

解析結果を総括す ると、ここ 数 年 間 くらいは

使用に耐え得るもの と判断された 。

・補強

屋 根 の 補 強 方 法 と し て は 、 屋 根 全 体 を 撤 去

しで新たに軽い鉄骨屋恨を架ける方法と、既

RFL 
i ー

ロ

<:> 

岨

ぜ

2F L  

マ

図 2 鉄骨詳細図

4 写真 1

補強前の屋根トラ

スおよびスラブ

写真 2 .，

補強後の鉄骨トラ

ス端部

設 R C造 ト ラ ス の 横 に 鉄 骨 卜 ラ ス を 架 け 、 母

屋 で 屋 根 ト ラ ス と ス ラ ブ を 補 強 す る 方 法 と が

ある 。 育il 者 は 本 格 的 な 補 強 法 で あ る が、屋 恨

のみ訴り落とす作 業 が 難 工 事 で あ り 、 施 工 期

間中の袋生も困難が予想、される 。 後 者 は 、 屋

根 部 分 が ショック等で落下 し な い よ う な 防 護

を講じることのみになるので、正統的な補強

法ではないが、はるかに施工上の困難が少な

く、 費 用 、 工 期の 点 に お い て も 縮少される 。

補 強 工 事 に 関 し で は 、 敷 地 内 に 空 地 が な く、

隣 地 も 接 近 し て 建 っ て い る た め に 、 資 材 置 場

の 確 保 が 困 難 な の で 、 一 部 道 路 お よ び 2 階 作

業室に置く計画として進めた 。 資材の搬入口

は、前面道路の正面に ー カ所の出入口しかな

く、所有者側の業務上、営業を休止すること

が で き ず 、 搬 入 時 間 が 制 約 さ れ 、 工 事 の 綿 密

な作業工程が要求された 。

補 強 鉄 骨 の 設 計 に 当 た って、図 1 のように

既 設 R C造 ト ラ ス が 柱 中 心 に入 ってお、り、鉄

骨 ト ラ ス を 柱 中 心 か ら は ず し て ダ ブ ル に か け

る必要が生じた 。 また、既設 R C 造トラスと

鉄 骨 ト ラ ス の 関 係 に お い て 、 鉄 骨 組 み 立 て 時

の作 業 間 隙 を 考 慮 して 、 トラス形状等を決め

た。鉄 骨 部 材 と し て は 、 単一 材 を 人 力 の み で

上部にあげ、 トラスの組み立てを行わなけれ

ばならず、そのため軽量で寸法も制約された

ものが要求された 。 現 場 上 部 組 み 立 て の 作 業

)1頃序の関係上、現場溶接としなければならな

い部材が生じた 。

f失骨' トラスの立措昔日は、 ガセットプレ ート形

式とし、プレートを位内の鉄骨材( 柱内にフ

ランジ幅50怖 の I ビームが入っていたJ に溶

接 し て 壁 際 を か た め 、 ガ セ γ トプレート音11で

建物誤差の逃げをとるようにした。

屋 根 ス ラ ブ の破 損 状 況 か ら 、 タ ル キ を 入 れ

て 受 け る こ と に し 、 モ ヤ か ら 首 長 ボ ル ト 径25

φ により 、徐々に締め上げ、タルキを支持さ

せ て 、 既 設 屋 恨 ス ラ ブ お よ び ト ラ ス の 力 を 補

強鉄骨卜ラスにスムーズに移し変えた 。 タル

キには勾配がついており 、 ボル ト接点をすべ

り落ちたり 地 震 H寺にはずれることがないよう

に、タルキに穴あきプレートをつけ、ボルト

とも溶接した 。( 図 2 )  

本工事に先がけて、施工上の問題点を踏ま

えて現場実測を綿密に行い、それに基づいて

現寸図をおこし、鉄骨補強工事を行った 。 と

くに 工事に注意をはら ったのは、タルキ受け

ボルトの締め付け調整であり、 3 段 階 に 分 け

て 締 め 付 け を 行 い 、 屋 根 ス ラ ブ の 荷 重 を 均 等

にかかるように図引を: した 。

。

6 カ 月 後 に 点 検 を 行 っ た が 、 屋 根 に 問 題 が

なく、タルキとボルトの受音11 にも異常が見ら

れず、補強工事としては満足のいく結果であ

った。

( なかやま えいじ 側7 7 . コラ Jレ榊造研究所)
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建物の排水管の新システム

一一排水・通気管方式の展望一一

河 津 隆 之

1. 一般に使われている排水・通気方式

現 在 圏 内 に お い て 、大多数の建物に用いら

れている排水 ・通気方式は、いわばアメリカ

式のものである 。

このアメリカ式通気方式なるもの、実は通

気 系 統 に お い て 被 雑 多岐 な配管を必婆とし、

なおかつ 、 排水管と通気管および通気管どう

しの綾統位置、接続方法、配管方法など、そ

の設計においても施工においても、充分な 注

意を 払 うべき点が多々ある 。 しかしながら、

現 実 に は 、 設 備 工 事 費 の 節 減 や 建 築 平 面 計 画

時点、の打ち合わせ不備 、建物 構造上 の 問題 等

に加 えて 、ややもすれば安易に考えられ勝ち

なこともあ って、簡 単な 通 気系統、すなわち

ル ー プ通 気方式に落ち着くことが多い 。 そし

てこれに設計、施工の 間違 い が 重 な る と な れ

ば 、 も う 致 命 的 でー、折角の通気管が排水詰ま

りのため用を足さなくな ったり、 機 能をほと

ん ど 果 た し て い な い 申 し訳の通気系統であ っ

た り と い う 建 物 が 、 か な り 見 受 け ら れ る の で

ある 。

しかし、先年公布施行された建設省告示に

示す通気配管設備の構造、すなわち H 排水ト

ラ ップの封水部に加 わる 排 水 管内 の圧力と大

気 圧 と の差 が水柱25 ミリメートルを超えない

構造とすること 2 や H 汚水の流入に よ り通気

が妨げられない よ うにすること 2 などに充分

通 う 排 水 ・通 気 系 統 の 構 成 と な る と 、 各 個 通

気 を 主 軸 と し で 種 々 の 通 気 管 に よ る 複 雑 な 方

式を採用せねばならないのではないだろ うか。

もちろん、ルー プ通 気 方 式 、 必 ず しもその目

的が達成できないというわけではない 。 ルー

プ通気方式でも適確な場所に用いれ ば 、よ く

その機能を発揮できることも事実であ る。

ここで、水の流れと空気の移動に つ いて考

えてみると、今までの 2 管 式 (前述の方式を

2 管式という ) 排 水 ・通 気 方 式 で は 、 ほ と ん

と。排 水 管 に 流 入 す る 水 の 流 れ 具 合 に つ いては

手を加えることをせず、気随気ままに流れさ

せ 、 これによ って起こる管内気圧の大きな変

化 と、それに伴 って生 じる水封式トラ y プの

破 封 現 象 、 排 水 時 の 騒 音 等 を 数 多 くの種々な

通 気 管 を 設 け る こ と に よ って防ごうとしてい

るものである 。

しかし、このためには通気系統は、こみい

ったものにならざるを f与ないので、あるカ久こ

れは 言 うべ くしてなかなかに行いがたいこと
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である 。 なんとなれば前述のごとく 、建 築 の の流れそのもの に手 を加 えようとし た ことで

平 面 計 画 上 も 、 構 造 上 も 、 そ れ に も ま し て 設 ある 。 すなわち 排 水機 枝 管 よ り立 て 管 に 水 が

f脂質の増大にもなるのであるから 、 いきおい 流れこむときも、 またもし 同 時 に立て管の上

充分な通気は取り得ないことにな ってしまう

のである 。極 言 す れ ば 、 現 在 国内 には 中途 半

端 な 排 水 ・通 気 系 統 が 数 多 く の 建 物内 に存在

しているということにもなるのである 。

2. では新しい排水・通気方式は

新しい排水 ・通 気 方 式 のー っとして、 1964

年 空 気 調 和 ・衛 生 工 学 第38巻 第 8 号 の 外 国 文

献抄録に、前島健氏訳により初めて " 通 気 竪

管 な し の 排 水 H として ソベン ト方式が紹介さ

れた 。 つづいて 1965年 、 同 じ く 空 気 調 和 ・ 衛

生 工 学 第39巻 第 9 号 に 前 島 健 氏 訳 で 掲 載 さ れ

た H 排 水設備における新しい発展 H の 中 でソ

ベ ン ト方式および 1 管 式 ( 排 水 立 で 管 の み で

i湿気立て管のない方式) を、また 1966年 に は

同 じf i i J 島健氏の訳で空気調和 ・衛 生 工 学 第40

巻 第 9 号に H 通気立て管なしの排水設備のイ

コー ライ ジ ング ・ベ ント H の論説が載せられ、

再 び ソ ベ ン ト方式が紹介されたのである 。 す

なわち 1964年から 1966年 の 問の 3 年間にわた

って毎年 、新 し い 排 水 方 式 の一 つ で あ る ソ ベ

ン ト方式についての記事が出 たのであるが、

その当時 はほとんど、この システムについて

i来い 関心 がなか ったように思われた 。 しかし

ながら、 1969年 圏 内 の 継 手 メ ー カ が こ の 方 式

の技術導入を計り、また 一方 1971年 発 行 の 空

気 制和・ 衛 生 工 学 会 編 〈給排 水 ・衛 生 設備 の

実 務 の 知 識〉 に M排 水 配 管 の 新 方 式H として

ソベン ト方式が掲鍛されるな ど してようや く

注目されだし、圏内においても少しづっこの

方式を採用した建物が建ちだ したのである 。

その 問 、敵州 からは再び、もう 一 つの新しい

排 水 システムであるセク スチ ア方式がもたら

されるとともに 、1975年 空 気 調 和 ・衛 生 工学

会 発 行 の 改 訂 第 9 版 空 気 調 和 ・衛 生 工 学 便 覧

にもソ ベン ト方式、セ クス チ ア方式の掲載を

見た 。つ づ い て ク ボ タ 排 水 集 合 管 が 無 通 気 式

排 水 配 管 システムとし て圏内にで開発され、

最近はとくにこれらに対する関心の気速が、

急速に高ま ってきたのを感 じる。

近年、集合住宅、マ ンション が盛んに建て

られだし、これに加えて低成長時代が到来す

るに及び、沢 山の排水立て管を必要とするこ

れら建物に対しでは、この新しい方式は、に

わかに建築設計者、設備設計者の注目を引く

ようにな ったのである 。

さで、これらソ ベン ト方式、セクスチア方

式、ク ボ タ集合管方式等に共通していえるこ

とは、今までの考え方とは異なり 、管 内 の 水

ソベン卜通気継手 セクスチア継手 クポヲ排水集合管

部よりの流下水がある場合にも 、そ の 流れを

乱すことなく、 排 水横 枝管よ りの 流 入水 と合

流でき、 そ して排 水 立 て 管 か ら 管 内 の 気 圧 の

大 き な 変動 なしに排 水 横主 管 に 水 が 移動 する

には 、水 の 流 れ 具 合 を い か に したらよい かと

いうことである 。

そこで彼らは 、立 て 管内の 流下水に旋 回 流

をあたえれば相 当多量の水であ っても 水輸の

形 成 が く ず れ な い の で は な い だ ろ う か。排 水

機 枝 管 よ り 直 接排 水立て管に水が入らないよ

うにしたら 。 また 排 水立 て 管 を 流下 する 水 が

排 水 横 主 管 に 移 行 す る 際 に 生 ず る 衝 撃 を 緩和

するために 、 ここでも 強 制 的 に水 を旋 回させ

たら 。 あるいは 水 とともに 降り てき た空気だ

けを分隊させたら 。 一方 、 排 水の 流 れ を、 小

さな 7.Ki商にくだくことによ って、 その 7.Kカヘ

周囲の空気と速やかに混じ り合 ったら、 排 水

は比重の軽い水泡となって、ゆ っ くり排水立

て管内を落下し、空気の吸 入を防ぐことにな

らないだろうか等々である 。

これら 一連 の 試 み は、やがて現 実 に 通 気継

手として |摘発発表さ れた 。 そしてかなり 前 述

の条件 を満 足させてく れ ているようだ 。 すな

わ ち水 の流れに は大 きな改善 が見 られ、通 気

は単純 化 しでもよいことが明白 にな った。 結

局、 複雑 な 通 気 系統 も簡 単にな り、時代の 要

請 で も あ る コ ス ト の ダ ウ ン の 方向 を指 向 して

いるのである 。

これらの通気継手は排 水 機 校管 が 短 く 、 か

っ排水立て管の本数 が多い 、 マンシ ョン、集

合 住 宅 、 ホ テ ル 等 に は 、 た し か に 有利 で、、 現

在ではかなり多く 使 われており、その主主味で

はもう新しい方式ではないかもしれない 。 し

かし数年前、大}mな試み( その当時としては)

として、 排 水横 枝管 の 長 い 、 大 き な 規 模 の 病

院 の 排 水 ・通気系統に 使 用 された 。( もちろん

上記通気継手のほかにもある程度の今までと

違 った配慮、が な さ れ た 上 で の こ と で あ る がJ

そしてこ れによ って 、 病 院 の よ う な 、 今 ま で

は在来の方式 ( アメリカ方式) しか考えられ

なか った排水 ・通気系統にも 、充分に新しい

排 水 ・通 気 方 式 が 使 え る こ と が判 り、今後こ

の よ う な 建 物 の 分 野 に も 応用 されてゆくこと

と思われる 。

なお、このほかに通気継手を使用しないで、

在来の排水継手を組み合わせ、これによ って

排 水 に よ って起こり得る乱流の状態を少なく

し、 ひ い て は 通 気 系 統 を 簡 素化 する試みとか、

汚水立て管と排水立で管の 2 本が平行してい

る場合、そのいずれかを通気立て管と考える

ことによ って、通気立て管の節約を言十るなど

の試行がなされている 。 またこれに 加 えて立

派なテストタワも 数 個 所 に設置され、ますま

す新 しい方式の l摘発 は盛んにな ってくること

だろう 。 またそうであることを筆者は 強 く希

望 し で こ の 稿 を 終 わ り た い 。

( かわ づ たかゆ き 斎久工業K K大阪支庖取締役支庖次長)
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リチャージ、ウエル工法

石 井 正 徳

古 荘 昭 憲

1 . まえがき

建 設 工 事 に お け る 掘 削 工 事 は 、 必 ず と 言 っ

て良いほど実施される 。 この掘削工事は自然

を相手とし、施工計画の如何によ っては、工

期や工費が左右される 。地盤状況が悪ければ、

さらに工期が延長され、工事現場周辺の環境

に対する影響も現れでくる 。 もともと、建設

工事はある期間、突然に行われる 。 その工事

が始まるまでは、その周辺の環境はそれなり

に均衡した状態にあり、それを舌しして実施さ

れるところに特色がある 。掘 削 工 事 に 伴 う 災

害 として、地下水位を低下させることによる

地 盤 の 沈 下 ・変形がある 。 この災害を軽減あ

るいは除外する目的で用いられる工法にリチ

ャー ジウエル工法がある 。

2. リチャ ージウエル工法

リチャージウエル工法は、地下水位低下の

範 囲 を 目 的 地 の み に 限 定 さ せ 、 必 要 以 上 に 影

響範囲が拡大するのを防止するものである 。

具体的には、地下水を汲み上げる排水工法と

は逆に、地盤に注水して排水による水位低下

を防止する 。 この工法の実施例は戦後いくつ

かあるが、 一般 の 排 水 工 法 に 比 較 す れ ば 数 少

ない件数である 。

3. 各種工法

リチャージウエル工法で、現在までに実施

された例を、っき会に述べる 。

( 1) ウエルポイントによるリチャージウ工ル工法

図ー1は、ウエルポイント工法により地下水

位 を 低 下 さ せ て 掘 削 工 事 を 行 った例である 。

この工事現場では地下水位低下期間が比較的

長く、工事現場周辺の沖積層の圧密沈下が問

題となり、施工計画当初からリチャージウエ

ル工法を考慮した 。 本 工 法 で 留 意 し な け れ ば

ならない事項は、地盤の中に水をポンプ等で

圧送することは避けねばならないことである 。

圧 力 注 入 す る こ と に よ り 地 盤 を 乱 す 恐 れ が あ

るからである 。図ーl では、ノ y チ箱( 沈砂槽)

を通過した水を自然の重力差で注水している 。

なお、 リチャージウエルを行 ったために生じ

るウエルポイントの排 水 量 の 増 加 は 1 0 %程 度

である。
第
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図ー1 ウエルポイントによるリチャー ジウエル工法

(2)大 口 径 浅 井 戸 に よ る リ チ ャ ー ジ ウ エ ル 工 法

図 -2は、某地下鉄工事現場で実施したリチ

ャージウエル工法である 。 この工事現場は地

下水流を横断する‘ ような状態で地下鉄が建設

され、下流側の地下水位低下を防止するため

に計画 ・実施した 。本 工 法 で 留 意 し な け れ ば

ならない事項は、リチャージウエルを自然状

態 で 水 を 吸 い 込 ま せ る 構 造 に す る こ と と 、 水

あかによる目詰まり防止である 。

図-2 大口径浅井戸によるリチ ャージウヱル工法

(3)深 井 戸 に よ る リ チ ャ ー ジ ウ 工 ル 工 法

図-3は 被 圧 滞 水 層 に 注 水 を 行 った例である 。

この場合も図 - 1の方法と同じく、ポン プ圧 送

による圧力注入は行わず、ノ ッチ 箱 ( 汰 砂 槽

および計量水槽) を通してリチャー ジウエル

に注水を行 った。 土 質 条 件 は 図 3の と お り で

ある 。 第一被 圧 滞 水 層 の 地 下 水 は デ ィ ー プ ウ

エ ル に で 排 水 し 水 圧 を 軽 減 さ せ 、 排 水 し た 地

下 水 を 第二被 圧 水 層 に 注 水 し た 。 本工法で留

意しなければならない事項は、注水の水温・

水質の調査とリチャー ジウエルの目詰まり防

止である 。 なお、注入する第二被 圧 滞 水 層 以

外 に 注 水 した地下水が漏れないように注意す

ることである 。

4. リチャージウエルの計画

注 水 は 、 水 理 的 に 揚 水 と 同 じ で あ り 、 す べ

ての計算は水位低下のかわりに、注水を起こ

ディープウェル

第一被庄滞水層

第二被庄滞水層

図-3

深井戸によるリチ

ャージウエル工法

リチャージウェ J レ

三 三 三 三 粘 土 層

パ ッキング

ストレーナ一部分

二二二二二二粘 土 層二- - 二二二二

: : : : 4l邑ぶ : 図4

U ↑ . '  一 自由水層に注水す

|卜三三 人 ぐ る場合

rf J - 7HTJ-

トー

図-5

被圧滞水層に注水

する場合

す * 頭 を 用 い る と 地 下 水 力 学 の 普 通 の 式 に よ

ることができる 。 水 の 注 入 の 過 程 に お い て 、

井 戸 内 の 水 位 は 注 水 層 の 水 位 に 比 較 し て 若 干

高くなる 。 このため透水層( 滞水層) 内では、

井戸から各方向へ水の運動が起こる 。 注 水 が

開 始 さ れ て し ば ら く 時 間 が 経 過 す る と 透 水 層

( 滞水層) 内には揚水している井戸の水位降

下 漏 斗 を 逆 に し た 形 の 円 錐 面 が 形 成 さ れ る 。

注 水 量 Q ，および Q zは 次 式 に よ り 算 出 す る 。

( 図 - 4、図一5参照)

πK ( グ _ H
Z

)

Q ， ---- ，-. n  ・ 一 自 由 水 層 に 注 入 す

2. 3 1og ，oーニー る場合

T O  

2π K M( h- H)  

Q z  -. . - ---- " .  n  ・・・・・・被圧滞水層に注水

2. 3 1og ，o二L す る 場 合

T O  

ここに、 K 透 水 係 数

M : ;被圧滞水層の厚さ

( い し い まさ のり阪大林組工務部工務部長付)

ふるしよう あきの り 阪大林組工務部工務課 /  
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〈ブルー・ウォータ一作戦 - 2}

一 一 入 浜 権 一 一 神 戸都 市 設 計 資 料 研究 会

，iii 1"1の ブ ル ー ・ウ ォ ー タ 一 作 戦(1ト一一雄れ / ー ソ ン が 大 祉 に 投 入 さ れ 、 水 深 は 急 激 に 深 く

t.i s市 iiiJ ) ll 一一ー にあ、いては、 1. i可) 11 2 初Ji 召 ・ なっている 。 さらに、妙、の{ 共給 J原であった i可

池 に 関 す る 機 能 分 類 と 、 水 を 市 氏 に 近 づ け る 川 が 、 改 修 、 ダ ム 建 設 により 、機能を果さな

具 体 的 手 法 に つ い て 述 べ た 。 今回 も 問 機 の 発 く な っ た た め に 砂 浜 が や せ 衰 え る 傾 向 が 加 速 2  ) 海岸 レ クリ エ ーシ ョン公園 の 整 備

! J 、に基づいて、 3. 海 浜 4. ストリート ・ファ されてしまった 。 海岸環境監{ 賄事業により主主浜工事をすすめ、
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あ
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行 事 、 祭 り は 、 日 本 全 国 い た る と こ ろ で 行 わ

れていた 。

し か し 、 か つ て の 日 本 の 海 岸 を 形 容 す る 「 白

砂 苛 松 」 の 言 葉 の イ メ ー ジ に 合 致 す る 海 岸 は

現 在 と れ く ら い の 割 合 で 残 存 し て い る の で あ

ろうか。 参 考 に 表 ー1、図 ー1をili X せておく 。

表ー1 全国海岸改変状況

建 設 省 .， 環 境 斤目

k m %  k m %  

総 延 長 31. 709 (100. 0 )  26. 540 (100. 0)  

自 然 海 岸 23. 069 (  72. 7 )  15. 830 (  59 .6)  

( う ち 砂 浜) 13. 952 (  44. 0 )  

半自然海岸 5. 060 (  19. 2 )  

人 工 海 岸 8. 369 (  26. 4 )  5. 650 (  21 . 2)  

河 ロ 271  (  0. 9 )  

i土) * 1 全医l海岸域現況調査 (Dl- i布150年 31) ) より

* 2 自然環境保全調査( 紛の国勢調宜、昭和50年11)) より
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昭和ω年| 24. 1% I  28 珂 |  

昭和4吋 20. 3 % I  21. 1% I  

47. 2%  

58. 6% 

G N Pの発展に逆比例して、その害J j 合が減少

し て い る 様 子 を み る と 、 鳥 肌 の た つ 思 い が す

る。 人 工 海 岸 の 中 に は 、 農 業 用地 や 塩 田 用地

の た め に 干 拓 さ れ た も の も あ る が 、 そ の ほ と

ん ど が コ ン ビ ナ ー ト 敷 地 、 港i旬、純設問に埋立

てられたものである。埋立ては、 強 制 的 に 土

砂を: i i l i 織し、枕殿させたものであるから、自

然 体 系 に 与 え る 影 響 は 大 で あ る 。 議 岸 工 事 も

大 規 模 で テ 卜 ラ ポ ッ ト ( 写 真 ① ) や 、 大 型 ケ

40 

て の 工 事 前 の 問 題 は 解 決 し た よ う に 思 い 込 ん

で し ま っ た た め に 、 古 来 万 人 の 権 利 で あ っ た

浜 に 入 る 権 利 ( 入 浜 権 ) を 不 当 に 侵 害 さ れ て

し ま う 結 果 に な っ て し ま っ た 。 誰 も が 自 由 に

歩 き 、 遊 び 、 休 め る 砂 浜 、 海 浜 に 鉄 条 網 が 突

如 と し て 現 わ れ 、 こ れ ら の 権 利 を 奪 い 去 っ て

しまったのである 。 H乍H まで安全に、快適に、

気 軽 に 水 と た わ む れ て い た の に 、 今 日 か ら は 、

そ の 水 に 手 を 触 れ る こ と さ え も で き な く な っ

て し ま っ た 現 実 に 怒 り を 感 じ な い 者 が い る の

だ ろ う か。 そ れ で も ま だ 、 埋 立 て は 、 完 全 に

J冬了してはいない 。

こ こ で 海 浜 の 機 能 分 類 を 試 み る 。 (表ー2)

表ー2 海岸の機能

機 自E 内
令，ザ与ヨr司

備 考

防 災 機 能 i皮エ耳、 J レギーの 高潮対策

1  I  ( 国土保全) 制 御 侵食対策など

工業、流通

臨海工業地帯

E  生産 ｾｉ 問機能
漁業

港湾施設漁JJ，1

養鎚漁場

レタリエーショ 海水浴、釣り

E  

親ポレクリエ ン ｾｬ ｬｩｉ、自然 ｦｪＺ 潮干狩り、散

ーション機能 鋭、アメニティ 策、ポート、

主主 IUl
ヨ y トなど

特 に 田の 親 水 レ ク リ エ ー シ ョ ン 機 能 を 確 保 す

るための主主的手法として 、つ ぎ の 三つ を 挙 げ

ておく 。

1  ) 港 の ウ ォー タ ー ・ フ ロ ン トの整備

港 を 意 識 的 に 借 対 に し た 公 園 、 緑 地 の 建 設 に

努める 。港 湾 環 境 整 備 事 業 を 中 心 に 、 埋 立 事

業及び港湾再| 摘発事業など、多様な事業手法

に よ り 取 り 組 め る 。 (写 真 ① )

高官市内における、自然的環境を十分に持った

海 浜 リ ゾ ー ト 地 区 を 、 都 市 再 開 発 事 業 な ど と

か ら ま せ て 建 設 す る 。 (写 真 ③ )

埋立謎岸は、定規でヲ| いた直線的な音1I 分 が 多

く 、 自 然 海 岸 の 持 つ 繊 細 さ に 比 べ る と 、 あ ま

り に も 人 工 的 で あ り す ぎ る 。 また、| 坊潮堤は

海 へ の 展 望 を 阻 止 す る し 、水 際 線 そ の も の へ

の 市 民 の 立 入 を 拒 否 し て い る と こ ろ も か な り

ある 。 曲 線 部 を 含 ん だ 議 岸 や 、 コ ン ク リ ー ト

ケ ー ソ ン 以 外 の 護 岸 の 工 夫 が ほ し い 。

さ ら に 、 人 が 水 に 近 づ く こ と が で き る た め の

制かな水際線の工夫については、，iiJ fnl の 河 川

の 項 i司 に 共 通 し た も の が 多 く 、 河 川 の 場 合 と

同 じ よ う に 水 際 範 囲 の .ii!IJ 合 を 指 僚 と し て 、 第

三段 階 ま で 考 え て み た 。 I1 然 海 岸 に つ い て は

問 題 は な い の で 、 特 に こ こ で は 、 人 工 海 岸 、

テ ト ラ ポ ッ ト や 、 大 型 ケ ー ソ ン が 設 け ら れ て

い る 海 岸 に つ い て 述 べ る こ と に す る 。

1  ) 第 1 段 階 ( 在来幅)

① 護 岸 上 の 通 行 路 の 整 備

誰 で も が 通 行 可 能 な よ う に 、 護 岸 天 端 の 整 備

を行う 。 人の通行を可能にすることにより、

不 当 に 水 際 か ら 隔 離 さ れ て い た JJ ，! . 実を、より

多 く の 人 々 に 見 て も ら う こ と が で き る し 、 視

党 、 政 党 に よ る 水 質 の 監 視 が 可 能 と な る 。

② 海 側 へ 降 り れ る 階 段 の 設 置

ノk に 手 を ふ れ る よ う に す る た め の も の 。

③ テ ト ラ ポ ッ ト の 上 に 覆 工 板 を

護岸の上だけでなく、設i :iJ の 前 面 に 設 け で あ

る テ ト ラ ポ y トの上をも 、安 全 に 人 の 通 行 を

可 能 に し よ う と す る も の 。

2  ) 第 2 段 階

① 堤 内 地 の 整 備

護 岸 上 の 通 路 以 外 に 、 堤 内 地 に も 通 路 を 確 保



し、より多くの人々を海岸に引きつけようと

す る も の 。 自i伝 車 道 と し て 開 放 す る こ と も 可

能 で あ る 。

② 連 続 し た 階 段 状 の 護 岸

護 岸 の ど こ か ら で も 水 の 近 く に ま で 寄 る こ と

が可能となる 。

3)  第 3 段 階

先に舎いた整備手法のうちの、 1) 港 の ウ ォ ー

ター・フロ ン トの整備 2 ) 海 洋 レ ク リ エ ー シ

ヨン公園の軍基備の段階であ る。 水 際 線 だ け で

な く 、 背 後 の 広 い 敷 地 と、 前 面 の 広 い 海 面 の

整 備 を も 対 象 に お い て いる 。

こ れ ら の 例 が 実 現 化 さ れ る ま で に は 、 そ の地

域 の 特 性 の 十 分 な 把 握 が 不 可 欠 だ し 、技術的、

経 済 的 裏 付 け も 前 提 条 件 と な る 。

何 が な ん で も 日 本の海 岸線 は 砂 浜 で あ る べ き

で あ る と か 、 む か し の 状 態 が ベ ス 卜 で あ る と

かを 主張 す るの で は な い が 、 少 な く と も 、 土

地利用ヒ、全く不適当なところはともかく、

殺 も が 足 を 踏 み 入 れ た い と 思 った時には、そ

れ が 可 能 な 海 岸 を 、 市 民 の 手 に 取 り 戻 し た い

ものである 。

4.  ストリート ・ファニチャー

駅前広場、商庖街、 公 園 、 建 物 内 に 水 を テ ー

マ に し た 施 設 は 多 い 。 水飲み場、噴水、滝、

小 川 など の飛 び は ね る 水 ( 写真 ④) 、輝く水、

せ せ ら ぐ 水 は ( 写 真⑤) 、都市内の雑踏をやわ

らげ、乾燥しがちな都市建造物に、ずい分と

計調いを与 えて いる 。

これらの施設は 、 そ も そ も 我 々 が今 ま で 何 度

も 提 唱 し て き た 「 第三 の 機 能 」 の み を 、 当 初

か ら 考 慮 し て 生 ま れ た も の で あ る か ら 、 機 能

分類は省略する 。

スト リー 卜 ・フ ァ ニ チ ャ ー は 設 置 場所により、

屋 内 型 と 屋 外 型 と に 分 け ら れ る 。 さ ら に ① よ

そ 行 き 替 で 接 す る 屋 内 型 の 地 下 街 、 ホ テル内

の も の 、 屋 外 型 の 駅 前 広 場 、 商 庖 街内 のもの

と 、 ② 普 段 着 で 接 す る 屋 外 型 の 公 園 、 街 路 内

の も の と に 分 け る こ と も で き る 。

水をテーマにした施設は、「すずしさ」を与え

てくれることが主な 働 きであり、それを感じ

る人の感党には 触 党 が あ る。また 、 補助 的 感

党 と し て 視Jl : と聴党とがあって 、 よそ行き型

の 施 設 は 、 こ れ ら 補 助 的 感 覚 の み を 満 た せ ば

一応 そ の 働 き を 満 た し て い る も の と す る 。 阪

急 三 番 街 「 滝 の あ る 街 」 の 1 2 mを落下する滝

には、水しふ。きが飛び散らないような特殊液

を落下させているという 。 大 滝 の 前 面 に 普 通

の 水 を 用 い た 小 滝 を 設 け で あ る が、 これは循

環 水 で あ る 。 冷 た さ を 期 待 し て 、 こ れ ら の 水

に手を つ け て も 裏 切 ら れ る ば か り だ 。

地 下 街 の 小 川 に 期 待 す る の は 無 理 だ が 、 少 な

く と も 地 表 を 流 れ る 水 は 、 水 生 動 物 が 生 息 可

能とな って 、 はじめて「水」と H乎!i れ得るの

で は な か ろ う か。 水 の 自 浄 作 用 と か 、 環 境 作

用 と い う も の は 、 単 に 物 理 的 な 水 で は 果 し 得

ない作用である 。 子供達が喜ぶ水は、 * すま

しゃアメンボーがいて、手をつけ、服をぬら

して遊びたくなる水である 。 * 景施設の水は、

視 党 と 聴 党 の み を 満 た せ ば 十 分 な の か も 知 れ

な い が 、 ど こ か に せ 物 の 水 の よ う な 気 が し て

な ら な い の は 考 え す ぎ で あ ろ う か。

特 に 、 い く ら よ ご れ で も い い 遊 び 着 、 普 段 着

を君主た子供達が主役になるよ蕩のものは、でき

る 限 り 自 然 の 状 態 に 近 づ け る こ と が 望 ま し い e

手 t頁 な 自 然 の 水 源 が そ ば に あ れ ば、必ず そ れ

を利用する よう 努 め た い 。

ところが、水源が水道で循環形式をと ってい

る公 圏 内 の 小111で も 、 周 囲 の 施 設 を 十 分 に 施

せ ば 、 喜 々 と し て 足 を 水 に 入 れ て い る 子 供 達

の 姿 ( 写 真⑤ ) を 自 に す る と 、 水 源 に こ だ わ

った の は 少 々 考 え す ぎ で あ ったかと思い直し

てみたりもしている 。

回 お わ り に

以 上 、 河 川 、 湖 沼 ・池、海浜、ストリート・フ

ァニ チ ャーに つ い て 、 そ れ ぞ れ の 機 能 分 類 に

つ い て述 べ て き た が 、 最 後 に 、 ブル ー ・ウォ

ー タ 一 作 戦 の 担 手 と な る 、 行 政 、 企 業 ( 事 業

者) 、市民が、それぞれ果さなければならない

役割を 表 - 3にまとめる 。

表-3 ブルー・ウォ ータ - f乍戦

主 体 内 容 備 考

。河川・運河沿緑地の盤偏 河川改悼事業、 公闇聾畑務量

高潮対軍事章、都市再開持事車

。港町ウォータ フロント緑地の 埋立事章、港湾理境聾圃務量

鐙傭

。海岸レクリエー ション公閣の盤 埋立務輩、梅燥環境隻傭移章

行 政

欄 (費浜事量) 、都市再開発京童

。埋主観岸線の聾鋼

0 貫通タ ーミ ナ ル 広 掲 公 団 主

どの噴水流水町聾備

。池 {止め池、洪水割節池その他) (釣り、，j ! - f. 水道ぴ)

の レクリエー ション公間的聾欄

。水質浄化努力と水質管理

0 排 水 の 伸 化 努 力

0 市街地( 商庖街など) に噴水

流 ホ の 設 置

事 業者

0 宅 地 開 発 に お け る 雨 水 排 水

幹 線 路 の 流 ホ と しての利用

の 工 夫

。捜 立地 護 岸 附 近の 自由通行

ft 

。池 河 川 流 水に魚を飼 い、 婦人団体、 自治会、 老人

。偽を飼い、草花を育てるな クラブ{I ど各 楓 団 体 ク

市 民 ど市 民の 手 によ る共同的管 ラプ 主E

思

0 ホ の 浄 化 努 力 、 附 近の清 掃

作戦の中で、大きな予算を必要とするものは、

行 政 の 分 担 に な る が、企業活動として 、 1) 排

水 の 浄 化 努 力 。 2)噴 水、流 水 の 設 置。3 ) 宅 地

開 発 地 に お け る 池 の 設 置 な ど は 、 十 分 に 分 担

でき得るし、市民活動としても、 1 )魚 を 飼 い

草 花 を 育 て る 。 2) 水 質 保 全 、 水 質 管 理 と 水 辺

のi l ' l 掃などは十分に分担できる 。

水 辺 周 辺 に 対 す る 建 築 規 制 の 磁 立 や 、 イ ギ リ

ス の ナ シ ョ ナ ル ・トラストのような水辺の只

い戻し運動を、日本においても、行政、企業、

市 民 の 手 に よ り 実 現 さ せ て み た い も の だ 。

神 戸 市 内 の 住 吉 川 を 清 掃 し た 小学生 遼 は ( 写

真⑦) 、以後、ごみを 川 に捨てている人を見つ

けた H寺は、 j主怠をしているという 。 プルー ・

ウ ォ ー タ 一 作 戦 に 参 加 す る こ と は 、 単 に 現 象

と し て の き れ い な 水辺 を生むだけでなく、行

政 、 企 業 、 市 民 の 中 に 、 地 方 自 治 の 精 神 を は

ぐくませる種ともなり得るのである 。

住吉川の河川愛媛活動 (C神戸の河川!J より)

川、 海 浜 な ど が あ る か ら 、 そ れ に ま つ わ る 歴

史 が 諮 ら れ 、 都市が潤い、情緒を生じさせ、

自然が形づくられ、 言 い 尽 せ な い ほ ど 住 民 の

澱 授 に 味 を 加 え て い る の だ 。 青 い 空 や 澄 ん だ

川 面 、 流 れ の 眺望 は 、 都 市 生 活 の 中 の ス ト レ

ス を 消 去 し 、 人 間 の 精 神 と か か わ り を 待つ こ

とによ って 、 は じ め て 単 な る 土 木 桃 造 物 の 域

から JI 兇して、人間とのつながりを宇寺つ ことに

なる 。 水 に っ か り 、 休 息 し 、 魚 と りをする こ

とによ って 自然の恵に浴して きた人 IHI にと っ

ては、こ の 自然への何け、ないとけ込みは、内

然保吉袋、自然破援と p う理念的な問題以前に

n に必婆なことのように思われる 。
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塗 料 を 通 し て よ り 豊 か な 生 活 環 境 づ く り を 目 指 す- s，: ". . - 建 築 塗 料

S HI NT O PAI NT  C O.，じr D.

リヲヨ ｾｊＢ 吻語
- 合成樹脂工切レション系複層模様吹付材・

¥ 

ソフタイルは優れだ塗る建材

です。

ソ フ タ イ ル は 壁 面 を 飾 る 肉 、 外 装 仕 上 材 の 多

い 中 で 、 塗 料 そ の も の が ソ フ ト な 感 触 と 濠 華

な 雰 図 気 を 持 ち 合 せ て い ま す 。

ソフタイルはパブリックなタ

イル状吹{ 寸材です。

ソ フ タ イ ル は 水 希 釈 性 の 特 殊 強 化 ア ク リ ル 樹

脂 を 主 材 に し た タ イ ル 状 の 吹 付 材 で す 。

凹 凸 模 様 の 美 し い 仕 上 り と 、 容 易 な 吹 付 作 業

に 経 済 性 を プ ラ ス 、 現 代 に マ ッ チ し た 塗 料 と

い え る で し ょ う 。

圃圃・・・・・・・

田・・・・・・・

--
-

塗料で新しし、生活空間を演出するーー一一

。 神 東 塗 料

ソフタイルは格調高い模様吹

( 寸材です。

ソ フ タ イ ル に は 山 谷 模 機 の 凹 凸 仕 上 げ と 、 カ

ッ 卜 さ れ た グ ラ ン ド キ ャ ニ オ ン タ イ プ の キ ャ

ニ オ ン 仕 上 げ が あ り ま す 。

- 凹 凸 仕 上 げ

ソフタイルは口- コストで豪

華な仕上材です。

外 壁 ・オ フ ィ ス ビ ル 、 ホ テ ル 、 レ ジ ャ ー

施 設 、住 宅 、 コ ン ク リ ー ト 製 塀 等

内 壁 ・玄 関 ロ ビ ー 、 エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル

階 段 室 、 廊 下 等

適 性 下 地 ・コ ン ク リー ト面 ( P C . P F . MF )

モ ル タ ル 面 ( 鍾 押 え 面 ・刷 毛 引 き 面 )

建 材 面 ( ス レ 卜 ・ フ レ キ シ ブ ル ボ

ー ド 等 )

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト 面

木 製 合 板 面

皿皿剛

- J J J U -

ーー-←+÷4・・戸 一 一 司 ーτ_1一岨・・

ヨ空量
』- 1τ - - - 1・・・・

回

国

』

E

岡

田

園

』

F

岡

田

岡

岡

田

岡

』

F

EE--=-大 阪 営 輯 所 大 阪 市 東 区 北 浜 5 丁 目 22番 地 新 住 友 ビ ル 2 号 館 内

干 541 T  E  L  06- 220- 8580(大 代)

東 京 営 輯 所 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 1丁 目 7番 20号 八 重 刷 口 会 館 内

干 103 T E L  0 3- 272- 401 1(大 代)
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日本建築協会

月間の動き

昭 和52年7月 分

理 事

. A  

":Il; 

20日 41時- 5 1時 於会館集会室

出 席 者 塚 本、稲田正副会長ほか16名

議 事 (1)第14回 よろず相談住宅展開催の件

(2 )大阪市街地再開発促進協議会理事就任の

イ牛

(3 )第23回工高生デザインコンクールの件

(4)入退会者承認のイ牛

(5 )報告事項

出 版 委 員
ム
一
品

委員会打合わせ

5 日 5 時 - 7 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 小林委員長、京極氏( 学芸品版社)

議 事 技 術 選 舎の打合わせ

事 業 委 員
ム一

A

若い会員の集し、小委員会

5 日 61侍- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 森 下 副 委 員 長 印 勝 、 瀬 戸 本 、 千 葉 、

古川各幹事ほか13名

議 事 (1) 本年度第 1 回、第 2 回事業の実胞報告

(2)第 4 回~第 6 回の企画について

(3 )第 3 回 「音環 境」の申込状況、その他

(4 ) そのほか

広報小委員会

6 日 6 時 一 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 市 川 副委 員 長 南 幹 事 ほ か 4 名

殺 事 (1)第36回展示写兵「衡を緑に ・第 7 回」実

筋 報 告

(2) 第37回以降の展示写真について

(3)本年度の研修会企画について

(4 )そのほか

見学会小委員会

7 日 6 時 - 7 時 半 於 会 館 集 会 釜

出席者 扱 回 副 委 員 長 水 谷 幹 事 ほ か 7 名

議 事 (1) 5 月、 6 月 に実施した見学会の報告

(2)  7 月の企画について

(3)  8 月の見学会について

(4 )  9 月以降の企画について

(5 )そのほか

委 員 会

14日 6 時 一 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 護 団 委 員 長 乾 、 堀 田 、 森 下 各 国IJ 委 員

長ほか 3 名

殺 事 (1) 各小 委員会の事業報告及び本年度の事業

企画について

(2)そのほ か

若い会員の集い第 7 因企画分科会

18日 61時- 9 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 阪倉主査ほか 4 名

議 事 ( 1 )第 7 回「ディスカバー大阪( その 3 )J の

企画について

(2 )そのほか

研 修 分 科 会

19日 6 時 - 7 時半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 市 川 副委 員 長 佐 藤、前向幹事ほか

5 名

議 事 (1) 本年度の研修会企画について

(2)その他

若い会員の集い 「兵庫県筏山町」 の下調査

28 日 9 時 半 - 21時

出席者 森下副委員長、井本主査ほか 3 名

下 見 先 兵庫県多紀郡篠山町城下町、新荘菜園、

篠山町教育委員会、今田町立杭その他

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

D クループ打合会

7 日 正 午- 2 時 於 会 館地下 編 集 室

出 席 者 藤 井 幹 事 ほ か 4 名

議 事 (1) 作業の進捗状況について

(2)こんごの作業の進め方について

(3) そのほか

A クループ打合会

7 日 5 時 - 7 時 20分 於 会 館地 下 編 集室

出席者 其 塚 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 (1)作業の進捗状況に ついて

(2 )そのほか

C グループ打合会

15日 5  (時 - 7 時 半 於 会 館 3 階 会 議 室

出 席 者 樋 口 幹 事ほか 2 名

議 事 (1) 作業の進捗状況について

(2 )未 提出 シート( 廃版、検討中) について

の対 処

(3 )新 規 シートの確保に ついて

(4 )そのほか

編 集 委 員
..d‘ 

=  

広告企画小委員会

11 日 4 時 - 61時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 渡 辺委只ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 本年度の広告収入状況の説明

(2 )  8 月号『埋立地における椛造問題』

(3 )  9 月号『住宅関係』特集について

(4 )  rサッシ ・シャッター Jr 金物」小特集に

ついて

(5)本年度の目玉特集について

委 員 会

12臼 41時- 61侍 於 会 館 集 会 室

出席者 中村委 員 長 渡 辺 理事 ほか 2 名

議 事 (1) 7 月号= 照明設備特集経過報告

(2 )  8 月号= 埋立地における構造問題一大阪

南港と芦屋浜を例としてー特集報告

(3 )  9 月号= ミニ乱開発から計画的ミニ開発

へ特集報告

(4 )10月号= 建築における省エネルギー 化 特

集 報 告

(5 )11 月号= 第24回青年技術者特集報告

(6)12月号= 設備特集の企画

(7 )投稿欄小委員会報告

(8 )広 告企画小委只会報告

構 造 分 科 会

12日 6 時 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中束、中塚問委員

議 事 (1)昭 和 53年 2 月号椛造持集の企画

(2)構造の頁の企画

作品作風小委員会

13日 4 時 - 6 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 大辻副委員長ほか 3 名

殺 事 7 、 8 、 9 、10月号の候補作品について

住 宅 委 員

A. .  

=  

委 員 会

12日 5 時 50分 - 7 時 20分 於 会 館 集 会 室

出席者 小西、 岩本、 山 下正副委員長ほか 9 名

議 事 第14回よろず相談住宅展に |刻する件

住宅展幹事会

27日 5 時50分 - 8  n寺 於 会 館 集 会 室

出席 者 小 西 、 岩 本 、 高 田 、 山下、 山田各 氏

議 事 第14回 よろず相談住宅展の出展勧誘および

予算の修正について

法 規 委 貝

A. .  

=  

委員会

18日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 市 川 委 員 長 ほ か 14名

講 師 今 井研氏( 近畿電波監理局)

議 事 (1) r近畿における電波降客の実態」

(2 )本年度のとり上 げるべきテー 7

建 材 委 員

A. .  

=  

建材委と建材協会との懇 談会

29日 1  ( 時半 - 4 時 於 ビ ジ ネ ス 会 館

出 席 者 建 材 協 会 東 洋 シャッター鮒ほか 7 社

13名

建 材 委 山 田 委 員 長 ほ か 10名

日本建築材料協会と懇談後、同所において委員

会 開俄 4 時 - 4 時 40分

議 事 (1) r新 建材紹介コーナー J 10月以降掲載分

について

(2)メ ー ン テ ー マ ( 9 月以降) について

(3 )そのイ也

教 育 委

A. .  

=  
員

建 築 工事実 務講 習会企画打治会

29日 4 時 - 61時 於 会 館j品会室

出席者 遠 藤 、 金 回 、 波辺 各講師

岡田委員長 三木 、 若 野 両 幹 事

議 事 本 年 度 建 築 工 事 実 務 講 習 会 の 企 画 に つ い て

若 い 会 員 の 集 い

音環境とアコー スティ ックデザイン

9 日 21侍- 411寺半 於大同ホール

参 加 者 47名

講 師 一柳 怒氏 ( 作 曲 家 )

中嶋鴻毅 氏( 大阪大学産業科学研究所)

見 尚
子

A. .  

=  

歴史的遺構セミナー

鴻池新国会所を見る

5 日 1  R寺45分 - 4 時 半

歴史的セミ

ナー ・鴻池

新回会所を

見る ・米蔵

の2 階大梁
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関 東 大 地 震 直 前 の 富 士 登 山 一 満26才のときの体験一

安田 誠一

東京の富士講の講元、松原秀幸さんのご案内で、

大正12年 8 月28日、東京: 出発。吉田口 1 泊、 29日

早朝より富士資山。

五合目までは、樹木も多く、日5に乗 って、登り

ました 。五合目からは徒歩ですし、だんだん坂も

急になり、道も悪くなります。 八合同石室で 1 泊。

たき火をたいてH麦を取 っていました 。翌30日服装

も綿入りのドテラに- ( J 仔えて、 r六根清浄J r六根清

浄』 と金剛杖をついての登山です。同行の江藤様

は相当の年配であり、 一寸無理なようでしたので

八合同で中止されるかと思いましたが、ここまで

来た、死んでも登りたいと言われる 。無理もない、

私が先引き、松原さんが後押しで、どうにかこう

にか胸付八丁も終えて頂上 にたどり者きました。

大変な喜びでした 。金明水、銀明水をいただき、

富士山頂上へ来た喜びを満喫しました。 それから、

お鉢めぐり、噴火口を通るのです。

この時、異変があ ったのです。噴火口の砂がザ

ラザラザラと噴火口へ、砂キIJ が沢山ずり落ちるの

です。松原様は、富士講の誠元で、何十回と登山

していられる方で、こんな事は一度も無い、誰か

登山者が、いたずらに石でもころがしとのでない

か、それが大きくな ったのでないか、と言 ってい

られました。

下山して吉田の火祭りを兄物。翌朝( 8 月31日)

松原様は東京へ、私は大阪へと帰りました 。

関 東 大 地 震 大 正12年

9 月 1 日午前11時58分、関東大地震です。

松原様宅は、神田和泉町でしたので、幸いに 、

焼けなか った。渓災後お見舞に行 って、富士登山

の際、火口で砂利がザラザラザラと沢山ずり務ち

たのは、 I也渓の前兆であ ったので しょ うねと語り

合いました 。

その時、総原様から渓 災の 訴を Jl l J きました 。中

で、火災になると思 って物を運び出そうとした 。

ああいう時は、まず足元を片付ける事です。 あわ

てる時は、座ぶとんなど足にからんで困る、足元

を片付けてから能率が上がりましたと教わりまし

た。 また、東京の被/ J J i 所跡では、何万人という人

が死んだのです。 その被服所跡へ逃げこんでいな

がら助か った人があるのです。

本所石原町の石原金属製作所の社長石原様です。

取引先でした。工場は路地の奥にあったのです。

石原様は、これは大地震だと 附暖の智恵で、軍隊

教育を思い出して 、一人ずつ、路地を走り出して 、

一人が行 ったらまた一人、また一人と一人ずつ、

頭に座ぶとんとか、ふとんとか 、御飯のおひっと

かを頭にかぶらして、近所でもある被/ J J i l 所跡へ逃

げて行 った。 ところが、皆がどんどん荷物を持っ

て逃げてくる 。荷車に荷物を積んで逃げてくる人

もある 。余りに沢山の人になったので、 何だか恐

ろしくなって、人のいない、ズット奥の方の広場

へ行った、これが良かったのです。沢山の荷物に

も火がうつる、竜巻きが起こる 、荷車の下にもぐ

り込んだ人も、荷車に火がつく、それが舞い上が

るのだから 、沢山の人が死んだのです。

石原様の行動が、余りにも落ち着いて、実に適

切な行動を取られたのに鴛嘆して 、 どうしてそん

な落ち着いた行動が取れたのですかとたずねまし

たら、これは全く軍隊教育のおかげです、全滅を

防ぐために、 一人ずつ出るとか、頭を大事にする、

食料を待 って出る、また散兵の心得があったから

被服所跡では即J かったのですと諮られました 。

今一っこんな話があります。

箱恨塔の沢の福f主旅館で、聞いた話です。

地震の直前に、出入りのタクシーでお客織がお

帰りにな った。玄関でお見送りをしての直後、大

地渓です。福住旅館のち ょっ と南に大きな I白書IJ れ

があ ったのです 。 タクシーも行方不明です。時刻

的にも、この地古IJ れに落ち込んだのに違いないと、

どん どん織 ったのですが、いくら掘 っても 出てこ

ない、遂に見付からず 、人力にも限りあり、断念

して、倒l地蔵様をおまつりしたそうです。

現に、箱根街道、湯本から塔の沢の方へ洞門を

抜けた左{ l ! I J におまつりしてあります。

大地震の地主IJ れというものは、こんなに恐ろし

いものなのです。

l川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川l川川11川l川川11山11川11川11川l川川11川l川川11川l川川11川l川川11川l川川11川l川川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川1川川11川l川川11川l川川11川11川11川l川川11川11川!川川11川l川川11川11川|川川11川l川川11川11川11川|川川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川l川川11川11川|川川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川1川川11川l川川11川l川川11川l川川11川l川川11川11川11川l川川11川l川川11川11川11川l川川11川11川11川11川111川11川l川川11川11川11川l川川11川11川11川l川川11川l川川11川1川川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川l川川11川11川!川l川川111川11川11川l川川11川11川11川11川11川l川川11川!川川11川l川l  

参加者 29名

誠 師 京郎府立大主教妓

工学! 噂上 林里子会孝氏

大阪ガスの L N G基地の見学

20日 l 時20分 - 4 時半

参加者 37名

見学先 大阪ガス泉北製造所第 I 、第 2 工場

建 築 ク ラ ブ

朝 食 会

12日 8 時 - 911寺半 於大阪グランドホテル

出席者 81名

当日は住宅公団関西支社長扇谷弘一氏より「日

本人と土地」について、おZ舌を伺うことになっ

ていたが、念、問のため出席できなくな ったので、

代わ っ て安井建築設計事務所社長佐ｾￍＢ正 一 氏よ

り関西新空港と航空機等についてのお訴を伺 っ

一
~。

河内飛鳥古寺めぐｾ )  

14 日 9 時半~午後 5 時半

参 加 者 塚 本 代 表 ほ 均 16名

当日は大型勝率寺奥野住職の案内で大望月持軍寺

一叡稲寺~日tt 寺~弘 JII 寺を見学した 。

7 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔個人会員 12名〕

大 熊 逸 縫

近藤 r品

隙 茂生

訟 阿 久 夫

郎

防

旦
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紳

欽
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部

弁

沢

川

田

金

寺

山

岬

矢

努

一

義

勉

利

稔

孝

原

田

村

烏

笠

阪

中

水



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  (英和 ビル)

fi 話 相11戸 (331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区紛笠町50{ 立ビル 51; 符 502号室)

7E話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立介区八崎通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せ ま し た。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

継 目 が な い / 温 度 変 化 に よ る 伸 び が な い / 腐

ら な い / 柔 軟 性 に 富 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8-4- 11 電話03(571) 2703

オクロン防水帯

新工法プレノテク卜吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚木出張所 厚 木 市 金 回 字宮畑 2 5  9 電話0462(21)6092

大阪出張所 大阪市都島区都島中通り 2-3-1電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 包括052(811)3660

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電話0952(47)2945

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 745 ) 5121 - 5  

45 



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁
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空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《令都朝日2こ業社

本 社東京都港区芝松町 1 -25- 7  屯話 ( 434) 6171( 大代)

大阪支社大阪市淀川区加島 1 -58-59  ';ji話 ( 302) 2271 ( 代)

支 応 北 海 道 ・ 仙 台 名 古 屋 ・広 品 ・ 悩 間

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・ 横 浜 ，l'i)'岡 ・京 都 神 戸

給 排 水 衛 生

H是 冷 房 J梨 公 設 計 施工

芸 誌 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 鏡 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 屯 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 回 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市州民江戸線 I T 日10番17号 干550 '/Iiぷ (44 1) 8231

本 社 東京都中央区銀座 2 丁同 2 番17号 〒104 電話 (535) 5251 

支 社 大阪東京・名古屋

支 庖 札幌 ・仙台 ・令 沢 ・ 広 島 稲 岡

営業所 ｾｉ￭潟天恩・岡山 Ｎ ｾＭｾ訟 ・ 熊本

出張所 秋 ｉ 刊様 ｉｾｊ . 千葉 ー附浜 ・静岡 ー富111 禄 n 鐙 1+1 ・

京都 神戸 ・鹿児烏 ー部周

空 気 調 和 段 備

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 各種送風機 ・製作販売

各種プラント設備

⑪ 跡式会社，，: ' 4J P. シ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281(大 代)

営業所 東京 ・名古屋 ・京都 ・広島 ・福 岡 工 場 和 泉 ・名古屋

テレ ックス ・本社 No. 562 - 7688 和泉工場 No 538- 5898 

- 給 排 水 衛 生 ・ 冷 暖 房

・ 空気 調和 設 備

. そ の 他 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ ( 明 久 孝 事 務 所 )

斎 え Z 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大阪支庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電話 06 - 443 - 5041附

東京本社 東京都千代 田区大手町2- 6- 2旧本ビルデインク)

電話 0 3 - 2 7 0 - 7 4 1 1附

営業所 礼申昆 ・仙台 ・千葉 ・名古屋 ・金沢・高松 岡山 福岡

出 張 所 福 井 ー 倉 敷 ・ 広 島 苫 小 牧

空 気 翻 和 設 備

ム

環 境 衛 生 施 設

給 排 水 ・衛 生 水 道
荷 役 運 搬 機 械

司主 気 量生 イrHl

Jii手 房

化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 25 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支広長 藤 田 初 蔵

大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁目 2 2番 地 電 話 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 庖 東 京 日 比 谷 三 倍 ビ ル

支 唐 名 古 屋 、 福 岡 . 札 税 、 広 品 、 仙 台 、 北 陸

出 鋭 所 積 浜 、 高 松 、 静 岡 、 i" l 回 . 岡 山 、 金 沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株式奮社

大阪支底 大 阪 市 北 区 紅 怖 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 11 3 1  ( 代 )

本 社 東京都中央区日本紙械設町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431  ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 悦 ・ 広 砧 縞 問 ・金 沢 新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。樟式会社 空

-‘ 

-司，凶・・ 晃 調

東京本庖 東京都新宿区 西 新 宿 新 宿 住 友 ビ ル 屯 話 03- 344- 1911

大阪本宿大阪市北区高回町 ＱＶ 帯地 ｾＡＡＺ Ｇ［ ｦ［ 06- 363ー1371

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 品 町 11 - 2  ｾＡＡＺ，活 Ｐ ＵＲＭ 581- 8571  

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 搭 22 J号 泣 ぷ0822- 47  - 4535 

M岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 屯 話092- 761 - 3795 

出 張 所 積 浜 悩 井 ・京都 神戸 ・怯 江 沖 縄

管 工 事 業

@ 協和建設工業株式会社大阪支庖

取締役支山長 岡 坂 幸 男

大阪市北| メ: 堂島北町 !3fli: l l!!. (般紙千代川ピル)

郵便貯号530 電 話 大 阪 (06) 346- 072Hi t  

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 立 & : ， i兵通 1 - 2  5  ( 新大ピル )

ｾ｛ｩＺ話 Ｈ ＰＶ Ｉ 344 - 6  0  3  1  (代)

本社 東京支広 東京都中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二号IJfi iI)

'at話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・広 仏 札 純 束 御 村 ・北 陸 ・大 分

空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災

。須
賀 工 業

大 阪市 西区土佐堀 1 - 2 - 3 0 T E L  06- 4 4 1 - 5171  

支 広 東京・大阪・ 4黄浜 ・名古屋・ 京 都 ・神戸 ・広 島 ・福岡

営業所 札幌・千葉・静岡 ・金 沢 ・高松

出 張 所 仙 台

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧話研; 多様繍. x fi i 在

本 社大阪市南区. 1 t 屋町 3 番丁68番J也( オートセンアービル2陥)

副i便番号542 電話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

東京営業所 東京都千代m区九段南 2丁目 2番 5号( 九段ビル 81滑)

郵便番号 102 屯昔前東京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番
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' " 吐。 .bY. .b 孟 ‘ ｾ Ｚｏ［＾ ｾ｝Ａ ＢＧ百 ｬ 丘四 ｩ ｾＮｬ￬ＲＭ 6-1 宮03-3“ -1811 ( ) ; f t  ス 帯 主 庖 昔前 -203-3721 ( 大

代 畠古屋! d 占 r nJ I2-211-1131:f t l 九 村 正 l品 古032- 43ト 引 ' 7 宮 処所 札 慌 仙 古 備 A ・広

鳥 神戸 出 鋼 所 ｴ ｾ＠ Ｎ ｾ ｜金 ｒ ・ ＢｊＺＮ宮 帥 岡 韓 国ＧＱＮ ｾ 日・岡山 ・松 山 ー 勲 本贋 ｾＧｴ ｾ 序 縄 ハ〆コク

温 - 湿度調整装置、 暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 Ｎ ｉ ｦｾ ニ ｽｪｦｵ 工

第一工業株式会社大阪支庖

大阪市 北 ｬ 正 ￭Ｚ ｾ 111田T 3  0  "江 活 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 点 以 百11 T 代 m 区 九 / 内 3- 3ー1( 新 東 京 ピ ル )

'，[1 o1fo  ( 211 )  8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代 )

1111 f i 文 1，1:; 1111 T i  di 朝r (.i; ，1，毛 田T 6  0  

'，[  品号 ( 21)  4  4  9  1  

?' .  ，J i  bi 文 前 4片 山 l五，11" * 区 点 1"1 lili IHT 3  - 6  

f包 括 ( 971) 3  6  2  1  

一 般 空 鯛 設 備 .f豆i星 恒 ia，段備・ 冷 凍 冷蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・環 境改 善 設備 そ の 他 上E己に 附

，圏、」 帯 す る 衛 生 、 電気 等 一切 の 工事 の 設置十・ 施 工

i 巴イタザ寧J 7ラシト積五8 n

司ヌF 取締役干J 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大i定 1><: 中山本泊 1 T' II 2  I詐I也ホ ーコクピル

干 531 ・'ol f. .!吊 .A- I以 ( 06) 372- 517J ( 代 表 )

支 l吉 東 ，j( r. rs 1' 11
央 [ 王 川 本 備 本 間r 3 の 1 共 1，;) ビ ル

干 10 3 '，[e，!吊 京 以 ( 03 )242- 5521  ( 代 表 )

営 揖 所 tM I同 r，，片/ ; { ・ 1ム 刈 札 純 { i JI fi  

空気調和 ・衛生設備 大阪ガス指定工 事会社

設計 ・施工

ガス 設備 ・ガス住宅設備 大阪ガス設備機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

( 旧三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大 阪 市北区本輸町 3 4 - 2 1lt 話 06 - 313- 1846

芸品香芝 ｾｎ 大阪市北区木幡町 3 4 - 2  '11t話 06 - 313- 1846

z  z  iE 主際 枚方市叩会悶京町 9 番 3 号 電話0720 - 49 - 2128

設 備 部 大 阪 市 北 区 木幡町 3 4 - 2  電話 06 - 313ー 1846

tT 削 12 a 1t 枚方市 甲斐 凶東町 9 番 3 号 電話0720- 49 - 2128

ｈ 乏 ・ 冷房 ・ 空気 ｩ ｊ ｾ ｌ 湿度調幣 装置

回高

設 計 施 工

Ｖｾ＠ 套拘
品 4

-← 

大 阪 支 府 大 阪 市 北 区 芝 田 町 551昨I也( 北 阪急 ビ ル 9 階)

't!.L ffifi 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 千 代 凶 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

く旦哩型里コ 空 気 調 和 設 備

設計 施工

換 気 ・除 塵 設備

東 洋 熊 工 務 格 式 会 経 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 田f 3 - 1 - 2 7 T E L (433)  8 0 7 1  

本 社 東京都中 央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

支 l吉 名 古 M N耳 障i

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設備

お 25 西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中山 南 i1iI 4 丁目 1I 電 話 大 阪 (458) 3531番

営 業 所 京 総 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本ヰ抱京都支庖 ，ｾＭＭｪｾ＠ Ｑ ｭ 市南ｉｘＺ百九条ｾ間百 ｲ 2  0 搭 J也の l

ｾ ｕＺ， Ｑ ｩ丹 Ｈ Ｖ Ｘ Ｑ Ｉ 5  1  0  1  - 5  '  (，主1t ¥l ¥'，crJ I( 69J ) 1045  

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 38 (天満傾北詰)

ｾｉＡＮ ｾ ｬ ｾ＠ ( 352、 3 5 0 1 - 3

四 日 市 支 底 四 H di 市 j兵 問 商 末 広 田I 曜 論 ⑫7431- 3  

滋 賀 営 鎌 所 大 山 市 打 出 浜 13- 15 泣 J ，r; 0775 ⑫ 9  7  3  8  

津 営 纂 所 川 市 栄 町 2 - 1  1  1  aenf; 0592 ⑫ 3  6  1  0  

ci -ViO> i 舎町産屈靭志

ーa:電'ー....

③域j謀議幅五荘

ｾ＠

@平曲互業株式会社

大阪市西区u : 戸寝 1 - 22- 7 T  E  L (441)附 1994 ，(  443)附0331

空気調和 ・恒t旦|宣湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生 設備 設 計 施 工

@ 不ニ鰐工業1絃 舎 紅

本 庖 人・阪市 l街 区 川 崎 町 2 - 5  0  ［ ， ｬ ， ｾ話 ＲＶ Ｑ Ｍ 2436((lj 

東京支l吉 !R);o: r. s大m区西馬込 l ー 2 ー 1 ｾ｛，Ｚ話 ＷＷ Ｓ ー Ｑ Ｒ Ｓ ＱＨ ｻ り

営 業 所 銀 座 ・ 浜 絵 ・ );.: r. s  . 神 戸 福 岡

空気調和設備 ・給排水衛生設備 ・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設/ 設計 ・施工

⑫ 山 田 工 業 構 京8 f t

本社且音工事串軍部大阪市西区京町堀 1 - 6 - 8 世話06(443)8161(大代葺)

環境韮置 '1> $ $ k 阪市淀川区 三津屋南 1 - 1  - 35 ｪｾ Ｎｊｩ＠ 06(308)l 491(代表)

東 京 支 脂 車 車 郎 ， U : 区他戸1- 8 - 4 ( 自国ビ " 1 ｭ ｊｾ＠ 03師幻 18421( ft 占l

名 古 髭 克 服 名 占 屋 市 中 区常 2 - 16  - 13(京極ビ ，，) ';jt，.¥ 052(202)OO77(代表)

出 払 所 神 戸 悩 岡 松 山
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屯 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新情 2 - 1  6  ( ニ ュー新僑ピル 7 階)

定 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 比 泊 2 丁 目 2 0 番 地
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必 .Vi λ 阪 ( 472 ) イ1: & 1 1 0 [ - 7  
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大 阪 市 北 区 * ，ii 笠 11I T 5  0  ( 常ビル 7 1折)

ｾＡＡＺ＠ ilIi  ( 361)  3  6  7  1  (代 )

東京目1; 中 央 区 日 本 航 利 崎 町 3 丁日 2 番 地

7E 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 )
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エ

取締役村長

月泰エ太 陽
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T  E  L ( 06)  452一1 1  5  1  (代)
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電気設備設計施工

高千続亀縦株式会話
間

v 中 実

大阪市内 区北堀江 1-:. 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 肯 犀 ・広 島 ・福 岡

田
取締役社長

ネ士ォ=

U J  

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー 1 1  7  1 大 代 表

東 京 ・ 神 戸 ・ 九 州

雄久崎取 締 役 社 長

キ土本

営 業 所

営業所

中 央 電 気 工 業 株 式

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 I又 村 正 ケ 枝 arr 5  

1む 話 大 阪 大 代 表 ( 312 )

東 京 ・名古] t ! . ・問 日 市 ・ 神 "
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電気・計装・空調工事設計施工
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社 大 阪 市 西 区 制 本 町 2 丁同 98番 地 ( 初 本 町バ ス 停泊j j)

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 <<!!> 550  

止臣郎市北条 ロ 1 2  6  t昏J也( 住 友 生 命保 険 ピル 7 F )  
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ガラス製 品卸問屋

セトモノの テパ ー卜
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、ソ

耐 酸

陶器 、

建設省 IZ定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジッ トスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪 i !i Jl U主干;[><駒 川町r3  - 54  '，l!:，ifi  (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 換 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋 根 折 版 ( ヨ ドルーフ ) 販売及責任施工 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

サクラ建産株式会社
ペーあ

てき?

大阪市東区高閲 僑 Ｒ ｔ ｅ￬ Ｙ 聖 ｦ 村 ビ ｊ レ Ｕ 階 ｾ ｬＮｴ ｾ Ｍ重 大 阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＴＹＰＵ阪市都島区都 島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 (922) 代 表4421- 3  

建築物自制 自等 造作 工事 、家 具 建 具・室 内 装 備 工事

内外 装 飾 織 物 ・窓掛敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

D E C O R A T O R S ，L  T D  F U T A B A Y A  

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 (06)349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知1'1';建築業名許可 (般ー51)あ12064号

49 
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オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ戸ウトも流動的です。取{ 寸，取はず

しが簡単なテイオは時代の要求にマッチし芝新しい簡易間仕切で写。軽くて，同IJ 性のあるティオ

パネル( イソJ i ンド36) の表面はO. 5' %i の塩ビ鋼板で偽成され，美しい室内感覚を出しています。

C P AT 6 1牛〉

奥村重頁衛株式会社日

〒 530 句 お(06) 312- 4131( 代〉

〒 105 電 話(03) 437- 3361( 代〉

干 812 情 話(092)291 - 0459( 代〉

〒 45川郡古( 052) 522 - 5436( 代〉名 古 屋

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

|三|

タイル

常 設 展 示 場

A M.  10 .0 0 - P  M 5 .00 

日 曜 ・祝 日 は 休 館

4菌回新道 O  南 森 町

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T Eし ( 06 ) 364 - 2059

好評発売中グ

月干I j 建築技術

建設省 建築研究所医修

年間購読料 ￥8，400(送 料含 む)

(10 月 号 〕 定 価 ￥700 

よ 下 術 者日内 送 料 "( 350  

地 方 送 料 ν 500  

. 市街地の急斜面に建つビルの施工・・・… … … 永崎孝彦ほか

. 大径角形鋼管によるトラス構造 -… 須賀好富ほか

・ 枠 組 壁工 法の技術基準の改訂… … … … 一 一・ … - 森 民夫

. 建築生産のシステム化についての諸問題 … 一石黒徳衛

. 住 環 境 体 構 法 … …………・・・…・・・・… … … ・… 大野勝彦

・ 海外のソ ー ラー ハ ウス・ ・・ ーー ・ ・ー ・ーーー・ー ・・・小玉祐一郎

・ 設計者と現場マンのためのわかる溶接 - 井上 博

. 日本の住宅技術と住宅産業・・ … …  - ・・・…，広瀬鎌ニ

. ルー マニア地震による建物の被害… … ・… ・・ 広沢雅也

〔特集号案内〕

・中小規模の鉄骨建築・配筋の要点/51 年| 月特価 Y 780  

・躯体生産技術の向上をめざして / 51年4月 特 価 Y 780  

. 建築と接合 / 51 年 7 月 特 価 ￥ 1，300

. 住宅部品システムの普及 / 51 年 11 月 特 価 ￥1，400

. 失敗の実例に学ぶ 1 / 52年 8 月 特 価 ￥1，∞o

! ! : ご可干 160 東京都新宿区北新宿 1 8  1中島 ヒル 8F

ｾ，＠ ｾ＠ f i 03  <363>4211附 振替 口座 東京o 72417番

己 ヨ 詑 建 築 技 術



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

• 

._， 

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル③ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ y タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ・@ シ ャ ッ タ ー ・ 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

金 属 製 建 具 工 事

住友ウォー11.，:.，ヌデb 椋 式 会 位

社 長 永 井 基

本 社 ⑧ 101 東京都千代田区神田美土代町 l 番地( 住友商事美土代ピル) f t 03- 294- 8511 

支 社 w5 41 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 丁目 14番 地 ( 住友生命南本町ピル) f t 06- 252- 1881  

営業所 札 幌・ 仙 台・筑波研究学園都市 ・名古屋 ・広 島 ・福 岡 その他各地

現場の信頼に 応 える ｾｉＢｉＮ＠
告 u 口

謡史口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 周

コ ン ク リ ー 卜 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

宿 支 ヲ ー

=割、- ; ' - - 1-

ヲ ｾＹ［Ｂ

' 1守- q L

セメンド起泡 ・軽量 ・裏込用 Z Z: : I- I-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 Z i ョ7 - 16，

ー セメン 卜混和剤 ・助材綜合メー カー -

ｾ ，ｾ， ｾ 株式 ｾ､ 盟国ＱＺＺ ＱＮＮＮＮＭ 霊Ｋ
4 1青空 寸 会 社 I . . . f t .軍司.圃圃....... ... 

ｾてデ東京書官品川区二葉 Ｑ Ｍ ＱＸ Ｍ Ｘ ft 東京 (787) 1131代 表

東 北 支 庖 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原 3- 2 ft 0245 (91) 1l 31(!り

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市大田T 14 - 3  ft0298 (23)  1131附

盛岡営業所 岩手県盛岡市月ケ 丘 3- 39 含 0196(45) 1331刊

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17-26 ft 06 (974)  1131 
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［ｚｊｌｚ ちｾｾＺ J l IJ ｉ レヲ ｊｾｊＹｊｬ

錆 び な い /

われない. ノ

タ然えない/

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( 0. P . M)  

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( 5 . P . M)  

オリエンタルスチールライト ( 5 . T . L )

オリエンタルカラースーパーメタル ( C . 5 . P. M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V i .皮 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ボ 波 V デ ッ キ

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋 ・竪樋・軒樋

ホ ー ン タ イ ト ( 防 音 壁)

換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキソスター (強制))

審 判 I !JI)l J l J 9J l 製造株式会誼

本 社 兵 庫 県 尼 崎市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 513l 代 表

営 業 本 部 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 聞 4 4 電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

東 京 本 社 及 工 場 埼 玉 県 般 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 包 括 厳 ( 42 )  3115代 表

大 阪 支 底 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 聞 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 盾 及 工 場 様 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 lijJ 頃 末 TT包括 1ヒ九州、1(691) 2831 代

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 田 丁 1 の24第 2 中経 ピ ル tf包 括 名 古 屋 ( 581 )2781 代

:J::J J ・左官用外・内塗装材
左官コテ塗り仕上塗料

和、洋内・外装材の最高級品

( 緊楽仕上)

目

。特長= 化粧・防水・亀裂防止・

補修工事に最適。

100%アクリル弾性水系塗料材

〈 ロ ー ラ ー ワ ン タ ッ チ 仕 上 げ 〉

I 強 力 水 性 シ ミ 止 シ ー ラ - 1  

1ニ2 2 スス等ヨ切b叫C

@空L璽j 型i空?去6警!?

ＮｉＳ ＢＧｊ￞ｾ＠ .lJ B  

く支庖・営業所〉

明石・高槻・中国- 四国・九州 ・東京・新潟・仙台



可m胃罰開閉胃相同開閉岡市町司

各種ビル空調に欠 かせない

進和の空気清浄装置

ドライ ・/ ¥ック

(日ドl fiL戸池式ユニ y 卜)

マ イ ク ロ グラス 7 7 イノ{ • ?  

y トを炉 材とした/ IA 流 し状 の ユ

ニ ｹ トフィ ｊ レタで 、 ｲ Ｂｊ い企 ＩｈＧｾ .  

ｪｴｾ＠ ¥ 、抵抗 に も か か わ ら ず収 眼科

ｬ 止 が 杓 κ めて 大 きく 、 ｾ ｉ ＺＧ ，Ｚ ［ Ｚ［に ｉ 立 川

命、かっメンテナノスが平手幼な

フィ J レタです。

適 応 粒 度 ・ 1 μ mU ド

捕 集 効 率 93- 97% ( 比 色 i1<)

抵 抗 11 - 25mmAq

ロール ・オ・マテ ィック

(i戸過式 li 1UJ 券取型)

アス卜 ロセ ル

( H  E P A フィルタ)

1/.((<・tyl ダ ス ト の 除 去 、無限l室 そ

の 1也，也r: '，' jJ 立 の 空 気 i N/Hl l に IH.J1E

された トI E  P A フィルタです。

川 i全日'J に 、 j争中イ ・シール 材・ セ

ノ、レート ヰイ ・ガスケ y トキ占の 日;

なる 12?J ，な干需主( { とサイスカ吋白ij つ

ています。

適 応 粒 度 1 μ m以 ド

捕 集 効 率 : 99，97- 99，999%  ( O O P11、)

抵 抗 : 25- 50mmAq  

パリ セル

(高性能iJ ヨ過式ユニ y 卜)

収 11)1，平手1st が大きく 、I 1プj 紛 失 の

低い村主ヰなグラスフ ァ イ パ ・7

y トを ir' .fイ とし 、 しかもフェイ

ス エ リ ア の 約30併 も の が 過 l(i j.h' l

が あ る た め に J走必 命 で す 。何 め

てコンハクトな ｉ ｦ ｾ 秒、のため ｬ￭ ｎ ら

れ た ス ヘ ー ス l人l で 大 き な J!T.l 1，cが

処 f盟 で き ま す 。

適 応 粒 度 1 μ m以 l、

捕 集 効 率 : 85- 95%  ( 比 色 法)

抵 抗 16- 30mmAq

ロールオ ト口 ン

(静' 這式自動巻取型)

--

が j品I(rj で50mmの J'/ さをもち 、収11民俗 Iltの栃 め て 大 きい

グラスフ 7 イノ..:: .  " 7  ''/ ト“ ロール ーオ " 7  ' j 卜" をir'

材 として {世 IIJ し、 それを i' 1']"iJ J的 に之さ取り、i ( 'A必I(n を!.l.!

Wi しま 1- 0  i(' 材 谷きでi ! E3000- 600011.)./1:) Ｈ史川 でき ｾｉ Ｇ

J討に符 済(I"J て=す。 後手lt ｉｾ＠ 1ーぷドライ ・ハ y クを 斜l {干せ

た“ ロ - 1レ・オ ハ ｹ ク Ｂ は 、安定ＧＱＧ Ｑ に ｾｩ ;，; み 、 かつ' ，'U

気 式 以 上の 効 J十 がfｾ＠ f られる 機 的 と な り ま す 。

ｬ￬￭ｪ 手止 の凝 集 ｾｾｬｾ で 荷主立され ｩ ｍ ＱＮｉ 主拡 大 された 微粒

子が 定 的1止に i童す る と 空 気LdL によ り 何 械 か

ら!fljl 月If され、後段- t ili 集 部 の ロ ー ル オ ・" "; 

ト に よ り 完 全 に -1[11 ! s され ます 。 持，包式 の j:'，' j t.、

効中 と 、 ｉ ｾ ｉ 'I'i1巻I j ) ( 式 の 保 守の jITiμ さを 組 合せ

た ｾｾ Ａｩ￬ｉｊμｊ ｾ￭ ｾ ｴｬ 気集問機 です 。

適 応 粒 度 1 μ m 以 下

捕 集 効 率 85%  ( 弔:， ti 1J 捕 集 効 率 : 98%  (比 色 11;)

抵 抗 8 ，5- 12 ，5mmAq 抵 抗 9 - 12mmAq 

エア リカバリ ー

(ii5' 1'1:炭フィルタ )

ｩＡ 主 ｊｲ ｾＱ こ Ｍｴ ｊｲ り ｾ ｉｊ ｬｦ られた Ｒ t文σ〉斗ι

行な多- f L板の/ l 11 に ｩ ，ｦ［ｩＧＡＺ炭 が えｾＺｉｊＧ Ｈ

さ れ て い ま す。 このNliili は 、 1彼

ら れ た ス ペ ー ス てγ 目性 炭 と ガ ス

､ｩ の Ｍｴｩｚ 触が ａｩ 大 となり 、イ ￯ ｾｾ ｩｾ Ｚ プｦ

スの1v.!1-i 'i' . 11令i ミカ号、)J+' よく fi' わ

れる B没，H とな っ て い ま す 。

{W ー 13} i，r;i ' I，m附 J't :  13mm 

l!Ji.l trt ・ 28m' / mi n 

J正- I 1L : 6  mmAq  

( W - 20)  ili 1' U尖府 1'/ :  20mm 

J  .. .l :，c: 20m'  / mi n 

J氏- t 1L :  7 ， 5mmAq 

{ W - 25}  i，fi tt i 尖1(11平 25mm

j瓜 lrt ・28m' / mi n 

-tJl -t1L :  25mmAq 

長率' 1 / 東 京都千代田区九段南4821 官 264 2211・大代

大飯/ 大阪市北区宮: 品 兵通 125 3 341 0221 '  f"t  

北九州一一一一一大分一 一 一 一広島一一一一一一名古屋

?富山ーー一一ー相歌山一一一一 盟国一一一一一ロサノセルス



「信頼できる防札と折り紙っきのアスファノレ卜防水。

さらに信頼の度を深めます二

東西アスの新仕様。

、，- v

、，- 0 Iリj水はこうあるべきだ、

.ノノ という昨かな防水理念に刷

ィヂγ ちされた米両アスの新仕様。 その

y や rll 核 J レーフ インク冶、ストレツチノレーフ ィング

.、v，' ) 7 の J I S) ; J l 格を超える強力アスター U . 強力

.ノJJ アスロン U 。 そして 、立上り仕様のコ ーナー部分

J クヂγ の補強には 、刻 iのあるガムロンを新採用。外側

ぬやは l:t1r熱防水 / UD工法も取り入れました。仕桟書L:J:

， Iりj 水の用途別に装 L 、を一新。しカ・もチェックポイント

岨 / V つ きです o t 、ままで以上に使いやすくなりましたo

Ｏｪ ｾＧＷ＠ ・新しい仕様書をご請求ください。

今y 小川

上、Vフげ

ぇヘイフグ/ド

J.C- )  J  

ち争J

マ 東 西 一 ル ト 事 業 協 同 組 合

田島ルーフイング株式会社

大阪: 大阪市西区京町堀 1 - 10  - 5電話 (06) 443 - 0431 

東京: 東京都千代田区岩本町3- 1 卜 13電話 (03) 862 - 8531 


